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6 場化孵裁千の在現

;」1ii

千
一一一一一一一一一一化
場

が
一一一立
さ

れ

て

よ

り
:一一一に
五
十

年

を

迎

ふ

る

に

営
り

記

念
事
・業

:-l-
と

し
て

何

か
舉

行

し

な
け

れ

は

な

ら

な

い
と

考

へ
て

居

つ
た

が
'

時

節

柄

大

装

装
な

事
は

速

慮

し
な

け

れ

ば

な
ら

な
い

の

で

-l-
年

の

千

一以解
化

場
開
係

者
語

氏
の

御

寄

稿

を
得

又

記

念
す

べ
き

寫
眞
等

を

重
集

し
て

往

時

を

低

J:
～:
と
も
有

意
義

な

-・と
考
へ

本
協
0一機
開

誌

難

解

集

報
第

三
十

八

號

を
以

て

千

歳
孵

化

場

劍

立

五
十

一間
年
記

念
號
に

充
て

る

事
に

し
た
。

一確
ふ

に

-i-
館

漁

業
の

振

興

は

能
館
一
解

化

事

業

の
資
施
に

在

り

と
の

信

念
の

下

に

五
十

年

前
に

千

歳

孵

化

場

が

誕

生
し
'

今

日

に
H・一一
る

も
尚

難
一
娜

漁

業
が

表
退
す

る

事

な
く

發
展
の

道

程

を
一汕
一
り
っ
・・・一
あ

る

の

は
一
談

に

先

一一一・語
氏
の
先

見

の
明
に

あ

つ
た
爲

で

あ

る
。

然

も
事
業
に

對
す

る

未
経

驗

か
ら

來

る

不

無
練
'

科

事
文

化

の
未

發
達
か
ら

來
る

不

便
等

事

業
施
行

上
幾
多

の

支

障
困

難

が

あ

っ
た
も
の

と



考
ぺ

ら

れ
る

が
'

そ

れ

を

刻

苦
結
一
働

:

-

W一一一
ゆ

ま

ざ

る

研

鑽
に

依

て

克
服

し

て

行

か

れ

た
る

熱
設

に

對

し

て

は

満

腔

の
一一一一一一意
と

感
謝

と

を
体

，
l-
る

も

の
で

あ

る
。

-ll-
十

年

の
一一一一一 :

月
一

は

必
ず

し
も
短

〈
は

な
い
。

此

開

興

隆

に
…

一一一
ま
れ

る

も
の

あ
る

と

共
に

亦

表
=一一一--の

途
を
一
迎

る

も
の

あ

る

等

要
一選
極

ま

り

な

い
の

が

普

通
で

あ

る

が

本

場

の

隆

昌

を

想

へ
ば

實
に

感
慨

無

量
で

あ

る
。

今

や

我

が

国

民
は
一一m1'迫
民

族

と

し
て
'

の
'

興

隆

と

一渡
'-一一一
の

-f3
め

期

期

的

聖

職

下

に

在

り
。

多

年

自
人

種

の

制

一一一 :下
に

あ

り

た
る
・一…一一一洋
民

:一一一一

異
、
--l-
に

邦

家

面

年

の

大
計

を

検

討
す

る

時

に

は

一関

民
の

誰

し
も

が

生

一一一一一
力

の

擴

充

と
-一一 :-一
源

の
確

保

こ

そ

最

も
緊

念

事

と

確

認

す

る

處

で

あ

る

斯

く

組

'
ず

る

時

に

一一一一一一一M一解
化

事
業

も
亦

時

勢

の
潮

流

と

共
に

將

來
に

一日

り

擴

大

さ

る

可

き
・

那

は
言

を
償

た
一一re

る

も
の

が
-lb
る

此

の

時
に

営
り

過

一・一一一、一，1:一
十

年

間

の

光

娜

あ

る

子
一一一一一一-一一化
場

の
照

更
を
回
一m
し

來
に

多
上一一r
な

る

可

き

解

化

事

業

の
重

要

性

を
再

認

識

し

．
価

-

發
展

に

努

力

す

る
一…計
一

こ

そ
一;f'-
々

の

使

命

で

あ

る
。
:一一一'に
千

族
附

化

場

創

立
五
十

用
'

年
記

念
號

の

-
行

は

-・-…常
時
一 :
同

下

に

在

る

今

日

記

念
事

業

の

趣

一一=
に

最

も
相
・一一一一一し
き

事

で

あ

る

と
E
，

i

ふ

の
で

あ

る
'

辭



北
海
道
廳
長
官

石

黑

英

彦

北
海
適
館
節
解
化
場
千
歳
事
業
場
の
創
立
五
十
同
年
を
迎
-
る
に
至
--
た
る
は
:

測
に

慶
賀
に
堪
へ
ざ
る

一一r一こ
ろ
な

り

。同
場
は
明
治
二
十

一
年
北
海
這
應
が
石
狩
川
態
漁
業
の
資
源
維
持
-
審
殖
事
業
に
開
す
る

研
究
指
一一一の機
開
一--
し

て
國
一一一一一一を
以
て
設
置
し
た
る
に
濫
解

し
爾
來
五
十
一一一一f一一一相 :
-
:
-一 :

の
間
名
稱
、

組
織
及
規
模
に

數
次

の
一
理
通
を
總
て
現
在
に

至
-l-
た
る

も
此
の
間
常
に
本
道
館
一一一一務
化
事
業
の
中
心
'?

．一し
て
克
く
本
事
業
の
日
的
進
成
に

地
め
然
も
其
の
存
在
を

し
て
世
界
的
な
ら
し
め
た
る

功
織
は
敬
服
に

價
す
る

も
、一・一一一r一一一M・」一（:
く
且
本
道
に
於
け
る

産
業
開
係
機
開
に
し
て
五

十
年
の
永
き
に

亘
h
，
速
綿
--
し
て
業
務
を
途
行
し
來
-

，る
一順
一一の
施
設
一一一J:--
し
て
自
負
す
る

一一一一こ
ろ
な
b
，

。

随
つ
て
本

事
業
に
從
事
せ
る
幾
多
の
職
員
各
位
の
勞
書
～:l:
業
一械
に
對
し
て
は
一…a :

心
敬
意
を
表
す
る
次
第
な
-l
）。

惟

，一に邦
家
未
會
有
の
難
局
に
處
す
る

本
場
の
職
務
は
鮭
一
師

資
源
の
確
保
增
進
を
圖
-l-
以
て
生
産
力
の
横
充
-l;
驗

出
振
興
の
因
策
に

順
應
す
る

の
重
要
使
命
を
果
す
に
在
る
を
以
て
本
場
事
業
今
後

一一
情

の
發
展
を
所
-
'て
已
ま
さ
る

も
の
な
り
'

- 4 -

五
十

周

年

を

迎

へ

て

千
競
解
化
場
創
立
五
十
用
年
を
迎
へ
て
光
輝
あ
る
一際
更
を
願
み

一=一ハの
成
裁
を
檢
討
す
る
時
北
海
通
水
産
界
の
み
な
ら
ず
廣
く
本
邦

水
産
界
に
於
け
る
施
設
中
:
取

も
大
き
な
功
一細
を
舉
げ
た
る
も
の
と
し
て
賞

一'一する
に

者
な
る
も
の
無
い
と
信
-l:
る
の
で
あ
る
o

今
'

，一一一開
適
七
十

年
を
記

念
す
る

-=-
が
礼
幌
に

於
て
舉
行
さ
れ
た
る
際
開
新
進
:
-

?一
の
跡
を
a偲
ぶ

「開
適
七
十
年

」
な
る
出
版
物
が
北

海
適
聽
よ
0
l
:

-

，
-一行
:

さ
れ
た

。::
，，
，の
中
漁
業
に
開
す
る
資
料
を
集
め
る
役
目
を
命
ぜ
ら
れ
て

，口い
書
類
を
調
ぺ
た
と
こ
ろ
千
'成

解
化
場

は
明
ム
ー-

二
十

一
年
に

一一8--設さ
れ
た
が
一
，J

れ
は
更
に
数
年
前

一一ち十
;・L年
に

故
．伊
藤

一
降
氏
が
命
を
一一・一け
北
米
合
衆
図
の
水
産
事
業
を

調
益
し
た
る
際
館
館
解
化

一a-一素
に

開
し
特
に

詳
細
一一一一'・一一．一し
た
る
と
こ
ろ
に
:一一一り同
氏
が
主
と
な
っ
て
一一一-:
-一…一'し
創
立
を
見
た
・

那
・

が
解

つ

た

。勿
論
本
道
に

於
け
一，（-
M一一一化
事
業
は
そ
の
熊
解
は
還
く
明
治
十

一
年
に
在
り
英
の
後
二
三
の
場
所
に

施
行
さ
れ
て
居
た
が
何
れ
も

試
驗
的
の
も
の
で
あ
り
且
組
め
て

小
規
模
で
あ
っ
た

。
然
る
に
千
競
筋
化
場
は

一:--Jl-、の
附
化
能
力
は
約

一
千
萬
粒
と
一一一一一・一営時
と
し
て

は
賀
に

大
規
模
の
も
の
で
勿
論
本
邦
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
'
姓一も
本
解
化
場
創
立
の
越
0
u
は
-l9
り
石
特
の
館
館
漁
業
の
資
源
維
持

を
圖
る
の
み
な
ら
-・:成
〈
道
・一一 :一一一一一化
場
の
指
導
中
心
た
ら
し
む
る
事
や

蛎
化
事
業
の
効
果
一
增
進
に
必
要
な
る
基
礎
的
事
項
の
調

一一n
試

驗
或
は
一観
一
卵
の
配
給
等
と
組
識
的
系
続
的
の
解
化
非
業
を
施
行
す
る
意
圖
の
下
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て

現
在
は
北
海
適
姚
館
聯

化
場
の
大
傘
下
に

五
十
有
餘
の
一一Mr
化
場
が
統

一
さ
れ
て
あ
る
の
に
mu
-

:一合
せ
て
談
に

意
味
深
長
な
る
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
と
共
に
常

時
の
開
係
営
局
に

對
し
て

は
唯
英
の
車
見
に
敬
服
す

る
と
一一一一ふ
以
外
の
-
-一一一一一は思
〇
出
せ
な
い
の
で
あ
る
o

勿
論
其
の
後
五
十
年
間
に

於
け
る
解
一

化
に
開
す

る
技
術
設
備
の
改
審
械
売
に

一一一一一一Mさ
れ
た
各
位
の
功

:

績
は
媒

:一一一
と
節
い
て
居
る
こ

5 -



と
は
云
-
迄
も
な
い

。

今
千
一?-一川
の
畔
に

立
て
眺
む
れ
ば
美
国

，機
E
が
搬
大
さ
れ
科
a一・
文
化
を
静
る
各
一
極
の
施
設
が
機
一一一と
增
加
し
て
居
る
に
も
拘
ら
ず

一一-一一解
・

資
源
の
增
殖
に
・一一M一囲し
て
総
ま
・一一，然
も
-=:一一一の
効
一一一をよ
く
維
持
し
て
居
る
こ
と
は
水
産
業
界
は
勿
論
の
一c
と
國
家
と
し
て
も
最

高
の
敬
意
を
本
解
化
場
に
表
し
て
一一一一一つ
-:
営
然
の
～:
と
で
あ
ろ
う
と
信
・f
る
の
で
あ
る
o

'

創
立
五
十
周
年
を
迎
へ
英
の
功
織
を
祝
す
る
と
共
に

今
後
益
々

發
一一一一す
る

一c
と
を
所
り
併
せ
て

一・一一一一殖
と
製
造
と
漁
初
と
三
態
一
理

と
な
っ
て
居
る
最
も
理
想
的
な
る
漁
業
政
策
を
資
現
し
水
底
總
營
の
模
範
を

一小・
し
て
居
る
こ
と
に

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ

る

。

本
場
所
屬
千
歳
事
業
場
創
立
五
十
周
年
を
迎
へ
て

．

北
海
:

1

n
-f
l i--
算
解
化

場
長

濟

藤

光

雄

-- 6 -

本
場
所
屬
千
歳
事
業
場
は
今
を
去
る
～:
と
五
十
年
前

、
即
ち
明
治
廿
一・一一:一・1
一
=一千
J

一M一川
一一一一中
央
附
化
場
と
し
て
一認一一～，
生
し
た
の
で

あ
る
o

・

其
の
設
計
考
一楽
は
営
時
米
囲
か
ら
一
附

朝
し
た
北
海
適
躍
技
師
伊
藤

一
隆
氏
が
之
に

當
り

、
北
米
合
州
國
水
産
省
所
管
の
メ

イ
ン

州

バ
ツ
ク
ス

ポ
ツ
ト

解
化
場
に
範
を
探
つ
た
も
の
と
云
は
れ
る
o

エ
:as一總
額
一
千

三
一自
三
十
八
国
九
十

二
鐘
四
座
、
因
投
を
以
て
支
辨
し

、設
備
と
し
て
は
四
坪
の
事
務
室

、
四
十
八
坪
の
解
化
空

英
の
他
で
ァ
ル
ト

キ

ン

ス

式
解
化
器
に

依
り

:

一m
-
-

m一卵
約
五
百
商
粒
を
解
化
す
る
こ
と
が
出
來

、営
時
と
し
て
は
最
も
進
歩
し
た
=
っ

大
-=
-f
な
算
化
-
で
◆

0
っ
た
と
一一一・一一‘と
が
出
第
る

，

切
一一一北
海
道
題
が
本
解
化
場
を
設
立
す
る
に
就
て
は
二
つ
の
大
き
な
目
的
が
あ
つ
た
構
で
あ
る

。英
の

一は
之
に
依
つ
て
千
我
川

に
席
卵
床
を
索
め
る
一
離
の
增
-・nを
国
る
こ
と
で
あ
0

、他
の

一
は
之
を
範
と
し
適
内
各
地
に

:

解

一一題
一r化
場
の
設
立
を
使
そ
う
と
し
た

事
で
あ
る

。

千
一一一a'
川
は
石
一n
-

T
又

川
・一一，-一一i一一の
最
も
多

一…一'に
一拆
上
す
る
川
で
あ
つ
て

、
往
時
か
ら
帶

流
監
税
人
を
置
い
て

一-i
の

一 l

i一一卵
を
保
誕
す
る
等

の
事
が
行
は
れ
た
所
で
あ
る
か
ら
此
應
に

解
化
場
を
設
け
て
被
械
的
に
一一一一一の
都

殖
を
岡
ら
う
と
し
た
一一一一一--は
自
然
な
一1
J

・・一．一で
あ
り

、u

又
常
時
道
内
の
一例

一一館一解一一一化
場
は
一観
め
て
:

期
'

一一M・
な
も
の
で

、
及
部
川
及
茂
一:a一地
川
等
二

、三
の
川
に

小
規
模
な
も
の
が
設
け
ら
れ
て
あ

つ
た
に
過
ぎ
一a
般
態
で
あ
っ
た
か
ら

、
新
た
に
千
一一一以
川
に

設
立
す
る
聯
化
場
を
模
範
と
し
て

望
M
解
化
場
の
改
善
を
一同
る
と
共
に

、

他
の
地
方
に

も
之
が
設
一
置
を
促
そ
う
と
し
た
一1
J

と
は
充
分

楽
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

、
千
一一一一一一川
一一一一一一中
央
解
化
場
と
'一一ふ名
一描
に

依

っ
て
も
之
を
首
一一一一一 :し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る

。

・

今
日
迄
の
經
過
に
依
る
に

此
の
目
的
は
一率
に
し
て
大
体
成
就
せ
ら
れ
て
來
た
様
に
一M1
i

ふ

。
即
ち
千
，破
川
に
;
～

一上
・一一一 :

一那
す
る
一

一一一一の
增

殖
に

就
て
は

、設
立
當
初
た
る
明
治

廿
一
年
の
筋
化
放
流
數
百

七
十

七
萬
尾
を
最
低
と
し

、
漸
次
增
加
し
昭
和

九
年
に

f
つ
て
八
千

三
'i-
二
十

一a一是と
云
'

ふ
:一Ml
-一一一一記
難
を
示
し

、過
去
五
十
年
間
の
總
計
・一-一値
八
千
五
百
高
尾
の一
解
化
放
流
を
な
し
た
の
で
あ
っ
て

、之

一一一一一一一一一の一番
殖
に
對
し
て
非
常
な
功
續
で
あ
っ
た

。之
と
同
時
に
一一一一一一一一M一M
-一化
法
の
改
良
に

就
て
の
功
裁
も
亦
一没
す
る
こ
と
が
出
來
a
。

即
ち
現
在
本
道
に

行
は
れ
て
居
る
解
化
の
方
法
は

一一一・一一M一化
場
に

於
て
苦
心
研
究
の
結
果
完
成
し
た
も
0
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

。

次
に

適
内
に

難
館
附
化
場
の
設
置
を
促
し
た
點
に

就
て

は

、
本
解
化
場
の
設
立
を

一
轉
機
と
し
て
各
地
に

民
營
の
解
化
場
が
設
立

せ
ら
る

．
・・
に
一至
つ
た
ば
か
り
で
無
く

、
:

=
ハJ-
の
後
に

於
て
設
立
せ
ら
れ
た
解
化
場
も
總
て

一一一・一前化場
に
範
を
探
り
設
備
を
整
へ

、・一…一一一一n--一

を
経
管
す
る
と
一一一-様
な
…状

態
で
あ
っ
て

、
本
解
化
場
は
永
く
本
適
能
館
孵
化
場
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

。

今
や
適
内
に

於
け
る

:

一M
i
'一
蝉
一一M一化
場
の
数
は

、
民
營
服
一一化
場
の
國
一一一一移
管
に

依
り
本
場
に
所
屬
す
る
も
の
五
十

三

、
民
管
と
し
て
殘

る
も
の
-一、s
ロ
和
十

二
年
度
事
業
に

依
る
解
化
放
流
数
は

一姓
約
三
億
二
千
高
尾

、一m一約
七
千
高
尾
、
紅
一館

一三
千
萬
尾

、
姫
館

一一自
f

- - 7 - -



:

尾
で
あ
っ
て

、
之
を
千
一一一一一川
能
中
央
脇
一
化
場
の
設
立
せ
ら
れ
た
明
治
廿

一
年
の
本
道
内
晰
化
場
の
總
解
一一一化
放
流
数
能
約
五
百
萬
尾
に

較
べ
る
と
英
の
發
展
の
期
著
な
る
に
驚
嘆
す
る
次
第
で
あ
る

。

'

然
し
な
が
ら
本
適
の
能
館
解
化
事
一
業
は
決
し
て
現
一一n
m一を
以
て
滿
足
す
る

一c
と
は
出
來
一9
。
即
ち
内
陸
に

於
け
る
各
觀
f
用-

業
の
發
注

は
能
館
の

一一〈
然

一一一r殖
に

對
す
る
障
審
を
年
々
累
加
し
つ
-』
あ
る
般
態
で
あ
る

。一
方
能
館
漁
業
は
近
年
益
-

發
展
し

、
從
つ
て
之
が

一資
源
の
一
細
持
充
實
は

一
后
緊
切
を
加
ふ
る
に
一一一一一一っ
た
の
で
あ
る

。殊
に
一
離
館
は
共
の
製
品
が
海
外
輪
出
品
と
し
て
國
際
收
支
上
重
大

な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
一一一，一一一～:
と
を
考
へ
る
と

、
之
等
は
國
策
的
見
地
か
ら
も
大
い
に
增
殖
せ
一 :
-la
ば
な
ら
一n
魚
族
で
あ

る
か
ら
一1 :一一一一一一一は
總
ゆ
る
手
段
方
法
を
講
じ
て
解
化
放
流
に
力
を
致
し

、
以
て

一
段
と
之
が
一用一一
成
・

を
圖
-

）、本
道
能
一
随

一漁
業
の
發
展
を

期
せ
ala
ば
な
ら
一9
と
思
ふ

。

千
歳
解
化
場
創
立
五
十
周
年
を
祝
・
し

て
北
海
一通
水
jf
試
験

一一一一'l-
合

上

政

幹

- 8

子
一一一一一一服一化
場
は
其
の
創
立
實
に

明
治

二
十

一
年
十

一
月
に

あ
り

。
同
場
は

:

-

一a一施
を
営
時
北
海
道
座
技
師
伊
藤

一
隆
氏
の
調
査
せ
る

米
国
メ

イ
ン

洲
パ

ツ
ク
ス

ポ
ル

ト

人
一工
解
u一化
場
に
採
り

、千
一一一一一一一一驚
一人
工
解
化
場
と
納
し

一一要
を
以
て
創
設
せ
ら

れ
た
る

も
の

な

り

。明
治

三
+
五
年
地
方
費
に

移
さ

れ
北
海
適
水
産
試
驗
場
千
城
分
場
と
し
て
そ
の
・一一計一一一n l一を
構
裁
し
同
四
十

三
年
三
月
北
海
適
那
取
一一 :一一一=

一
種

楽
の
確
立
と
:

u :一
に
北
海
適
水
産
試
驗
場
所

用
國
費
總

一一一一と
な
り
同
時
に

分
場
の
名
一一的
を
支
場
に

準
め
ら
る

。
大
正
十

一
年
一一一一一一業
の

一
部
は
地
方
費
を
以
て
經
替
す
る
事
と
な
り
た
る
も
昭
和

二
年
四
月
更
に
全
部
-
口
量
と
な
し
同
七
月
よ
-・北
海
這
-
千
歳
◆-
解
解

化
場
と
改
稱
せ
ら
れ
北
海
道
水
産
試
験
場
よ
り
分
離

-9
立
せ
る
も
昭
和
十

一年
十

二
月
北
海
適
離
轉
孵
化
場
を
札

」a市
外
に
移
轉
せ

ら
る
．・一一や
千
浅
部
業
場
と
改
納
せ
ら
れ
今
日
に
一一一 :

-
--

る

。

而
し
て
右
に

述
ぶ
る
如
く

型
一 :一以
來
英
の
経
一一一一1上
に

幾
多
の
営
一一
、選
を
重
a
た
る
も
此
の
間
能
'一館

一人
工
解
化
事
業
に
開
す
る
数
多
の

試
驗
調
査
は
勿
論
之
れ
が
總

:

f i
M

改
普
上
幾
多
の
貢
献
を
な
し
以
て
本
適

:

l一一一館解
一一一化
一一一・一一・一一上
の

:

r一一一，礎
的
指
・一一'一引
を
樹
立
す
る
に
一-f
り
た
る

一傅
業
は
普
く
識
者
の
知
れ
る
處
に

し
て
本
邦
多
數
の
解
化
場
は
一一f
．，

-

-一も

一一一一'施
を
同
場
に
操
り
一又
本
邦
能
館
解
化
事
業
今
日
の
降
必
a

を

致
せ
る
は
同
場
の

:

-一一一大
な
る
功
續
に

一一一 :一一發
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
き
を
信
」一
，o

然
し
て
本

適
水
産
上
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る

al-
館
漁
業
は

共
の
總

一一一一一法
の
一一一一 :-
-
-一一一一?-一一一一と共
に

一
面
内
陸
の
開
ni
に

作

一 :

-
-
1

．

過
去
に

於
て
漸
減
の
傾
向
を
示
し
た
る
も
官
-l
:

-一協
力
能
館
解
化
一一一一・…一一一一一に
精
進
し
た
る
結
果
一M
:

び
之
れ
が

一一面
を
な
す
に
一一一一一り
た
る
は

一
に
解

化
事
一一一一一の
効
果
に

依
る
も
の
に

し
て

一一一一一に
'

斯
界
の
一一一一一'め
欣
快
に

堪
へ
-
数
に
一-

:一が
北
海
通
能
館
解
化
事
一一一一一一の
描
藍
の
地
今
や

齢
五
十

周
年
に
営
り
一一一意を
表
す
る
と
共
に
今
後
益
々

一一一一一一一一一一・の
發
展
を
期
し
邦
家
の
爲
め
に
寄
興
せ
ら
れ
ん
一1
J

と
を
望
む
o

一画
同
場
五
+
周
年
を
迎
ふ
る
に

営
り
請
し一一一一m-
・

各
位
が
一構
一一販
の
地
に

幾
多
の
無
難
と
闢
一一一一）
然
も
克
く
薄
給
に
一--
じ
:一一一一々
汲
・一一と
し
て

l

意
斯
業
に

精
進
せ
ら
れ
た
る
偉
業
に

對
し
装
深
な
る
敬
意
を
表
し

理
筆
す

。

- g -



千
蕨
維
膊
解
化
場
創
立
五
十
周
年
を
祝
，し
て

北
一一一一一通水
度

・・一r
長

出

町

初

太

一一一一一

千
一一成
能
一一m
t

一一M一化
場
は
本
年
を
以
て
創
立
五
十

周
年
に
一連
し
た
そ
う
で
あ
る
が

、一楽
」一一一，
る
に

本
適
開
一一 :

m
の
先
解
を
爲
す
も
の
は
實
に

一m一一一果
で
あ
り

、
随
つ
て
英
の
産
額
の
如
き
も
水
産
物
は
英
の
首
位
を
占
め
、
一一一一一産物
は
明
治
三
十

二
年
'明
に
一-f
り
て
漸
く
一一-行
す
る

や
う
に

な
つ
た
と
は
統
計
の
示
す

産
で
あ
る

。而
し
て
明
治
十
・一:～一年
北

控
通

廳
は
初
代
水
産
課
長
伊
:

，M-
一
隆
一一一 :-'
を
米
関
に

一派
造
し
て

漁
業
に

關
す
る

一
切
の
調
在

を
爲
さ
し
め

、之
に

依
て
本
通
漁
業
の
方
策
を
定
め
た
と
聞
い
て
居
る
が

、
當
時
明
に

重
要
水
'

'用'
物
に

對
し
て
は
保
護
政
M
東

を
取
ら
れ
た
こ
と
は
瞭
か
で
あ
つ
て

、
能
館
漁
業
の
如
き
も
濫

一設一一M
漁
に

よ
り
て
其
の
前
途
楽
観
を
許
さ
'

ず
と
・

い
・一一一見
地
か
ら

、
之
が
人
工
附
化
に

よ
り
て
資
源
排
持
の
計
盡
」一一一・・
樹
て

、
明
治

二
十

一
年
千
一一一一一村
に

一
大
解
化
場
を
建
設
し

、一的
來

一一一一:-・
を
追
ふ
て

隆
成

一一と
な
り

、
然
も
連
納
賀
に

浦
一．n
十
一間
．-一
-・
'
遂
に

-l-
界
的
附
化
場
と
し
て
内
外
に
重
き
を
-fS
す
に
一・一一一一'つ
た
事
は
獨
り

本
通
の
み
な
ら
・f
日
本
の
誇
り
と
い
ふ
べ
き
で
あ
つ
て

、
常
時
営
路
の
人
々

の
車
見
に
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す

。一一n一

に
本
適
に

於
て
官
廳
が
總
替
せ
一一，1
:・

産
一
業
施
設
と
し
て

五
十
一間
年
を
迎
ふ
る
も
の
は
千
，成

-lf
化
場
を
ぉ
い
て

外
に

な
い
一
事
に

見
て

も

:

河
に

慶
祝
に
一一一用一え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す

。．而
し
て
此
の
間
照
代
場
a
各
位
が
山
中
に

あ
ら
ゆ
る
不
使
を
忍
び
献
身
的
努
力
に
依
り

て
着
-

そ
の
成
果
を
舉
げ
ら
れ
た
事
に
對
し
て
は
滿
腔
の
数
意
を
表
す
る
處
で
あ
り
ま
す

。

顧
る
に

能
館
漁
業
の
賀
体
は
松
め
て
複
雜
で
あ
っ
て
局
部

的
に
は
勿
論
解
化
事
業
の
効
果
を
-9
識
す
る
も
'
本
道
の
全
般
か
ら
見

て
必
ず
し
も
湖
是

と
い

ふ
事
は
出
來
な
い

態
が
あ
る

。

」
-
ち
近
年

:

離
'一館

一の
測
游
に
音
日
の
盛
祝
な
き
は
、
之
れ

一
面
潮
流
の
一要
化
に

因
る
自
然
的
原
因

、
漁
異
、一一一法の
一一一一一一一:一一一一に
よ
る
必
然
的
減
耗

、
北
千
島
に
於
け
る
，一m一一一一一の
爲
の
南
下
の
速
斷
等
で
あ
る
ま
い
か

。而

し
て

， '一一一も
一一-
、一一なる
:よ
確
．前一時
代
に

於
け
る
一一-一一一一…一一建
．調
'

，
i-
細
に

よ
る

一
細
打
-一一一的
混
獲
'
更
に

内
一一一一一開
發
工
場
設

一一一等
に

伴
一一一一一解一

! 〇 一

物
一
展
液
の
放
出
に
依
る
物
理
的
化
a・
的
害
に

依
-D
て
始
f
の
一

理
一一 :

:a
注
一〇
*
8
e
、之
一・一一--na
と
し
て

因
と
な
:
，
l・果
と

一一-つ
た
;n

果
で
あ
っ
て

、此
の
間
に

處
し
孵
化
事
業
者
の
苦
心
は
想
像
に

餘
-l-
あ
る
も
の
が
あ
り

，
今
日
難
-a
は
大
に
減
耗
し
た
と
は
一一一〈
、

現
在
の
産
額
を
維
持
す

る
事
の
出
來
得
る
の
は
畢
竟
孵
化
場
の
賜
で
あ
る
と
思
-

。

今
や
千
我
解
化
場
は
斯
界
の
一土
座
に
在
り
て
創
立
浦
-
十
年
の
光

一輝
あ
る
照
史一を
飾
ら
れ
た
が

、之
を
契
機
と
し
特
に

事
變
下
長

期
資
源
:一一一M:
持
の
上
か
ら
も
益
・一一 :…:一ハの
機
能
を
發
難
し
以
て
名
一一一一一一一 :一ハ
に
世
界
第

一
位
の
孵
化
場
た
ら
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て

獸

ま
a
次
第
で
あ
り
ま
す

。

祝

辭

垣

千
-一一一一a一化
場
創
立
五

+
年
を
迎
ふ
る
に

営
り
:一一一一'に
祝
一一一一，を述
ぶ
る
機
會
を
得
ま
し
た
事
は
吾
人
の
最
も
光
榮
と
す
る
産
で
御
座
い

ま
す

。
顧
み

ま
す
る
に

来
だ
載
械
的
一増
:

-

m一
施
設
の
賀
施
さ
-「 Lま
せ
一9
時
に

f
成
の
地
を
ト
し
て
始
め
て
解
化
場
が
設
一置
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
し
て

、
之
れ
が
本
道
に

於
け
る
能
館
解
化
一一基a業
の
権
解
で
あ
り
ま
す

。 :
英
後
幾
好
'

轉
い
た
し
ま
し
て
現
在
本
適
に

於
て
は
五

+
餘
ヶ

所
の
解
化
場
の
設
置
を
見
る
に

至
り
ま
し
て

逐
年
發
．-一一の
趣
向
に

あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が

、
斯
業
の
指
連
:

的
存
在
と
し
て
千

競
解
化
場
は
興
つ
て

共
力
あ
り
、
．一性
時
よ
り
の
在
職
者
各
位
に

對
し
深
く

敬
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す

。
今
や
一一一一'-一一:一一a
-一源
の
開

發
主
要
布
、族
と
し
て
の

:一一一'-一Mj--
-
-一一の
一一一一一一一一
、
之
れ
に

件
ふ
增
效
施
設
の

一一M i一要
な
る
は
一一 ::-
人
の
唯
米

-

を
要
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

。

此
機
會
に

於
て
千
一一成
'

一一m一化
場
の
よ
り
大
な
る
發

一一一一を
組
望
い
た
し
併
せ
て

斯
一一一一・開
係
者
は

一
致
協
力
い
た
し
ま
し
て
斯
業
の

一一一一一一一一一一に

向
つ
て
通
進
す

る
の
極
め
て
必
要
な
る
を
流
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

。
聊
か
所
感
の

一
端
を
述
べ
て
'一一一-一とい
た
し
ま
す

。



千
歳
継
鱒
解
化
場
創
立
五
十
周
年
に
際
，し
て理

a一一-
士

藤

田

經

信

千
歳
姚
館
解
化
場
創
立
五
十

周
年
を
迎
ふ
る
に
際
し

、
同
場
に
最
も
深
い
，一m
故
者
の

一
人
と
し
て
:m一に
一
言
を
速
べ
る
こ
と
を
欣

幸
と
す
る

。

私
が
千
茂
村
に

初
め
て
足
跡
を
印
し
た
の
は
札
幌
理
學
校
在
學
中
の
明
治
十

九
年
で

、一一M
物
-

:

-

-

集
の
た
め
今
な
ほ
存
在
す
る
新
保

旗
合
に

一
泊
し

、
そ
の
附
近
の
原
始
林
を
酸
渉
し
た
も
の
だ

。越
へ
て

同
二
十

一・一一一 :a
，-一一［一一一一で
千

一一成川
の
上
流
に

地
を
相
し
伊
藤

一
降

一E

董
士
設
計
で
館
館
解
化
場
が
竣
工
し
た
と
聞
い
た
の
は
ま
だ
在
-
-一・
中
で
あ
つ
た

。
し
か
し
同
場
を
初
め

一'・、一一M索し
た
の
は
明
治
三

+
七
年
の
一一一一一晩一
で
あ
っ
て

一:-
一一一?
を
腦
ん
で
支
・

，り測
解
の
解
化
場
に

新
年
を
迎
へ
た

。同
四
十

年
よ
り
は
昭
和
九
年
迄
一一一一一一一Mn
'・一?'一期
或
は

秋
期
に

は
附
化
法
見
m一のた
め
解
化
場
を

參
観
し
た
も
の
だ

。
從
つ
て
私
の
や
う
に

長
期
に
'=一っ
て
同
場
内
に

是
跡
を
渡
し
た
も
の

は
な
か
ら
う
と
恩
ふ

。
こ
れ
は
こ
と
さ
ら
私
に
一一Mr
化
非
業
の
一除

:

一一一一:に
戰

一出7i-
を
流
感
さ
せ

、
常
に

そ
の
-e
興
を
熱
望

一u-
せ
る

。

一一一班
館
の
人
工
解
化
は
理
論
上
一-f
'

難
で
は
な
く

、一取
て
外
関
の
指
一出一を
一一 :ぐべ
き
も
の
で
は
な
い

。
そ
れ
は
す
で
に
我
国
で
天
保
十

二
年

一，西
暦

一
八
四
二
年

）に
刊
行
し
た
北

一一一一一一一一一一一語
中
に
も
明
記
さ
れ
て
一e
る

。
た
y
一
こ
れ
を
・

那
一一一一一化
す
る
こ
と
は
四
国
の
-
-
-

一一一も

あ
つ
て
田
題
で
あ
る

。
墺
国
ヤ

コ
ビ
ー
が
こ
の
人
工
解
化
法
を
資
験
し

、
そ
の
結
果
を
發
表
し
て
以
來
一一m一一図ガ
フ

一一
グ
に

孵
化
場
を

設
立
し
事
一一Y-一一と
し
て
や
L

端
新
を
得

た
ま
で
始
ど
百
年
を
認
過
し
た

。
そ
の
開
一一一一一一々
央
一一一一を
繰
返
へ
し
約
二
十

年
間
は
人
I
解
化
史

の
暗
黑
時
代
と
も
ぃ
は
れ
た

。一一一一関に
:

-

M
-

一一認
一一一化
法
が
海
外
よ
．

り
傳
來
し
た
の
は
明
論
九
年
以
來
で
あ
る

。
同
年
米
関
費
府
に
萬
國

W
t
i
j

， :
-
-

．
-

一一一一…m-
れ

、
営
時
r一
れ
が
た
め
に
''

次

造
さ

れ
た
開
:一一M:-一一 :--:-一が
一M
'化
法
を
一s
一一一-
し
-用

械
し
た
o

l 2

同
．
．
-
:一-
一一一一一一一一一一一縣・
は
一一一一--にこ
れ
を
試
驗
し

、他
の
量
縣
も
望
年
以
來
一
，J
れ
に

做
つ
た
が
好
果
-
般
め
る
に
一一一一一-ら
な
か
っ
た

。
-lg
・り
く
一1
J

れ
は
解
化
に

開
す

る
技
術
の
末
節
の
み
に

拘
泥
し
た
に

よ
つ
た
と
恩
は
れ
る

。人
工
孵
化
法
を
完
成
す
る
に
は
魚
に
つ
い
て
の
-a
て

の
認
識
放
流
す

ぺ
き
河
川
の
科
學
的
検
討
等
を

一世
だ
必
要
と
す
る

。も
し
～:
の
豫
備
知
識
が
缺
乏
す

れ
ば
成
功
は
望
み

が
た
い
の
で

一一の2
）る
。
石
狩
川
の
確
節
は
明
治
二
十

五
年
を
割
し
て

選
に

そ
の
生

一圧を
減
少
し
た
が

、
そ
の
以
前
は
年
々
一一一一一一流
が
つ
r
い
て
千
歳
川
で
も

字

節
に
は
測
上
す
る
一
難
が
相
一一一一一す
る
の
一一一一一一観
を
一 :一一一一し
た
。
そ
れ
で
凡
限
に

は
そ
の

一番
一用
を
期
す
る
手
段
を
一一一一一す
る
必
要
は
な
い
と
m-
1

一

は
れ
た

。
し
か
る
に

購
化
場
新
設
を
企
同
し

、
こ
と
に

こ
れ
に

對
し
て
折
柄
北
米
よ
り
師
期
．し
た
伊

一一一一一一 :一 :

-
，

に

常
時
水
定
関
と
し
て
新

進
の
同
一
関
で
組

一，T-
し
た
新
知
識
を
傾
倒
さ

一一一一た
の
は
'

時、

産

人
の
和
を
得
た
賢
明
な
處
Mu◆
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い

。
～:
の
和
合

が
今
日
の
人
工
一一一一一一一化
事
業
の

一一単同
の
一一:一一一 :礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る

。一一一一一と一練
と
は
北
海
通
の
河
海
を
代
表
す
る
重
要
前

、族
で
あ
る

。
し

か
る
に
館
は
年
々

そ
の
・ :

-

-
l一一額
の
增
加
す
る
flf
向
が
あ
る
の
に

、 :

的

一1は
年
々
北
漸
し
'
か
つ
減
・一一一…， ::す
る

。
～:
れ
は
間
よ
り
他
に

原
国
も

l 3

あ
る
が
能
で
は
そ
の
人

エ
解
化
が
少
く
と
も
減
應--
を
澱
防
す
る
に

有
力
な

一
原
因
で
あ
る

。

千
競
孵
化
場
は
伊
藤
氏
以
來
照
代
の
場
長
が
そ
の
使
命
を
自
覺
し
技
術
' :

員
と
協
力
し
て

そ
の
進
成
に

．過
，-一一一し
た
結
果

、一一一 :・業
は
い

よ

く
確
・解
:一と
な
っ
た

。
そ
の
後
～:
の
好
績
に

刺
載
さ
れ
て
道
内
の
一n
業
組
合
で
も
解
化
場
を
公

一一aし
た
が

、
そ
れ
が
最
近
統
細
さ

れ
て
解
化
事
業
・一o
-

-

一一一一々
一一一一一一資
と
な
っ
た

。
内
地
に
現
存
す
る
孵
化
場
も
多
く
は
千
競
同
場
を
一械
一施
と
仰
ぎ

、-c
れ
に

準
據
し
た
の
で

あ
る
o

解
化
一a--:
業
が
開
始
以
來
十

年
も
出
な
い
の
に
す
で
に
そ
の
成
功
の
見
透
を
得
た
の
で
'
～:
れ
を
個
人
で
總
一M
i一し
て
も
有
利
で

あ
る
と
い
ふ

一出迷
が
各
地
に

-llE
さ
れ

、
外
國
か
ら
一一
ジ

マ
ス
或
は
カ
ワ
マ
ス

の
卵
を
輸
入
し
一者一薬
し
て

'

い
た
つ
た
。
こ
れ
ら
の
一業
績
に

示

一一一さ
れ
て
明
治
四
十

一
年
よ
り
は
解
化
事
一業
も

一段
の
飛
離
を
加
へ

、 一
，J
れ
ま
た
成
果
を
見
る
に

茨
城
縣
で
は
ヮ
カ
サ

ギ
に

こ
れ
を
試
み
て

一本前
の
美
績
を
舉
げ

、数
年
後
に

は
北
海
適
同
塞
湖
よ
り
支
功
湖
へ
ヒ
メ

マ
ス
を
移
效
し
た
故
智
に

倣
つ
て
ヮ
力
サ

ギ
を
長
野
縣
に

移
殖
し
一S一益
一一
を
博
し
た

。ァ
一一が
一m-
i一一a・
縣
そ
の
他
の
府
縣
で
人
工
解
化
を
實
施
さ

れ
た
の
は
そ
れ
よ
り
数
年
後
で
あ



る

。
今
日

一 ::-

-一一期
の
・一一:-（-
5

に

最
も
味
覺
を
咬
る
ァ
一一は
河
川
で
一m-
一一m一さ
れ
る
も
の
で
も
解
化
放
流
さ
れ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る

。
そ
の

購
化
場
は
…一一く北
海
通
よ
り

九
州
に

及
び

、
放
流
さ
れ
る

一一一一一使
の
數
量
も
整
だ
英
大
で
あ
る

。か
く
て
我
国
で
毎
年
放
流
さ
れ
る
淡

?
・一一一は十
六

、七
値
尾
に
建
し

、曾
て
は
斯
業
の
指
一n i
:

者
で
あ
っ
た
米
國
を
凌
認
す
る
勢
を
示
し
て
e
る

。

か
く
考
察
す
る
と
'
本
年
は
千
競
能
總
解
化
場
創
立
五
十
周
年
と
い

ふ
が

'
そ
の
賀
成
一

は
我
國
に
於
け
る
人
工
解
化
事
業
五
十
開

年
で

、
我
水
・一一一一一・一…一一一に
特
筆
す

ぺ
き
記
念
日
で
あ
る

。歐
米
諸
國
は
幾
多
の
普
期
を
經
て
漸
く

率
水

五

、
六
年

（西
一一一一一一
八
五
二
、
三

年

）
ご
ろ
解
化
一M
W
-

一一一一一一を
創
始
し
た
が

、我
関
で
は
一
，J
れ
を
傳
習
以
來
備

一に
十
数
年
で

、
發
固
な
某

礎
を
築
い
て
斯
業
を
構
導
し
た
こ

と
は

、:
河
に

出
盤
の
a
-
:

‘あ
り
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る

。一1
J

れ
に
つ
き
私
は
五
十
周
年
間
に

發
揚
し
た
職
員
各
位
の
不
擁
不
屈
の
精
柳
に

對
し

一J一世深
の
做
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る

。

い
ま
ゃ
日

一一一～一…n
-

-
l一一一も

い
よ

く
長
期
に

E
る
に
一一一・一一り
、
我
國
民
も
こ
れ
に

つ
い
て
さ
ら
に

そ
の
a
i一
解-
を

一
一一一一一一一一一一肅
す

ぺ
き
機
合
に

接
し
た
o

水

一一一-
一一一一一一は
因
民
の
生
命
を
握
る
食
料
の

一
半
を
供
給
す
る
使
命
を
有
す
る
ゆ
え

、
荷
く
も
こ
れ
に
關
係
す
る
人
士
は
常
に

斯
業
の
興
降
を
念
一期
し

、こ
れ
が
資
源
の
一一用 ::-・一一一一に
一遇
進
せ
一n一ば
な
ら
な
い

。
-c
の
一一一一 :-・0-
'

法
に

は
種
-

あ
る
が

'
そ
の
多
く
は
消
組
的

で
あ
り

、
，

・・一
れ
を
・
賀
施
し
て
も
そ
の
効
果
は
薄
弱
で
あ
る
o

そ
の
唯

一
の
秋
組
的
と
し
て
は
'
た
一一・'
人
工
解
化

が

あ
る

の
み
で
あ

る

。
こ
れ
を
一一一一一一ルす
れ
ば
重
要
な
水
族
の
減
耗
を
防
止
し
得
る
可
能
性
が
十
分
で
あ
っ
て

、
職
前
同
様
国
民
に
永
く

一c
れ
を
供
給
す

る
こ
と
が
出
來
る

。勿
論
我
國
は
大
戰
當
時
の
歐
米
と
は
全
く
國
勢
を
異
に
す
る
ゆ
え

'
水
産
業
は
他
の
産
業
同
様
以
上
に

食
料
に

開
す
る
限
り

、従
の
や
う
に
因
章
因
成一し
て
非

一9
を
舉
げ
る
第
飲
に

は
な
ら
な
い
o

し
か
し
長
期
戦
に

處
す
る
建
前
よ
り

一
日
の
・一m

安
も
許
す
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
解
化
事
業
も
こ
れ
に

對
應
す
る
必
要
が
あ
る

。
そ
れ
に

は
解
化
間
題
の
眞
相
を
科
學
的
に

さ
ら
に

一
后
深
く
検
一一一一．する
を
先
決
と
す
る

。も
し
一c
れ
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば

、一c
の
重
大
問
題
も
行
e一一一りと
な
り

、十
年

一
日
の
如
く

た

一一'
技
術
の

，一一一一一一一に :-
S
-

-一一優
す
る
や
う
に

な
る
度
れ
が
あ
る

。

- l 4 -

一一一一，一一一-）では
、こ
の
非
常
時
に
反
し
て
低
相
趣
味
に
題
す
る
-
の
で
あ
る
o

「--
は
一r一れ
か
ら
だ

」と
い
は
一一一一 :一る
が
解
化
事
業
も
一同

様
の
意
・
0一一一一一一一一=a
-
-
一S
'

し
て

一
意

．過一
進
す

ぺ
き
で
あ
る

。私
は
～:
の
際
解
化
事
業
の
一
，J
の
記
念
す
べ

，u年
を
永
久
に
表
影
す
る
た
〇

'
そ

の
伸
暢
に

最
も
緊
、
要
な
一一，一一ル
機
開
の
設
立
を
物
望
す
る
次
第
で
あ
る

。

一一一-
歳
解
化
場
五
十
周
年
を
迎
へ
て

德

久

三

種

l5

明
治
二
十

一
年
f

一域村
に

離
'

の
人
工
M一一一化
場
が
設
け
ら
れ
て
よ
り
一既
に

五
十

年

、～::
の
久
し
き
に
--

つ
て
同
場
か
ら
は
年
々
無
数

の
優
秀
な
る
一一一一一一一u一が
解
化
放
流
さ
れ
一
単
に
石
特

:

確
の
保
存
に

止
ま
ら
」f
'
我
邦
難
館
漁
業
の
維
持
發
達
に
・-M
益
す
る
所
一一一一一か
ら
ざ
る

も
の
が
あ
っ
た

。
更
に

同
場
に

於
て
は
遡
河
性
館

，
陸
對
性
館
一の
增

一m一
に

も
努
め
て
一eb
る
が
--:
れ
等
能
錦
の
增:
-

m一
に

關
し
た
幾
多
の

有
益
な
る
論
文
が
同
場
か
ら
發
表
さ
れ
て

一一-bる
。

千
裁
解
化
場
の
設
立
さ

れ
た
営
時
に

於
て
は
館
館
の
人

エ
解
化
場
は
我
が

國
に
於
て

は
小
規
模
の
も
の
が
数
ヶ
所
あ
つ
た
の
み
で

あ
っ
た
が

、そ
の
:
後
能
館
類
の
人
工
解
化
事
業
は
漸
く
世
人
の
認
識
す
る
所
と
な
り
大
正
十
五
年
農
林
省
よ
り
水
産
增
殖
獎
田
規
期

の
發
布
せ
ら
れ
て
か
ら
は
加
連
度
を
以
て
發
達
し
今
日
に
於
て
は
離
解
化
場
七
七
'
一館
一解
化
場
二
三
八

、能
館
共
用
解
化
場
五
六
に

及
び
そ
の
放
流
高
は
昭
和
十
二
年
度
に

於
て
態
四
億
高
尾

、
館

一
億
三
千
萬
尾
に
達
し
て

-b
る
o

又
そ
の
漁:
-一一一一一一一 :同
は
装
林
就
計
に

依
れ
ば

、明
治
二
十

二
年
に
は

壁
ハ
百
四
十
八
萬
買
'
百
十
二
萬
国
'
館
六
十

一一一一一一一一一、十
四
高



国
な
り
し
も
の
が
昭
和
十

一
年
に
於
て
は
一一一…一一…一漁
獲
高
の
み
に

て
も
一
難
千
七
百

七
十
高
買

、丸
百
十
五
商
国
'
館
千
五
百
六
十

二
萬

一一日一
、
三
一ri
九
-一
九
一n一国
と
な
り

、
本
邦
總
輸
出
高
四
千
五
百
萬
国
に
上
つ
て
-b
る

。 :

-

一班
一館
一漁
一
薬
者
の
難一館
增
-;ia
事
業
へ
の
協
力
を
叫

ば
一る
・・・一一
所
以
で
あ
ら
う

か
と
思
は
れ
る

。

～:
れ
等
の
一一一一'館
は
或
は

一一一一一一一一と
さ
れ

、
或
一一一一国一一一n一と
し
て
又
は
構
製
と
し
て
英

、佛
、
獨

、
伊

、
支
那

、
米
國
を
初
め
と
し
て
世

界
の
各
因
に

輸
出
さ
れ
國
際
收
支
の
改
善
に

資
す
る
産
が
多
い
が
又
國
内
に

於
て
は
津
一一一浦
一一一一
山
間
の
解
地
に

一一一一一る
ま
で
實
味
せ
ら

れ
'
動
物
性
，-lf
自
一一u一の
一
大
給
源
と
し
て
国
民
集
一・一一一一'上
大
い
な
る
役
割
を
載
じ
て
一e
る

。

千

一一一一一解一化
場
が
一c
の
古
今
来

:

0
n-
有
の
非
常
時
局
下
に
創
立
五
十

周
年
を
迎
へ
て
益
々

向
上
の

一
路
を
一
細
一り
つ
--

あ
る
の
は

一世だ
書

人
の
心
を
班
か
ら
し
め
る

。

:一一 :一に
手
一一一一一解
化
場
に

動
務
せ
ら
れ
て

功
を
被
ん
だ
幾
多
先
輩
一E
基
の
辛
苦
を
低
ぶ
と
共
に

現
同
場
に

活
動
せ
ら
れ
つ
!』
あ
る
f一一一一S :

-一

の
健
在
を
新
つ
て
一
盤
部
に

代
へ
度
い
と
M
f-

ふ

。

I 6 -



沿

革

史

北
海
適

一一一一一一一議
化
場
千
'

破

事
業
場
は
膽
'
無
関
-
，・一一一一一部
千
:

一一一村
大
字
-e
柵-
舞
村
に

在
り

。

同
場
の
旅
解
は
明
治
二
+
一
年
に

し
て

、
常
時
北
海
道

一9
は
技
師

S
藤

一
隆
を
し
て
一
業
．せ
し
め
た
る
米
関
メ

イ
ン

州
パ
ツ
ク
ス

ポ
ル

ト

人
工
解
化
場
に
施
を
操
り
、
千
一一一一a一
離
一館

一人
工
一一Mr
化
場
と
納
し
國
装
を
以
て
創
設
せ
ら
れ
た
り

。

英
使
命
は
獨
り
石
特
川
に

於
、け
る
館
館
の
器
地
を
計
る
に
止
ま
ら
ず

'

一
は
範
を
民
間
に
一一n一れ
て

-;l-
推
る
産
を
知
ら
し
め
以
て
該
事
業

勃
興
の
機
通
を
促
し

、
一
は
各
地
小
解
化
場
の
需
に

應
じ
て
卵
子
の
分
興
を
な
す
～:
と
を
以
て
目
的
と
し
た
れ
ば

、
常
時

一器
の
減
耗
漸

く
願
著
と
な
り

之
れ
が
:w一、復
を
必
要
と
せ
る
常
一u・一一者
一一:-
-

l一 :

-

M

然
解
化
場
の
設
立
を
企
同
し

、
機
か
に
一
論

数
ヶ
處
に

小
解
化
場
の
設
立
を
見
る

に

一一一一一れ
り

。

明
流
三
+
四
年

+
．二
月
北
海
通
水
・一一一一一試
驗
場
は
地
方
投
を
以
て

一選
せ
ら
れ

、
漁
初

、
製
造

、
養
烟
に

開
す
る
試
驗
及
び
調
益
を
爲
す

事
と
な
り

、
本
場
亦
同
三
+
～

，一ル
年
地
方
費
に

移
さ

れ
て

同
場
に
附
一屬
し
北
海
通
水
産
試
驗
場
千
一一一一一分
場
と
し
て

そ
の

一…一一一業
を
組
投
せ
り

。

同
四

+
三
年
三
月
本
適
一mni
一城

總
管
案
の
確
立
と
共
に
水
産
試
驗
場
経
發
は
一提
支
辨
と
な
り

、
同
時
に

分
場
の
名
納
は
支
場
に
改
め
ら
れ

た
り
o

大
正
+
一
年
事
業
の

一
部
は
地
方
費
を
以
て
經
管
さ
る
・・・
事
と
な
り
た
る
も
'
昭
和
二
年
四
月
よ
り
は
更
に
全
部
一一図n
-
-

-
-
一一一m一一一と
な

り

、同
七
月
よ
り
北
海
適
一田
千
裁
態
難
解
化
場
と
改
納
せ
ら
れ
北
海
適
水
藤
試
驗
場
よ
り
分
離
獨
立
せ
り

。

次
で
昭
和
九
年
七
月
從
來
の
民
設
解
化
場
の
大
部
分
を
関
番
に
移
管
し

、
北
海
適
能
m一解
化
場
を
創
設
し

、
本
場
に
千
一一一一一一m-一化
場
を
充

営
せ
し
め
た
り

。

昭
和

+
一
年
秋
本
道
に

確
一M一特別
大
減
習
舉
行
せ
ら
一る
・・一-
や

長
く
も

n一一一紹
を
適
内
各
地
に

御
進
め
さ
せ
給
a
て
親
し
く
御
続
監
あ

ら
せ
ら
れ
・
本
場
に
・一一一一、て
も
御

使
御
差
造
と
御
料

品
調
達
と
の
二
大
光
集
・一一一一一一一M〇
た
る
は
一新一に恐
一m
感
激
に
地
一へ
ざ
る
産
に
し
て

、
本
場

- IS -

史
に

一光
彩
を
添
4
る
も
の
と
し
て
特
一
筆

-
さ
る
ぺ
か
ら
1
，

，・-o

次
で
昭
和

+
一
年
+
二
月
本
場
礼
幌
市
外
に
移
轉
さ
る
--

に

及
び

、
雨
後
北
海
適
能
館
解
化
場
千
一一一一一事
一業
場
と
改
納
せ
ら
れ
今
目
に
及

べ
り
o

此
の
間
に

於
け
る
事
業
の
擴
張
並
に
技
術
の
改
善
一
及

び
民
設
孵
化
場
等
に

向
つ
て
指
一一一'一前興
せ
る
處
亦
妙
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り

。
左
に

事
業
進
行
の
概
況
を
詳
か
な
ら
し
む
る
爲
順
を
追
ふ
て
記
す
る
産
あ
る
ぺ
し

。

一
、
数

地

明
治

二
+
一年
十

・--千
竸
部
爲
柵
舞
村
に

;9
け
る

一H有
地

一
千
五
十

五
坪
餘
を
水

一一m一一一一一一の
所
屬
と
な
し
解
化
場
用
地
に
充
つ
。
同
二
十

二
年
五
月
該
用
地
に
隣
接
せ
る
=l;
地
一一一一一地
二
i-
四
十

九
好

、
排
地
四
反
九

:

一一M
二
・一，・一一一一一を
所
有
者
水
間
某
よ
り
買
收
す

。
同
三
十

一
年
二
月

更
に
隣
接
地
三
万
五
千
五
一i-li
坪
を
本
場
破
一m一
に

追
加
す

。
大
正
三
年
m数
地

一一 :
:一測

を
行
一 :一一一
、
-
簡
」一:
:
有
'?
排
地
に
隣

一一一一一せ
る
一除
地
を
水
源
一
湖
養

林
と
し
て
附
一屬
せ
し
め

、
:

数
に
於
て
總
坪
数
九
方
五
一自
四
坪
一一力
八
八
と
な
り
た
る
が

、
大
正
十

一
年
連
締
一調
査
の
結
果
m建
防
放
地
を
用
地

に
編
入
且
つ
官
合
数
地
も
併
合
し
て

九
一力
九
千
九
百
二
十

五
坪
と
決
定
せ
り

。

此
の
外
明
治
三
十

二
年
十

月
千
裁
村
字
西
越
採
卵
場
用
地
及
び
離
解
産
卵
保
護

地
と
し
て

一
万
三
千
九
百
八
十
二
坪
を
細
入
さ

れ
た
る

も
其
後
河
岸
の
崩
一壊
等
に

依
り
結
局

一
万
二
千
三
百
十
三
坪
と
な
れ
り

。

又
明
治
二
+
六
年
帝
室
林
野
局
よ
り
支

一S
湖
解
化
場
用
地
と
し
て
約

一
萬
坪
を
無
償
貸
付
せ
ら
れ

向
L一十
簡
年
宛
更
新
出
願
の
事
と
せ

り
o

然
る
に

昭
和
二
年
北
海
適
水
産
試
驗
場
よ
り
分
離
と
:一一， 'に
同
場
に
於
て

．
組
被
一一一:'用の
一一一n一一
と
な
れ
り
o

- I g -

二

、
解

化

室

明
治
二
十

一
年
十

二
月

、六
間
に
八
間
、
外
に

二
坪
の
事
一
務

室
を
附
-f
せ
し
め
た
る
解
化
室
を
建
設

（第
一
解
化
室

）。同
二
十

二
年
十



月
'
-l-
開
に

六
間
の
M一一化
室
・一・．，・:一一一一m1一一
，-（第
二
晰
化

，-・一一。
然
る
に

同
一一一一化i-f一は
一M
-
-

:

-
:

の
た
め
一一
．十

，
-

a

年
八
j-1
改
楽
し
て
方
六
間
と
な
し

、同
時

に

一一M一化
室
床
下

，一仔
一 :

n
-

E
-一一::・m
-

，と
な
せ
b・

。
第

一解一一一化
室
は
明
治
四
十
年
十

一
月
改
築
し
て
六
間
に

十
間
と
な
じ

、
外
に

六
坪
の
事
務
空

及
び

一ハ
周
'

の
体

一一禁・一，
，

fJ

附
M
せ
し
む

。
大
正
八
年
-
u
-
:一構
内
河
岸
の
務
水
を
利
用
し
て
五
間
に
十
二
開
'
外
に

九
坪
の
体
一
想
一一一一一一を
附
屬
せ

し
め
た
る
第
三
解
化
室
を
增
:
1

一一一す
。
本
解
化
室
は

王
子
製
紙
一一S-
:

-

m一の
寄
附
に

係
り

、
從
來
床
を
被

張
と
な
せ
る
も
の
を

、 :a
～

礎
は
石
一
被
と

な
し
床
の
全
部
を
混

一解一・一」と
な
せ
る
も
の
に

し
て

、屋
操
も
亦
ト
タ

ン
非
と
な
し
外
翻
内
容
共
に

一
段
の
進
歩
を
示
せ
る
も
の
な
り
o

大
正
九
年
六

・-1館
養
e一池
へ
の

一一一水を
分
水
し
て
六
間
に

七
間
の
第
四
解
化
索
を
增
設

。
更
に

昭
和
四
年
十
二
月
第
二
解
化
室
を
六
開

に

九
間
に
改
築

、
床
を
混
一
獲
土
と
せ
る
は
勿
論
建
楽
様
式
に

於
て
も
大
に
新
味
を
加
へ
た
り

。

」
-
ち

建
上
を
低
く
し
水
一一a一氣
の
發
散
を
良

好
な
ら
し
む
る
た
め

、從
來
の

一e上に
小
屋
根
を
設
け
て

慧
よ
り
水
一a一M一氣
を
上
外
せ
し
む
る
の
一m
-

一
置
を
一
般ff
し

、ベ
ン
チ
レ

ー
タ

ー
を
附
し

、

，簡
上
げ
下
げ
窓
を
1llf
し
て

全
部
引
速
窓
と
し
之
に

は
總
て

:

M
:

'一

語
子
を
用
一

一 :-一た
り

。
然
も
從
來
の
一一一n一一一一一に
比
し
工
-

l
t

l
f

，

J

ッ

に
し
て
M
-一-f用
上
有

効
な
る
を
認
め
た
り

。一一四
同
年
同
月
第

一
解
化
空
の
'-一一に

一-無
を
掘
整
し

、
五
開
に

三
間
の
解
化

一前 i

を
增
築
せ
り

。昭
和
六
年
十

二
月
第

一
號
試
驗
'
'一一‘興の
一
發
地
を
約
一一一 :一一 :-一掘
下
げ
六
1'
七
坪
の
第
，
-

:

:一
解
化

一一一一一を
一建
楽
す

。

外
部
ス
レ

ー

ト
一解
一に
し
て
外
翻
:

"-一一だ
近
代
調
を
帶
ぶ

。

- 2〇 一

，一画一一 :一和
十

三
年

一 :
一一一'営
場
正
円
aa
ル
I

ン

の

一一一水
を
利
用
-

:
-

一
千
一力
粒
:一一一一容
の
'
:一f :

'

外
解
化
池
二
f'
九
ni
一・
合
-ll一/J
を
新
設
せ
--l

。
從
つ

て
現
在
常
場
の
卵
收
容
能
力
は
第

一
解
化
空
一
千
四
=

二
1'
力

粒

、
第
二
解

:

化
一一一 :--
一T
方
粒

、
第
三
解
化
室

一
千
一方
粒

、
第
四
解
化
f
:

・ :一一 J

=

二
十
一力
粒

、
第
一J
・一附
化
索

一一・一，・
八
十
一力
粒
と
共
に
總
計
八
千

二
百
二
十
一
力

粒
な
り

。

三

、
其

他

の
建

築

物

二
1一
七
外

明
治

l
一
年
十

一
月
十
一・n :

'

n
建
楽

、
M :

和
四
年
八
:

-
:
'
-一械一様
特
を
な
し
現
在
の
:一…一置
に
移
動

、亞
鉛
引
鐵
板

と
な
せ
り

。

廳

合

二
階
建
二
十

一nl
昭
和
四
年
十

二
月
十
日
建
集

、重
-a
引
一銀
板

一0-・
'
近
年
交
通
の
利
使
に
伴
〇
知
名
の
人
士
來
往
州
繁
と

な
り

、
應
接
英
他
に
際
し
第

一
解
化
室
附

一脇'の
雷
事
務
室
に
て
は
不
一座一裁

」
--
っ
不
使
妙
か
ら
ざ
る
た
め

、
之
等
の
一一独
を
考
慮
建
築
し

た
る
も
の
に
し
て
階
下
は
一a一一一一一-一f一
、階
上
は
應
一一一一一一
室

、
合
議
室
よ
り
な
る

。

物
品
〈一一-
m

二
階
建
十

一一a
:

t
l i

柾
f-
、
明
治
三
十

一
年
十

一
月
十
五
日
建
築
-

作

事

場

十
坪

-
要

、
明
治

三
1'
四
年
十

一
月
-'
一-・-日
建
築

。

製

町
場

六
坪

征
非

、
明
治
三
十

九
年
十

二
月
二
十
日

建
築

。
本
建
築
は

:

一兀
北
流
通
水

一用，試
驗
場
分
場
時
代
に

無
製

一一nと
し
て

建

築
さ
れ
し
も
の
な
る
も

、::一一一後
製
．解
場
に
使
用
せ
ら
れ
て

今
日
に
一一一 :

-
-f
れ
り

。

l一一一…

場

三
坪

i
-
-
:

-

:
、
大
正
十

一
年
十

二
月
:

一十
日
改
一一業
）
亞
鉛
引
鐵
被

一-i-…
。

．

囲

合

七
坪

相
::
'

”、
明
治
四
-
三
坪
六
月
建
一'M
，-

物

置

十

， :-;f

和
::

-

、
明
治
四
十

一
年
九
月
二
．l'
日
建
:一一一
。

物

--lf

十
一n一
;tl-

和
一fl-
、昭
和
一九
．
-
:r
・一:-一月
十
日

一一一一一．--・一・
。

物

置

十
四
一一一-

-
-一一一一一=
'

、昭
和
五
年
十
二
月
十
三
日

建
桀

。

第

一
號
官
合

三
十
二
坪

明
治
二
十
四
年

:

二

月
建
築

。
亞
鉛
引
鐵
板
非

。

'

第
二
號
・一=合
二
十
四
一坪

明
治
二
十

一
年
十
二
月
建
築

。

'

第
三
號
官
合

二
十
坪

明
治

二
十

一
年
十

一
月
建
築

。

第
四
號
・一 :
-
:

合

二
十
二
坪
七
合
一-
・一/、J
中
二
階
丸

一坪
、一
胞

、鍋引
鐵
被
:

-
--一ル・
。昭
和
四
年
三

:

月
二
十
一n
日
建
築
o

千
一一一一一一村
字
西
越
に

は
附
解
-hl-
獲
探
那
場
あ
り

、
建
築
物
左
の
如
し

。

那

務

所

二
十

二
月
'

一-au

針
引
鐵
板
:

那
-

明
治
三
十

六
年
八
月
建
築

。
十
三
坪
五
合
の
相
め
て

費
弱
な
る
事
務
所
な
-

）しが
大
正
元

年
十

一
月
十
五
那
五
合
に

改
築

、
更
に
昭
和

一一 :一年
十

二
月
增
改
築
を
な
し
二
十

二
;tl-
と
せ
り

。
總
ぺ
ン

キ

生
．
に
て
ぺ
チ
力

を
設
一M
す

る
等
近
代
調
を
多
分
に

取
入
れ
た
-ll

。

．



探

卵

室

二
+
五
坪
五
合

一一一 :一一鉛
引
鐵
板
:
-

:

:一一・、明
治

三
十
六
年
八
月
建
築

。八
坪
の
小
探
卵
一量
な
り
し
が
狭
隆
な
る
た
め
大
正
元
年

+
一
月

+
二
一一一・一一一S
に

改
築
し
更
に
昭
和
五
年
十

二
月
十
日
現
在
の
如
く
增
改
築
を
な
し
様
式
も
一
段
と
近
代
化
一一-
り

。

合

一一一+一-
ル

坪

．-i一一一北
・

、
明
治
四
十

二
年
十

一
月
-ii一築

。

定

夫

合

'

二
+一、坪

柾
一一一一一、明
治
四
十
四
年
十

一
月
從
來
の
草
小
屋
十
五
坪
を
改
築
し
更
に

昭
和
四
年
二

・-現
在
の
如
く
改
楽
面

目
を

一
新
せ
り

。
四

、一一一

仔
無
面
育
地
と
し
て
使
用
す
る
も
の
十

簡
池

一
千
四
百
二
十

坪
な
る
が

、
解
化
場
創
立
営
時
は
對
岸
に

七
簡
池
あ
り
し
の
み
に

て

、
英

後
山
側
一m一水に
河
水
の

一
部
を
入
れ
長
方
形

二
制一の価
育
池
を
掘
整
せ
り

。
大
正
八
年
:

」・一f'子
製
紙
合
社
の
寄
附
に

よ
り
二
百
七
十
坪
の
一
阿

育
池
を
築
一一通
せ
る
が

、
．御
同
年
前
記
七
一一-育
池
も
同
社
の
寄
附
に

依
り
全
部
改
楽
を
見
た
り

。
然
れ
ど
も
木
造
池
，は
腐
朽
連
に

し
て
そ
の

生
命
一一一一一備
一一=々
+一Wa

:

準
に

過
ぎ
・

ず

、
經
商
的
に

も
種
だ
不
利
な
れ
ば

一M
次
混
凝
土
化
を
計
n一一一し
、
昭
和

一一年
十

一
月
對

一ル第
一
號
池
を
鐵
筋

混
凝
土
と
な
せ
る
が

、
更
に
發
四
年
八
・ ::
-
・

同
二

、三
、
四
號
池
を
同
上
混
一
凝

土
と
な
し
'
更
に
一一一 :

:一年
十

二
:

=
-

一
に

は
五

、
六
號
一
他

を
も
同
様

改
造
せ
り

。
而
し
て
同
年
前
記
-
側
的
育
池
は
作
一-一H一だ
不
總
済
の
も
の
あ
り
し
に

よ
り

、
之
を
改

造
し
て
間
開
混
凝
'H
三
一自
一一一一'の
大

一-

育
池
と
し
面
目
全
く

一
新
す
る
に

至
れ
り
o

-
j
:
-
-

一一一、価一
育
池
は

一
坪
三
萬
尾
内
外
收
一一一一一 :

:

・一・一一適
一出と
す
る
も

、
池
'-
一一一良好
に

し
て
水
:一川 :' :
-
:一分
な

れ
ば
五
萬
尼
を
收
容
し
て
一取
て
不
可
な
き
も
の
に
し
て

、
此
の
計
算
よ
り
す
る
時
は
現
・一一一一一一一一-数
に

於
て
は
五
干
一M一尾の
收
容
相
め
て
容
易

な
り
o

付
此
外
に
姆
類
試
驗
池
と
し
て

+
一ヶ
池
六
百
八
十

二
坪
あ
り

、
同
池
は
本
適
養
館
事
業
の
試
驗
池
と
し
て

幾
多
の
貢
職
を
残
し
っ
一一

あ
り

。

- 2二 一

明
治
二
十

一
年
十

二
月
解
化
場
前
及
上
流
附
近
に

於
て

始
め
て
・一一一細
を
以
て
親
・一一一一捕
獲
を
な
し
た
る
が

、
流
勢
，
-
-
-一一に
し
て
操
作
意
の
如

く
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
一-l:

、 :

従
に

産
床
よ
り
・一n
'現

一一を
-llM
通
す
る
に

過
ざ
り
し
を
以
て

、一m-
:a
，
を
上
り
ゥ
ラ

イ
に

改
め
た
り

。
本
法
は
川
の

上
流
に

一同
一一一）八
字
形
に

一一一一一斷し
:

=
-一尖
端
に
装
網
を
装
置
し
布

一を
此
處
に
一一一一致す
る
方
法
な
る
が

'
此
一一S一一一一の
不
備
な
る
一一 :l
・一m
一一一一一細
に
落
装

流
維
等
附
清
す
る
を
以
て
腿
-

細
を
取
外
し
て

之
が
洗
維
を
要
す
る
こ
と
4

前
獲
--r-
-

・

″一一W-一 :に
移
す
に

営
ll

）夜
性
に

松
明
を

照
し
て
水
中
を

騒
が
し
ゥ
ラ

イ
に

接
近
せ
る
，n一一を
し
て

驚
一a- :一せ
し
む
る
事
多
き
こ
と
な
り

。
依
て
同
二
十
一五
年
よ
り
之
を
下
り
ゥ
ラ

イ
に
改
め
た
り

。

本
法
は
河
流
を
横
斷
し
て
柵
を
設
け

、 :

英
下
流
は
上
り
ゥ
ラ

イ
を
逆
に

し
た
る
如
き
装

」置
と
な
す
も
の
に

し
て
、'
・一一E一一一一一-柵
と
ゥ
ラ

イ

間

に

在
る
一 :

-

M

'-一一
悉
く
之
・一一一一一一川一…一一す
る
を
得

。
前
者
に

比
す
れ
ば
一一一一々優
れ
る
應
あ
る
も
税
布
'
の
水
揚
げ
を
な
し
て
一
藥
に

收
容
す
る
手
數
に

至

り
て
は
前
，
-
:

一一n
と
何
等
一一一一一る
産
な
く

、
而
か
も
=一ハ操
作
は
多
く
集

成
激
一列

一な
る
夜
隆
に

行
ふ
も
の
な
る
を
以
て
英
、は
方

力
に

一一:一一て
も
容
易
な
ら

ざ
る
も
の
あ
り
o

然
る
に

之
等
の
缺
一一融
は
捕
・一n:
'
車
を
使
用
す
る
に

及
ん
で

一一 :一ハに
消
減
す
る
に

-llE
れ
り

。
以
上
抽
無
車
使
用
迄
は
八
ヶ
年
間
解
化
場
前
に

於

て
抽
獲
を
構
被
し
た
る
が

、
年
・一一 '拆
上
親
魚
の
減
耗
せ
る
と
下
流
に

於
け
る
密
-fa
者
の
横
行
と
は

、
術
独
場
移
轉
の
必
要
を
促
し

、
明
治

二
十
・一:-一年
之
を
千
一一一以 :一一一M術
一
千
一一一一一橋
の
稍
・一一上
流
に
移
し
始
め
て
抽
布

-車
を
使
用
せ
り
o

抽
魚
車
は
米
開
に

於
て
使
用
す

る
も
の
に

施
を
探
り
た
る
が
:一ハ大
さ
得
・一，'--n-一柄
一一ハ
:一一 :

-一外
に

柄
五
寸
の
刎
被
を
左
右
輪
外
に
附
す

。
:
:

1

:一一一装

置
法
は
河
を
上
流
に

向
つ
て
八
字
形
に
速
斷
し
兩
與
の
間
に
一一川一n-
・一一一・を一Ma l

．一一一一し
、
國
総
水
底
を
距
る
こ
と
三
寸

、
水
中
に
没
す
る
部
分
三

:一八な
り
と
す

、
回
轉
数
は

一
分

間
に

六
囘
に

し
て

、
布

一取
り
の
水
中
を
通
過
す

る
～:
と
十
八
国
な
り

。

-hl-
化

章
は

明
・一一一二十
九
年
1'
一
月
九
日
通
轉
を
開
始
し
:a:

-一
十
二
月
十

二
日
迄
捕
一一一Mを
鐵
行
し
た
る
が

、・一一一0
'一一一一M-一列
．に
し
て

-l9
沫
水
上
の

主
要
部
に
凍
着
し
て
一…一--体
の

理
轉
を
M
-一止
す
る
に

至
り
た
る
を
以
て
之
を
中
止
せ
り

。
然
れ
ど
も
組
一一一一を
傷
は
ず
し
て
範

．に
投
入
す
る
装

置
に
至
り
て
は
願
る

意
を
得
た
る
も
の
あ
り

。

- 2 J -



望
．一一+
年
:

は

一一一一 :

ら
防
一-
1一の
工
央
を
一
凝
ら
し
車
の
幅
を
狭
め
て
四
:

-
-

-一と
し
鐵
製
の
一一 :

能

を
設
け
行
精
に
'

八
:

，ハ
の
車
軸
を
一果
し

左
方
難
細
を
水

面
と
等
し
く
し
水

一一一一の一一一一一一一する
あ
る
も
理
轉
の
停
止
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
を
期
せ
し
:一…一E
i
m
・

一一 :-一 :
1

一一使

一一一一に一一a一
り
た
る
を
以
て

、
更
に
:u一，一一一一し
て

流
水
を
絶
え
ず
水
上
の
要
部
に
価
:

注
し
て
飛
注
凍
能
前

の
般
な
か
ら
し
め
ん
と
欲
し

、
刎
被
に

附
す

る
に
長
さ
八
寸
1M
四
寸
深
さ
二
寸
の
水

一相
を
以
て
し

、
一…
---
の
理
轉
す
る
に

際
し
河
水
を
:

純
一一一一）
來
り
軸
上
四
十

五
度
の
位
置
に

於
て

刎

一一よ
り
傾
:

概

せ
し
め
た
り

。
之
れ
に
依
つ
て

初
期
の
目
的
を
一連
す
る
を
得

、
見
つ
車
の
幅
を
狭
め
た
る
結
果
・一S一一W一…し
の
傾
斜
を
理
く
す
る
を
得
て
布
'
の
陸
．落
を
連
か
な
ら
し
む
る
の
和

を
得
た
り
o

明
治
三
一-一
年
よ
り
親
魚
補
一m一場
を
千
歳
村
字
西
越
に

移
し
定
む

。
本
場
を
田
る
流
程
約
一一一m
'
と
す

。一一一一n
し
從
來
の
簡
所
は
親
e一の
・一n
印
一

u
:

な
る
を
以
て
．一一一・期三
千
乃
重
'

五
千
尾
の
老
魚
を
混
I
1

'
爲
め
に

採
卵
数
は

一川m一一一、数
に
:

i
:一し
一，--一:一一一だ
性
少
な
る
と
又
e一体
成
點
せ
ざ
る
も

の
も
一m-
一 ::一一一、の
構
造
上
共
に
一
術
一一一一一一せ
ら
れ
英
数
二
割
を
下
ら
ざ
れ
ば
な
-l

）。
然
る
に
西
越
に

於
て
は

:

-一一一一1lh
一は
一タ一一…:ん
ど
之
れ
を
見
ざ
る
の
み
な

ら
・一「未
熟
布

一の
如
き
も
全
数
の

一
割
に
:

-一n
せ
・
ず

。
是
れ
該
神
獲
場
に
近
き
下
流
に

は
一一一出
洲
各
一…一一にあ
り
て

、
魚
の

．湖
上
せ
ん
と
す
る
も
の

n
:一間
は
能一部に
一M一用Mし
一，-・一一一用W-一一を望
み

見
て
進
ま
・
ず

夜
間
に

一一一一り
て
始
め
て

訴
上
を
開
始
す
る
も
抽
一一一一-一・の
国
，-
M一を
警
破

し
て

一 :-一一一へ
て

例
ら
ず

、
黎
明
に

至
れ
ば

一…一一 :び
下

降
し
て
一一一出
洲
に
a構
伏
し
之
を
反
担
す
る
中
産
那
期
愈
・一一切
通
し
送
に

一出 :
一一一'を排
し
て
一海
上
せ
ん
と
す
る

に
常
り
捕
獲
せ
ら
る
-

．・
に

依
る

。
-
簡
常
時
一一川一m一'中
の一・一一一一?- ::し
部
よ
り
流
し
使
に

角
'
の

一
．一り
，
-

'-
:

る
個
處
に
・
-

，だ
不
備
な
る
個
産
あ
り
-一が
現

在
の
如
く
改
正
さ
れ
た
り
o

- 24 -

六
、
採
卵
及
び
受
精
法
の
整
遷

'

創
立
當
時
に
於
け
る
採
卵
法
は
一一一一・ら
歐
米
に

施
を
則
り

、
成
熟
一雌
一一一一一'の胞
部
を
'

確
一一通
し
て
一一-l-子
を
採
取
す
る
所
調
搾
取
法
を
採
用
せ
る

も

、
本
法
に
:

依
る
操
作
は
多
数
の
．一観

:一一一一'を
採
那
に
一一一する
大
解
化
場
に
あ
り
て
は
時
開
と

一ノ
力
と
を
多
く
要
す

る
の
み
な
ら
一

「-
l:

、
然
か
も

充
分
に

那

」「を
排
取
す
る
能
は
ざ
る
等
の
一小
・

利
あ
る
を
以
て

、
明
治
一一一
． l'
年
之

一一一，一一M
-一一m
-
-一開
法
に
改
め
た
り

。
--P
ち
成
熟
せ
る
一

雌
一

一m
の
n一一一

端
に

一-a
を
加
へ
て
致
一一一J一せ
し
め
血
液
の
通
行
を
止
め
て
之
を
探
卵
●
上
に
一
演
へ

、
l9
利
な
る
刀
:ll:

青
に
押
入
し
て
度
部
一e一一一裁
開
し
手

を
以
て
一
卵
子
を
受
卵
器
上
に

取
る

。
斯
く
す
る
時
は
成
熱
せ
る
卵
は
極
〇
て
容
易
に

且
つ
安
全
に
採
取
す
る
を
得

、
英
の
能
率
を
事
ぐ
る

點
に

於
て
到
・一一一 :

-

n一取
法
の
:

-一一一一速
な
る
に

比
す

ぺ
く
も
あ
ら
ず

。

一世
だ
大
な
る
も
の
あ
り
o

此
方
法
は
全
く
営
場
の
創
意
に

か
・
、一る
も
の
に

し
て
斯
界
に
貢
獻
せ
る
廣

又
從
來
受
一
精
法
は
一一 :

l一一取
せ
る
卵
子
に

結
液
を
注
ぎ
羽
毛
を
以
て

觀
拌
し
た
る

も
一一を二
、
三
分
間
-l一，使
解
置
し
'

然
る
後
水
を
:一n
加
し

更
に

觀
搾
し
て
受
描
を
港
り
た
る
も

、
一組
々

試
驗
の
結
果

」
-la
子
に

精
液
を
注
ぎ
?
:
-一分
一一一一-n，排
を
経
り
た
る
も
の
は
直
ち
に

水
を一
注
加
し
て

搬

一拌
一 :-w

一一一一す
る
の
方
法
を
取
れ
り

。
是
れ
卵
子
の
受
描
力
は
批
だ
迅
速
に

し
て
不
一M
-一
全
な
る
卵
に

あ
ら
一rc---
る
限
・n
，
す

ぺ
て
-一u
ち
に

受
精
す

る

と
見
て

差
支
な
く

、
水
の
注
加
--l:
直
ち
に

な
し
た
る
-S
め

:

-
::
-一受
補
力
を
減
a
は
す

る
の
一'M
-一は
・

「f験上
之
を
認
め
ざ
り
し
に
依
る

。
=
'

つ
在-

蔵

酷
し
き
時
に

於
て
は
假
・一一一u・
M
-一
卵
室
内
に
ス

ト
ー
ブ
を
:

-

，-一-l:く
と
難
も
一一一一一卵
期
一
子
の
・・ :
:

一一一一一部
た
め
に

破
・一一一一''
を
業
る
一
，J

と
稀
な
ら

ざ
れ
ば

、
水
を

速
か
に
:

一一一一一加
す
る
は
一
面
に

於
て

」
-la
の

．
M
-

・一一一一 :
を
防
，（
、・

効
果
と
も
な
り

、

を
認
む

。

之
が
一一一一一一-l-用
の
結
果
一一一一一一一，・一 :
-
1一一…操
作

，r :
に

．、能
す
る
こ
と
に
だ
大
な
り
し

- 2 S -

又
受
結
に
使
用
す

る
水
は
總
て

河
水
の
み
に

依
り
た
れ
ど
も
河
水
は
往
一一一に
し
て
一・一一・
純
な
る

、
・

．一
と
あ
り

、

し
と
せ
ざ
る
を
以
て

可
及
的
純
良
水
を
使
用
す
る
に

若
か
・一「。

英
他
發
送
上
に
使
用
す
る
も
の
等
す

べ
て
之
に

依
れ
り

。

依
つ
て
打
込
ポ
ン

ブ

を
室
内
に

設
け

受
精
上
に

要
す
る
水
は
勿
論

」
-la

:-;-
維

七
、
卵

子

運

搬

創
立
営
時
は
神
獲
場
を
解
化
場
前
に

設
け
し
た
め
卵
子
の
運
搬
は
安
全
な
る
を
得
た
れ
ど
も

、
操
印
場
を
現
位
置
に

定
む
る
に

及
び
:
-一一一

間
の
卵
子
運
搬
に

一一-
ら
摘
木
・一一一一を使
用
し
た
る
が
所
要
時
間
五
時
間
、

而
か
も
英
運
般
能
力
極
め
て
少
な
く
而
し
て

こ
の
缺
點
は
、一一・一と
-

て

一a--一一一と動
描
に

在
り
た
れ
ば

、
先
づ
在
來
用
一 :一たる
木
綿
盆
を
一獲
し
て
金
組
盆
と
し

（解
化
盆
類
を
主
と
す

）

」-
lP
子
個
々
の
動
統
せ
ざ



る
程
度
に
盛
り
た
る
を
府
-

重
．n一細
引
を
以
て
緊
結
し
防
装
毛
布
に

包
み
て
一
画
に

入
れ
結
束
す

。
尚
一装
一一一一一語
列

の
時
は
更
に

進
を
以
て
国a

を
秘
〇

馬
車

、
馬
機

、駄
n一一にて
運
搬
せ
り

。

」
-l;
方
法
に
依
る
時
は
英
運
-n
害
僅
か
に

二
分
張
に

止
ま
る
を
得
た
り

。
更
に

荷
一一n
の
簡
易

連
搬
能
率
の
向
上

、
通
搬
・

E・-;
の
滅
少
を
計
る
を
目
的
と
し
la
形
の
器
を
考
樂
し
た
る
が
取
扱
の
簡
易
に
し
て
時
間
を
節
約
す
る
～:
と
理
組

外
に
し
て

--
っ
一
迷
搬
一・・一 :fも
亦
從
來
使
用
す

る
も
の
に

勝
れ
り

。

八

解

化

器

解
化
器
は
す
べ
て
ァ
ト
キ
ン

ス

式
を
採
用
せ
る
が

、
最
初
解
化
糟
は
長
さ
十

二
:一八
と
し
解
化
器
八
基
を
納
め
た
る
も

、
か
・・
'
る
長
精
に

あ
b
，
て
は
相
の
前
端
と
後
端
と
に

收
容
せ
る
卵
子
に

對
し
英
酸
素
の
分
配
不
平
均
な
る
を
免
れ
・

ず

。
一随
て
卵
子
發
育
に
障
一時
を
來
す
を
以

て

、
之
を
六

:

-ー

ハ
に

短
縮
し
解
化
器
四
基
を
納
め
-
付
落
水
部
の
構
造
を
改
め
て
次
一相
に

薄
后
を
な
し
て
一W一…
水
す
る
如
く
な
し
以
て

酸
素
含
有

量
の
增
加
を
計
り
た
る
に

、
在
來
の
長
一
相
に
比
し
頗
る
優
良
の
成

:一領
を
示
せ
り

。

解
化
一一一一一一一は
從
來
ア
ス
フ

ア
ル
ト

を
一S-
-

:

株
し
た
る
も
の
を
使
用
し
た
る
が

、
原
料
の
良
否

、
一一一一譲
法
の
巧

:

細

如
何
に
依
り
て
は
事
業
中
船

止
め
の
効
を
全
ふ
す
る
こ
と
能
は
-l:
し
て
不
は
の
-
-

一一一能
' :

を
業
る
こ
と
往
一一一あ
-l

）o
而
し
て
如
何
に
原
料
を
投
擇
し
且
つ
一 :

i
'
に
塗
る
と
難
も

:
-
:

．ン
使
用
二
ヶ
年
に
'n
る
～:
と
能
は
ざ
る
を
以
て

頗
る
不
一一一一一に
終
る
o

依
り
て
卵
子
に
無
書
に

し
て

、
使
用
久
し
き
に

堪
ゆ
る
も
の
を
得
ん

と
欲
し

、在
來
の
ア
ス
フ

ア
ル

ト

盆
と
左
の
三
極
に

つ
き
試
驗
せ
り
o

l

、漆
盆

r
く
る
め

」，一一一一を
紹
金
に

渡
し
-ll-
付
し
た
る
も
の

二
、
鍋
a
網

^一W一を
張
一照
酸
に
て
洗
一n
M

し
後
溶
解
せ
る
錫
中
に
投
入
鍍
金
し
た
る
も
の

三

、一一
ツ
ケ

ル
盆

銅
線
に

一一
ツ
ケ

ル

を
鍍
金
し
た
る
も
の

以
上
三
種
試
驗
の
結
果
は
漆
盆
の
も
の
最
も
良
好
に

し
て

錫
盆
之
に
次
一一一一一一ァ
ス
フ

ア
ル
ト

盆
は
第
三
位
に
あ
り
た
・o
-

。
只
だ
漆
盆
は
製

作
一一一f-一」一一一一一て
は
不
無
な
れ
ど
も
-t:
、成
一一一一一良好
に
し
て

=
つ
年
・一一'-l--
替
の
手
数
を
省
き
長
年
の
使
用
に

堪
ゆ
る
を
以
て

、
大
に
理
想
に

近
き

- 1:6 -

も
の
な
る
を
認
め
爾
來
年
・一一一・
漆
盆
を
製
作
し
現
今
に

於
て
は
全
部
之
-:
使
用
す
る
に

至
れ
り
o

ま
-a:
は
一f・に言
場

，
a
創
始
に
係
1l・成
く
斯

界
に
誇
る
に

足
る
も
の
な
り
と
す
o

附
化
一
相
=一

:

=

他
の
・一一一r-．
料
と
し
て
は
脈
價
に

し
て
防
解
向

の
効
多
き
ク

レ

オ
ソ

ー
ト

を
使
用
し
良
・一一一の成

:

細

を
得
つ
4

あ
り

、
九

:

-

uff
:f
銅

青

法

の
變
一選

解
化
見
は
腦
表
吸
收
期
に

達
す

る
迄
之
を
保
護
す
る
の
要
あ
る
も

、
從
來
は

一
般
に
・一f一敵
に

對
す
る
抵
抗
力
を
增
大
せ
し
む
る
爲
永
く

池
中
に
一
測
:

前
n
し
て
投
前
一一一一一-
育
し
た
る
も
、
こ
は
自
然
一一一一態に
於
て
は
:

研
一00一收
縮
後
自
然
に
河
川
を
流
下
し
天
然
餌
料
を
索
取
す
る
性
質
に

反
一一一一 :'

る
も
の
に
し
て

、
之
が
爲
・
水

く
池
中
に
一理
u
す
る
時
は
共
喰
又
は
不
自
然
な
る
人
工
餌
料
よ
り
來
る
疾
病
等
に
よ
る
減
耗
大
な
る
の

み
な
ら
ず
'

又
一一一一一 :--一一一類
に
依
る
被
将
の
一
締
一・一一M ::
も
少
か
ら
・

ず
し
て
放
流
す
べ
き
雅
一一一数
を
減
耗
せ
し
む
る
一1
J

-
-
J

・・'一
な
る
を
以
て

、
現
今
に
於

て
は
す

ぺ
て
臍
發
吸
收
後
一
氣
に
放
流
す
る
の
方
法
を
取
る
に

至
れ
り
o

只
融

一一一一一期
又
は
大
降
一用
の
た
め
河
水
氾
鑑
す
る
か
或
は
i

池
に

於

一，．-M
-
j
j

一一一一一一一一縮
後
の
も
の
と
未
收
締
の
も
の
と
多
數
相
混
、一一一・，
る
場
合
一一一一一一一一一料
を
投
興
し
て
全
部
研
製
收
縮
す

る

迄
一
細
:

--
M

す
る
こ
と
あ
る
の

み
o

．

又
從
來
解
化
兒
を
E
育
池
に
於
て
育
一一一一一一一す
る
場
合
に

一関
育
池
に

何
等
目

射
防
止
の
設
備
を
施
さ
:-

'
り
し
に

、
解
出
せ
る
稚
魚
の
一究
死
す

る
も
の
一一 :世
だ
尠
な
し
と
せ
」一，。
之
解
化
事
業
上
細
忽
に
す

ぺ
か
ら
ざ
る
處
に

し
て

、
種
・一一研
究
の
結
果
育
養
上
日
射
防
止
の
總
對
必
要
な

る
こ
と
を
認
め
板
を
以
て

一画
育
池
上
を
間
際
な
く
型
一一 :-

-

u一一装吸
收
後
遊
:

状

期
に
至
り
て
日
賀
板
を
撒
去
す
る
の
方
法
を
取
り
た
る
に
其
効

一…
議
一者
に

し
て
数
に

始
め
て

稚
魚
育
養
上
に

一
進
歩
を
見
た
り

。
之
れ
賀
に

明
治

三
十
四
年
の
事
に
屬
す

。
爾
來
各
解
化

場
に
於
て
も
同

育
池
を
有
す
る
も
の
は
必
・

ず
日
射
防
止
材
料
と
し
て
板
を
備
ふ
る
事
を
重
要
條
件
と
す
る
に
至
れ
り
o

- 21i -
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興

一〇
、
連
年
一
壁
人
工
解
化
事
業
成
積



追

想

〇 九 八 -L:- 六 五 四
昭
和

元 四

大
正

一一

一

'

一

一

一
、一量一・一、--l一
書
、六八
一パ一

一

一

1

一
、9
0

l

=

、一一一一一f、量
ニ
一

一一
、一K・一一一
・一一
、八0
一一一
一一、一一一n一一一

一

一

一

一一、一9
一一一一一
、量
一一一o
、会
．

一

一

一一、9見
一一0
、一一一一一一三
、一一一一一一

l

一

一

一一、一一，一一一．一一一
、C）'-一八
三

、一畫

一

一

一

一一一一
、一一
言
n
、'--
0

一一一一 '一一一一 L:

一

一

一

一一
、一:-
三
八

、一一一一一
・一一、表
0

一

一

一

」
L
'
、-:--
:n
一一a
、一一・y
-

一一、、一一一一一一:=

一

一

一

一パ
、一一0
、一・v:
、0
:-
八

、一八
0

一

、
、．
．一

、
一

一一、一、一一・一
一一
一
一
1一
E一'--
一一

一

一

一

八

、一一n
一一r
一一g一
一一一、一一一一一
，、

一

一

一

=

「八一一一-
一一:-一
、一一美
量

、i-l;
-

一

一

一

=

、一一一一一一一=一、一一一八一一
三

、一空

一

一

一」
一一一、一三
一
五

、実

一

一

a

、豊
0
1

・一一、一大
、
一一、n・0
一

一

量

、0-
-

、書
0

一一一、一三
大

、

_ a._ a_国
a,
0

;l・ :l、l :'l・a :・L t・
;,,, 入 i

-L: - -
一 書1 -:,・. 8 _大=・ 三 0 -'・ a
能
性
一
水
産

一霍
外

一
ヶ

所
に

0
0
0

分
興

、一a
、00
0

、0
0
0

粒
十

勝

一

事
業
場
外
二

務
ょ
り
移
成

一-
館
高
等
水
産
義
・

使
外

一ヶ

0
0
0

所
に
分
興

、一一一
、00
0

、0
0
0

数

一

十
購
事
業
場
よ
り
移
成

8 8
0 0

一一、00
0

一
、一一一）0
一一一-'0
-
-

（）

一一n
、一ハ一、c一

一
、八0
0ao、 、 、 、 、 、 、 、
8 8 8 8 8 8 8 8
0 _ _ 0 . . 0 0 C-) 0 (-)0 _ l l l

分高興中1l1興北分小興行興帶分上興検所ia分沼
興ll1 別 大興は l出' 廣興ノ  投に并興ノ
ll'系. 前 理 水 解 解 国 水分縣 ta
'1,l イヒ i1ll: 施 化 化 解 ,・t興水 ll
1 t1 場 部 みl 場 場 化 會 産 化
f f  外 外 校 外 外 場 外 試 必
外 = 二 外 - 六 外 = 験 外
:,、 ヶ ケ - ケ ヶ 八 ケ 場 -
ケ 所 所 ヶ 所 所 ヶ 所 外 ヶ
所 に に 所 に = 所 に 三 所
に 分 分 に 分 分 に 分 ヶ に

- 3o -



千
歳
川
確
館
漁
の
古
事
に

就
い
て

渡

部

抓

郎

往
年
千
歳
川
流
域
に

性
一一 :- :一
し
一解
土
人
ア
イ
ヌ

は
そ
の
生
活
に

於

て
完
全
な
る
原
始
生
活
を
管
み
し
も
の
-

如
く
で
あ
り
ま
す
o

語

り
傳
ふ
る
一

出一によ
る
と
営
時
あ
た
か
も
千
歳
川
に

氾
粧
サ
ん
許
り

に
さ
か
の
lf
り

:
-

:

一一一り
し
能
'一M一a一を
氣
の
む
く
ま
4
に

前
獲
し
随
時

食
用
と
な
し
又
一一一一一一一一へ用
と
し
て
は
こ
れ
・一一一・一:
-

':
開

一き
と
な
し

'
立

本
を
組
合
せ
し
ハ

サ

や
う

の
も
の
一・一-l--
作
り

、
こ
れ
を
:
-

=
．

:

M
の
開
国

い
つ
ば
い

-i-
け
て

干
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
o

一
，-l:
人
こ
れ
を
一

ヵ

ラ

ョ

」
と
名
付
け
て
居
り
ま
す
o

乾
上
り
ま
す
と
本

=
一右
し
く
は

棒
切
れ
等
に

て

一・一～
．・・・一
き
ほ
ぐ
し

、
こ
れ
に
ッ
ポ
ロ

（-一一M
子

）
を
混

ぜ
'
山
に
盤
'
-
:
----
に

あ
る
ウ
ン

パ
イ
ロ

（ウ
パ
百

合

、一
激-lf
粉

質

の

百
合
根

）
を
加
へ
雑
水
と
な
し
て

主
食
と
し
た
さ
う

で

あ

り

ま

す
o衣

服
は
野
革
に

て
手
織
'
-一一一一物
は
a-
の
度
に

て
作
つ
て
用
に
供

，、に
-
う

で
-

．

，o
コ
ル
・'
。 '-
'-

、一一・'f
-

'

'
ケ

リ
'

し
J

呼
ん
で
M
り

ま
す
o

時
-

求
め
る

自
米
は

、一一:-一時
開
所
と
云
は
れ
し
千
歳
部
一M-一に
來
た

り

、 :ajl一着
し
く

は
タ
力

の
羽
等
と
物
々
交
換
し
て
開
に
合
せ
得
た

さ
う
で
あ
り
ま
す
o

こ
れ
等
か
ら
見
ま
し
て
も
--9
々

の
先
住

一一一一 :

一一一一一の
生
活
は
一始=
ん
ど

館
館
が

一・一 :

-一持
し
て
居
た
と
・一って
も
過
言
で
な
い
様

で

あ

り

ま

す
o又

彼
等
の
部
:
-
0
…

地
名
ま
で
始
ん
ど
離
館
に

開
聯
し
て

-b
ま
す

。

ォ
サ

ツ

ク
マ
・-

（-m一一一一一棚
あ
る
購

） :

-一 :
:

-一時
漁
一一一
^一の
小
屋
澤
山
有
-

）

一J-一一一一一'を
能
し
た
り
と
-一
人
・一、・、一:-
・n
:一一一一柵
舞
村

、現
在
の
一

，成f成
晰

化
場

イ
チ

ヤ

ン

（-一 i

l

一一i l'
の
-f
卵
場

）

モ

イ
・
f

、ン
（離
'

加I
の
小
川

、
和
人

一
，
モ

イ
ザ

リ

」
と
呼
ぶ

一

:
・，

．ャ

ン
:

，・一ブ
リ

（
-l=
'

．那
山

）
イ
ザ

リ
山

イ
手

ヤ

ン

ア

（館
の
多

く
ぁ
る

，一一）
以

-一
ジ
ー

ン

パ

f
，
ラ

l
民
壊
-ll-

・一一．=
-

m一名
解
に
よ
る

。

ナ

イ
ブ
ト

（一一一一一一n:
此
の
小
川
は
無
名
に

し
て

唯
澤
n
の
み

「ナ
イ

プ
ト

」の
名
あ
り

、
此
の
澤
口
は
-ll-
多
し
故
に

時
に

此
の
多
を
附
し
た
る
な
ら
ん
と
一一一ふ
）
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X

X

X

X

-ll-
の
．加

き
:

=
時
を
，- l一一ま
し
て

明
-il-
元
年
-l「-に
は

、
收
税

し
て
始

整
な
さ
し
め
る
こ
と
に

な
っ
て
居
り
ま
す
o

即
ち
明
治
元
年
千
n一

村
産
物
收
税
調
に

よ
り
ま
す

と

川
産
之
部

姚
取
a-
土
人
喰
料
と
し
て
平
均
三
一自
石
收
一一，-一
-ー
ハ

加
金
な
し

川

離

-

」
-
-fl
・一一，・一一
右
工
門
建
網
一一一
統
に
て

一一一・:-
「二
子
一-
，
-
一1「::' l-
收

一一，-一一一 :lm，M，・-，加
金
一五
捨

同
を
納
む

一館
一

l一
人
喰
料
と
し
て
平
均
七
給
石
目
收

獲

一 :一ハ加
金
な

し

右
の

通
り
の
次
第
に
て

、こ
れ
が
收
税
-hl-
獲
が
明
:一…十
-

，
・一一一一一一
理一
観

し
て
'-
:

-一一り
ま
す

。
明
十

一
年
一一回
'

館
描
雄
集
止
令
に
よ
り

一
切
そ
の

抽
獲
が
停
止
さ
れ
'
か
し
こ
く
も

明
治
一・〈
・一一一一一千
:一一一一'-一御一
巡
行
常
時

御
泊
所
千
一一一以
村

地
形
量
色
調
の

一
節
に

「川
産
物
は
能

i一一館
一M-一多
け
れ
共
禁
止
中
な
り

」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
o

そ
の
後
明
治
十
四
年
千
城
村
i
-一連
一一一 :を
以
て
一解m一取
漁
の
み

を
目

的
と
せ
し

「一一Mi'的
一漁一Y- 1一の
件
に
付
願

」
な
る
田
・一～一一一一提
出

、金
參
百

国
也

（m
機
場
'-
-

一一ヶ
所

）
納
税
そ
の
抽
推
を
許
可
さ
れ

て

お

り

ま

す
o一c

れ
が
願
書
内
容
は
賀
に
営
時

、一一一一一倣一の
動
き

:

目
一っ
は
能
館
漁

に

對
す
る
，'1-
'一一a一の
關
心
等
を
示
し
て
居
り
ま
し
て
時
に
添
特
の
国

画
等
は

一一-
川
-E
●
解
化
事
集
上
〇

参
考
に
な
る
も
の
と
思
は
れ

;
。左
に

配
載
し
て
千
歳
川
能
解
解
化
事
業
助
成
の

一端
に
供

し
度
い
と
存
じ
ま
す

。
そ
の
後
明
一一一二十
一年
千
競
解
化
場
開
場

現
在
に

到
つ
て
お
り
ま
す
o

一一一一:-
，-

．-
大
・

':一
・

rR

，，i
'一'一一一一…'-ll

l
-

、，l
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確
振
国
千
歳
郡
千
歳
川
鮭
一a一漁
業
の
件
に
付
願

か
ね
て

御
存

被
爲
在

一限
通
常
部
千
・一一一一川
の
一一一一一は
支
川
に
付
能
．脱一一m-

一

業
の

一一S一を
明
:
-

:
十

一
．一 :

n・
御
r

禁
止
被
仰
出
一限
出一一一一一一は
常
部
民
の
一一m一は

操
業
に

從
----
す
る
も
地
味
組
一-a一に
し
て
日
用
に

野
楽
を
收
一一一一一・一一，る

の
外
無
他
依
て
営
地
に

:

性
居
す
る
も
の
十
の
八
九
は
右
二
e
'
の
み

を
日
途
と
致
し
候
故
禁
・一一一の
御
沙

:

汰
後
は

，-ll-
に

田
難
中
計
も
無
之

加
て
常
競
の
如
き
一前
物
個
購
黄
の
際
目

一 :

・一一の
口
糊
に

も
間
話
計
の



一=
途
を
央
-
必
:一一一の
難
識
仕
候

右
に

付
率
中
上
性
、も
率
恐
入
帳

u

．右二
漁

共
に

細
を
以
て

漁
す
る
時
は
收
一一一一?
も
亦
多
分
あ
れ
共
一n
-

一一一 :
:
:

保
有
の一一一 :-一一に
は
大
き
に

-i-l
，

．
-・ :
一一一一。
融
し
使
、英
の
所

調
は
細
に

入
る

:

-

一M
は
牝

一一一一～1一一一別
な
〈
・
:

-
:一
尾
も
一M
-一一一す
こ
と
な
し
依
て
-lla
子

一-f-下
の
般

な
き
故
な
り
都
て

常
那
支
川
の
如
き
は
流
上
す
る
離
'

は
使
令
ば
始

1

:一一の内
牝
・一nE

'
は
一一・一一 :一一一一一に
イ
過
依
て
一解

一一取
漁
を
能
く
す
る
も
の
は
牝

a一を
一m-一'し
-

t
l

:'
一一一--・nを
漁
す
る
を
よ
し
と
す

一一 ::-一一粋
は
般
初
牝
魚
を
漁

す
る
時
は
社
無
は
不
一一理一一一一一亂
て
再
び

一
所
に

總
'

ま
る
事
を
不
成
牡

e
'一一:一一一m一し
:

-
i一一一一一一
を
殘
す
し
時
は
直
に
亦

一
所
に
集
ま
る
も
の
な
り

然
り

。而
め

:

=
-
-
-

一一一一一 :を
知
て
一T
．一一一行
を
不
成
に

不
有
難
も
行
・

Wa
一一一一人一一 :

W一難

外

十

名

記
・一～一一一 :

．
-一印

開
拓
大
書
記
一一 :

=
一調
所
廣
文
股

鮭
!a
御
税
金
見
積
書

脱
振
国
千
'-一一一一一・一n一柵舞
村
よ
り
漁
太
迄
m一程
七
m一態

一
金
塞
， :
回
一・一一

右
は
-f-
場
五
ヶ
所
登
ヶ
所
--

付
金
六
給
国
宛
の
見
込
を
以
て
'出

税
金
上
納
仕
り
使
・
…
…一

し

=
ハ
=一一漁
す

者
の
心
得
を
述
る
o

而
已
に

し
て
細
漁
と
一一一，一取
漁

の
:一．-一
別
を
中
上
使
低・
に

付
何
率
常
明
治
十
四
年
十
=
-
'

初
め
よ
り
同

十
一-l-
年
二

:

月
J

一一進
一・一ル
・一?， -
' :-
-
・

開
向
'

五
ヶ
年
開
細
之
一 :-
-

は
一
切
相
用
不

中
一一一一一一取
漁
一面
已
に
し
て
別
紙
の
通
り
、
税
金
上
納
可
仕
候
間
何
率

特
別
の
御
仁
恤
を
以
て

願
の
旨
趣
御
聞
:
:一一 :

相
成
下
置
度
漁
場
・
圖
面

相
添
願
人
連
…

un
．．

此
段
率
数
願
候
・一一

明
治
十
四
年
六
J-1

膽:
振
関
千
，一一一部
r
，城
村
-
-

:

番
地

平
h
-一
新

保

鐵

一一一一一

創
立
滿
五
十
周
年
記
念
に

際
し

て

鈴

木

幾

太

郎
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本
年
は
千
:
成

姚一館
附
化
場
創

立
満
一」・一十
周
年
に

相
営
す
る
の
で

姚
．一一M一保
護
協
合
機
開
報
誌
館一館
:
集

報
第
三
十
八
號
を
記
念
號
と
し

て
發
fl-
せ
ら
る

』理
定
の
山
で
自
分
に

對
し
何
か
追

想
記

を

描

:

m一一．せよ
と
・一一一一 :長
稱
-

lif-
氏
よ
り
動
誌
を
受
け

た

。
不

，常
-Jl-
才
費
， '．心

を

一一… :
す
恐
あ
る
を
知
る
と
a
難

ど

、
創
立
常
時
の

一就一一M一一一一 :の
多
く
は

故
人
と
な
-・一a
か
に
那

山
:

t
:

W一
四
郎
氏
の
健
在
す

る
の
み

で

、
敢
て
数
に

械

一--
を
決
意
し
た
の
で

あ
る
o

T

「，成
附
化
場
の
和
立

は
明
治

二
十

一
年
と
記

憶
す
る

。
之
を
通
想
す
る
に

営
つ
て
は
先
づ
常
時
の
・一一?-一
座一一一一一一一長
で

あ
つ
た
功
然
力

許
伊

一藤
一
降
一 :一 :

-
'

を
説
か
な
く
て

な
る
ま
い

。一 :

-一一'は
開

拓
使
の
命
を
受
一 :一 ::-

一一-
米
水
L

-:

・

～
一一
調
の
-3
，m
外
へ
一紙
造
せ
ら

れ
た
の

は
人
の
知
る
處
で
'
明
流
二
十
年
，歸-
聽
す
る
や

從
來
一動一一一一係
で
あ

っ
た
水
産
を
一
課
と
し
て
水
産
課
を
新
設
し
自
ら
水

点
課
長
と
な

l

l
l

、
十

九
年
農
學
校
を
率
業
し
て
動
業
係
動
務
中
の
和
国
健
三
氏

を
水
産
課
に

轉
ぜ
し
め

、一一一〈 :=一一一、以
前
の
率
業
生
で
あ
る
野

一灘俊
次

郎
氏
を

（営
時
研
一一一 :-一
生
な
り

）
選
找
し
て
水
産
調
査
隊

を

組

織

し

、
全
道
に
u一一り
之
が
調
在
に

多
大
の
努
力
を
排
は
し
め

、
北
海

道
・
-
-一一一一一一機
一n-一一調
一一一:一報
一一一一 :i一一を一f l J

行
し

、:
=一ハの
後
引
観
き

-lia
'
姚

、

館一'
一E
一
、一一一 :一ルー
一一…・等
（之
は
北
大
宮
部
教
投
指
任
現
在
は
名
一器
一 :

数
一
投

で
あ
る

）
を
調
本r-
書
と
し
て
發
行
現
今
-l-
き

一…一---物
と
し
て
參
考
の

資
と
な
っ
て
居
る

。

之
よ
-・-・明治
二
十

一年
一一一a
最
-一一一n-
lta
最
事
校
率
業
式
場
に
於
て
'

、
率

業
生
藤
村
信
吉
氏
が
堂
一一一一雄
解
を
振
つ
た
の
は

、
水
産

一一一一一m
に
開

す
る
一・一:-一の
率
業
論
文
で

、
技
術
の
進
歩
に

依
つ
て
は
・

-f
、米
の
卵
子

を
支
笏
、湖
に

移
如
す
る
一……一一一」
-
も
可
能
で
あ
る
-a一を
-

u
l

'

ん
だ
-n
で

、・一一一・

尚
一一一一人
の
一一一一r・一一一一一一に
響
き
を
感
・
ず
る
産
で
あ
る

。
数
十
日

な
ら
・
ず

し

て
一n :

-
'

は
千
一一一一一解一一一化
場
の
、一-E一任
と
し
就
職
し
場
:u一
を
指
-f
し
て
伊
藤

氏
の
施
設
に

援
一明
し
た
の
で
あ
る
o

営
時
場
一 ::
-一一と
し
て
一一一一一一入
れ
た

の
は
酒
井
宮
次
郎

（茂
邊
地
村
出
身

）、
今
周
之
一一0（後
:
利

と
改
名

水
-
用
'

做
一M
l

:

所
出
身

）、
一一一一ル一f
--

」
-
八

（政
一一一一 :

-

， i-一一士
）、
-1-0
川
済

（靴
屋

帳
場

）、郡
山
従
四
m
-

（索
蘭
那
役
所
出
身

）、
小
谷
作
明

（大
工

）

小
松
鐵
成

（人
夫
上
り

）等
で
あ
っ
た

。

:

」'，一一 :

處
へ
自
分
は
明
治
二
十
四
年
十

一
月
一T
…一一一一一一一一一一，化
場
へ
過
任

し

て
場
員
の

一
人
に
加
つ
た
の
で
あ
る
o

然
し
創
立
以
前
か
ら
の
事

を
能
く
知
つ
て
居
る
か
と
疑
間
を
發
せ
ら
る
・・
方
も
あ
ら
う
が

、

自
分
は
渡
道
0
際
伊
藤

一
隆
一 :

-
:
l一が

洋
行
中
氏
の
資
父
期
十
郎
一 :

…
:

-一へ

添
書
を
携
へ
て

一
意
投
學
校
目
指
し
て
來
た
の
が

明
治
十

九
年
と

記
憶
す
る
故
に

、
氏
の
留
・:
:・
中
か
ら
歸
朝
後
の

施
設
活
動
方
----
に

一f一る
迄
多
少

知
一:-一一一し
得
た
の
で
あ
る
o

営
時
の
場

」
u
は
前
述
の
通

り
で
あ
っ
て

今
一=
-
-一は
間
も
な
く
岩
内
へ
轉
じ
残
る
場
:
--

」で養
、M
し

た
の
で
あ
る
が

、
夫
れ
が
又
原
始
的
で
一一 :

:
-一一一使
文
・ :
:・一も
な
け

れ
ば
帳

- 3S -



薄
も
な
く

、一
際
の
記
録
は
僅
か
に

親
魚
抽
獲
表

'
探
卵
表
等
で

之
が

一一一一 :
随
の
解

一一一化
場
で
あ
る
か
と
哄
聲
を
發
し
た
事
も
展
・一一一で
あ

り
一一一一一に
通
態
の
亜
り
で
あ
つ
た
o

之
で
は
な
ら
一n
と
那
山
'-
' :

W一四
郎

と
協
議
し
て
帳
簿
備
付
及
往

一使
文
書
の
整
理
を
本
園
に

請
求
し
て

一々
記
入
す
る
一那
と
な
り
潮
次
改

一一一n:
を
加
へ
て
今
日

に
系

つ
た
の

で
あ
る

。
さ
り
な
が
ら
賀
地
の
就
業
振
り
に
一-
・一'つ
て
は
一設
に

緊
張

し
た
も
の
で

、
一
一一一上
司
の
指
都
を
率
じ
て

一旬
も
す
る
事
な
し
と

一一一一っ
て
良
い
の
で
あ
つ
た

。 :一一一に
忘
れ
る
事
の
出
來
な
い
の
は
明

治
二
十
五
年
の
事
業
中
一一n一上
せ
る
親
一一n一の
多
數
で
解
化
室
の
床
下

造
進
入
し

、
本
川
は
勿
論
各
支
流
に
も
'-ll-
上
す
る
も
の
が
彩
し
く

:

-
:

ー
ハ

の
-;l-
観
は
賀
見
せ
る
人
で
な
く
て
は
容
u :
物

に

知
る
が
不
可
能
で

構
に

経
漁
に

際
し
て
は
一一一一一一川一が
一一?
一一一し
て

河
-

-lr:
に
被
み
上
り

、
…一一一一

々

と
し
て
一一9一一一一一し
典
氣
外
を
っ
き
流
;-l-
清
一
例
を
流
2

る

千
'一一一川も
一-

l l
j

湖
す
る
に
一f・一
り

、
術
生
上
の
見
地
か
ら
も
何
と
か
し
な
く
て
は
な

ら
a
と
村
民
等
有
志
は
適
確
に
請
願
し
て
之
れ
の
取
除
き
方
を
行

一一 :--
一
無
一和
百
石
を
製
し
た
も
の
で
あ
る
o

之
を
最
初
よ
り
賀
行
し
て

居
つ
た
ら
恐
ら
く
数
百
石
に

進
し
た
事
と
思
は
れ
る

。

解
化
場
の
大
酸
特
， :n
者
の
横
行
に

は
今
-
簡
取
締
上
因
難
を
感
じ

て
居
る
だ
ら
ぅ
が
営
時
は

一一一一一難
一
那
を
械
め
て
居
つ
た

。
数
に
於

て
整
付

一一一一一-J
，一 :一常
時
-f
漁=
者
の
親
'・一:一一で
あ
つ
た
新
保
清
オ

、郎
を

一一一M-1

化
場
抽
獲
場
の
船
一明
に
探
用
し
て
緩
和
を
讓
つ
た
が

、
船
頭
の
家

は
千
歳
川
の
下
流
長
部
に

あ
つ
た
の
で
自
分
は
解
化
場
に

來
て
堂

一一船
頭
と
し
て
働
き

、
自
家
で
は
家
族
の
者
に
密
漁
を
さ
せ
る
と

一一一ふ異
例
を
作
り

一時
間
題
と
な
つ
た
が
精
理

一一一，一
識
い
て
1--
然
に

之
を
止
め
た
事
が
あ
つ
た

。

割
-lf
採
卵
は
操
卵
を
迅
連
と
す
る
難
か
ら
全
く
必
要
な
技
術
で

あ
る

。
明
治
二
十
八

、
九
年
の
'

5
藤
村
技
手
自
慢
の

一
つ
と
し
て

之
を
提
一M一一し
た
が

、抑
之
は
明
治
二
十
六
年
度
自
分
が
西
別
解
化

事
業
-;
，n将
の
爲
出
張
越
年
し
た
事
が
あ
る

。
営
時
道
路
な
き
三
里

半
の
原
野
を
馬
青
に
依
つ
て
卵
子
を

一速
搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た
が

、
途
中
大
吹

一一一一一に
通
過
し
r
，f軸
よ
り
タ
刻
迄

一
日
科
り
で

决
行
す

る
因
難
を
一一m一一一心し
、
親
a一を
制
--i-
し
て

受
描
す
る
な
ら
ば

二
一 :j :M
=

:

く
は
三
解
以
上
の
一' :
-

さ

で
一一一?J
し
得
ら
れ
る

利
益
が
あ
り

一一
．-
f
技
手
と
協
力
し
て
獨
力
之
れ
を
'-- :一行
し
大
に

使

一=一一=
過
速
を

感
じ
た
事
が
あ
る

。
W
く
一
利

し
て
研
究
を
重
・a
．
る
事
と
し
て

居
つ

た
の
に
偶
一一一解
村
技
手
も
採
卵
場
の
下
流
に
移
轉
す
る
と
同
時
に

歴

一一一
之
を
流
感
し
割
-「f探那
を
實
施
し
た
も
の
を
發
表
し
た
o

依
つ

て
前
記
の
次
第
を
陳
述
し
必
要
は
發
明
の
母
で
あ
る
一M前
・

の

事
一一一一一e-を

示
し
た
の
に

「そ
う
か

」
と
大
笑
せ
ら
れ
た
事
が
あ
る

。兩
來
引

一一一一・一一?，一
．
-一，日
に
一-
'

る
迄

金
通
一
般
に

之
を
一一一 :--f
行
し
て
居
る
事

は

一一一一一一一

- 36 -

の
-一一'味
を
一a
-
一・f :
， ・
，

る
次
第
で
あ
る
o

一 :

i一解
'

の
移
病
は
明
治
二
十

三
年
千
島
国

「ウ
ル
モ

べ'
ツ

」へ
兒

玉
場
--…-
を
一派
造
せ
ら
れ
常
場
へ
移

一用 :

'

せ
し
め
た
o

「ヵ
パ
チ
ッ
プ

」
の
移
一城
は
明
-lf-
二
十

一一?一
．一一一，釧
路
因
M
一一一、．湖
へ

那
-
場
n
:一を一派
-
'u
せ
ら
れ
操
卵
を
行
は
し
め

、
之
を
本
場
附
-f
支

場
湖
解
化
場
へ
移
殖
成
育
せ
し
め

、
部
山

一 :一 :

-
'

は

一……一・身
同
解
化
場
に

越
年
し
て

、
あ

』支
場
測
や

文
笏
測
や

と
文
笏
測
の
風
最
を
絶
一一，--
la
----

せ
ら
れ
た
事
が
あ
る

。
同

一…:-一は
將
來
同
場
附
近
の
開
，m
せ
ら
る
-

」

や
一絶
一一一一の :
-
'-
--

m
-

一一地
と
な
る
・一一一?M一一一知
し

、
来
開
地
:l;

:

地
一
の
桃
下
を
出

願
せ
ん
と
奔
定
し
た
が
噂
の
み

に
経
り
途
に
一一 :

-一一K現
し
な
か
つ
た
の

はa
i
u

權
な

一…一一で
あ
る

。
同

氏
が
現
在
の
-
-
1

・一一一一一'測
附
近
を

一
見
し
た

な
ら
ば
感
概
果
し
て
如
何
な
ら
ん
と
想
像
す
る
も
の
で
あ
る
o

各
統
孵
化
盆
の
試
驗
成
續
發
表
は
明
治

二
十
六
年
の
一明
と
思
ふ

北
水
協
・一一一 :

:

雜
誌
にSm

:

-一一一せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る

。
之
も
藤
村
技
手

の
發
楽
で
漆
一一照
盆
'
錫
メ
ッ
キ

盆
'
-

一
ッ
ケ

ル
メ

ツ
キ

盆
を

一
期

間
成
統
を
指
営
し
て

發
表
す

る
も
の
で
あ
っ
た
が

、何
れ
も
漆
塗

を
行
つ
て
解
化
一a一一一を
調
製
す
る
に

は
漆
に
か
ぶ
れ
て

期
と
一K
は
・

ず

手
と
一一一は・
ず

一
組
の
前
一'

物
を
生
一-l-
る
の
を
一解
一一つ
て

之
を
行
-
も
の

が
な
か
つ
た

。
時
に

一商
年
・
E一
氣
の
自
分
は
人
の
出
來
な
い
事
を
行

つ
て
見
た
く
思
〇

、
遂
に

之
を
引
受
け

自
ら
漆
一a
5
-
-

'

を
行
〇
解
化
盆

を
E
要
-

、解
メ
ッ
．・、一一ツ
ケ
ー
'メ
ツ

・a
と
共
に

Ba
-
了

し

、 :一一一-卵
を
之
に

盛
つ
て
演
重
な
る
試
験
を
経
た
精
果
を
發
表
し

た
も
の
で
あ
る

。
識

，驗
の
結
果
一一一'一一一一一一一一一一一
の
成
一一M
が
第

一
良

一一一一で他

の
----
'
化
一0一一一一一一，-r
-

・一一一一 'い
だ
の
で

、
蘭
来
本
場
で
は
一一一一一 :-一の
本
職
人
を
一 :
-
-
-一

a
之
に
塗
方
を
命
じ
今
日
に

一能一
り

、
全
適
中
の
解
化
場
で
も
有
数

な
も
の
は
此
の

，一一一法
‘
盆
を
使
用
す
る
も
の
が

試
出
す
る
様
に

な
つ

た
の
は
満
是
此
上
な
き
:-f-
とms

つ
て
居
る
o

-E
推
場
の
移
轉
及
び
抽
前

一;ll-
の
設
世
は

明
治
二
十

九
年
前
後
と

Es

ふ

。
常
初
現
在
の
本
場
前
の
川
で

、
抑
獲
せ
し
組
魚
の
老
・一一一…
が

多
き
を
知
り

、
千
一一一一一一橋
一
附
近
に

移
し
て

捕
姓
す
る
一…
一～-j--
と
な
っ
た
と

同
時
に

抑

一m- :一-一-
を
設
計
し
た
o

」
1l;
は
伊
:
-
l一一f::一
が
一一一一米で
取
調
ぺ
た

る
も
の
で
米
開
水
産
業
報
告
書
に

描
1---
し
て

あ
つ
た
も
の
を

、
腔

村
校
手
凋

e
の
技
備
を
發
部
し
て
得
た
も
の
で
現
在

の
沛
角
'・
川--
が

そ
れ
で
あ
る

。
抽
整
場
を
千
城
橋
附
近
に

移
し
た
が
一面一一一一一一n一多
き

を
以
て
更
に
現
在
の
抽
獲
場

「一一
シ
コ
シ

」
に

移
し
て
今
日
に

及

ん
だ
も
の
で
あ
る

。
解
化
場
總
器

一一の
事
業
も
亦
難
き
'-一一一一投と
一一一ふ事

が
出
來
る

。

兩
來
本
場
動
務
者
で
自
分
の
知
り
得
る
も
の
は
・

識
一 :
…一次
郎

、
中

平
」員

次
郎

、
越
出
徳
次
郎

、志
茂
主

一
郎

、
藤
非
顯

、森
1la
整
成

菊
地

」

u
f r

助

、
内
海
重
左
工
門

、半m
r

方

光

、
病
應
光
雄
の
一一，一一--f一:-'
と

- 3 l -



記
憶
し
て

居
る
が

、
内
-
体

脇

、一一一一:一 :

-一、
森
'

中
-

平
の
四
氏
は
S
に

故
人
と
な
っ
た
が

、

偶

場
長
と
な
り
速
に

物
一一一一一一一一
過
を
受
け

水
J i-
'

界
に

於
け
る

一切
任
特
遇

の
最
初

一一一人
者
と
な
っ
た

。一一一人 :一一商一一 :i'は
出
一一:一M :
省
に

入
り

「n

シ

ア

．一
に

派

一一aせ
ら
一一，0
・・・一…一一一前
後
一一一一一同一一一一ん
ど

「ロ
シ
ア

」に
在

--f
し
て
有
数
の

「ロ
シ

ア

．一

通
と
し
て
知
ら
ス一一・・一一
に

一一n一つ
た

。一一一

E
一:-
'

は
現
に

水
産
．
，一一一長
と
し
て
活
動
し

、
痛
藤
一=-
，

は
解
化
場
長
と

し

、粘
鋼

地
一 :一一一一は
水
一一一一一一'，一一一 ::崛
一一一
．一，と
し

、内
海
一:-
'

は
---f
化
場
の
囑
託
と

し
て
夫
・一一敏
腕
を
振
は
れ
つ
・・・一あ
る
は
談
に

流
一
決
一一m
り
な
き
事
で

あ
る
o

入

，日
よ
-l
）-・一ル
十
年
の
一
背
と
:

=一ハの
經
過
を
刷
る
時
一“:
人
の

一一一一想
だ

に

し
な
か
っ
た
發
展
を
送
げ
た
事
は
-ln
英
の
偉
大
な
る
に

驚
か
ざ

越

田

德

次

，一一

る
を
得

な
い
の
で
あ
る

。
而
も
交
通
不
使
の
地
一 :
-

一一一蘭
線
鐵

一，-j;-開
通

顧
み
れ
ば

、明
流
川
一-
ル

'
六
年
の
明

、

そ
れ
は
自
分
が
水

一，fの
事
窓
を
離
れ
ん

と
す
る
時
期
が
一-l-
づ
い

た

と
き

、n

頭

、學n
l
n

．

で
身
を
立
て
た
い
と
一…一 i

っ
て

ib
た
考
へ
は
-l!f
務
的
に

し
や

う
と
一
要
つ

た

。:::
一一一明
の
地
方
賀
科
で

、
目
本
の
水

産
の
將
來
に
目
観
め
た
か
ら
で
あ
る

。

そ
し
て
一一 :- :--
-一一の範
開
?
-

一・:-
・一一一
-l:
姓一--n'
開
係
と
定
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以
來

、
千
一一一以
は
:W一一一一一の街
道
で
あ
る
と
迄
世
開
を
騒
が
し
た
事
を

迫
想
す
る
時

一
后
の
感
概
を
覺
ゆ
る
の
で
あ
る

。

然
る
に
場
一一果一一一一氏
は
粉
-
l--

弾
身

一
意
孵
化
場
の
發
展
の
爲
め
意

ら
・

ず
雜
林
變
じ
て
公
園
と
化
し

、
電
燈
は
輝
き
支
場
湖
・一一畔
迄
汽

車、
パ
ス
の
運
轉
せ
ら
る
-l
，盛
況
を
見
て
は
誠
に

概
一一一一（
W一一一 :

地
感
概

無
量
と
中
す
他
一一一ふ所
を
知
ら
字

。
期
一
かmS

ふ
所
を
述
ぺ
て
追
想

基
一十
基
一一一n化'M●開
要

め
た

、姓
錦
開
係
と
し
た
の
は
布

一學
を

や
っ
て
一e
た
頃
か
ら
の
好
み
で
も
ぁ
っ
た
が

、
又
常
時
の
所
長
松

原
新
之
助
氏

、
恩
師
日
幕
忠
氏
の
指
導
の
せ
い
も
あ
っ
た

。同
じ

く
三
十
六
年
い
よ
い
よ
學
業
を
お
へ
て

自
分
は

:lm
i

一館

一の
實
地
研
究

か
た
が
た
千
一一一一一一の
解
化
場
に
先
一つ
就
職
し
た

。
こ
れ
が
そ
も
そ
も

自
分
の
千
歳
解
化
場
と
の
機
の
出
來
た
初
め
で
あ
っ
た

。

常
時

、
此
0

解
化
場
は
二

、一一一一-
一一一一，商粒
の

一一一一一卵
'

の
人
工
聯
化
が

英
の
主
な
る
事
業
で

、毎
年
十

二
月
か
・り

一W一年二
、
三
月
困
ま
で

千

一一一一一で
探
卵

、解
化

、一同
育
に

從
事
し
た

。採
卵

、解
化
が
す
む

と

、丁
度
-e
元

節
を
迎
へ
る

、
解
化
場
の
前
庭
の
根
雪
の

上
で

煌
一一一・し
た
陽
光
を
浴
び

、
此
の
日
を
率
祝
す
る
氣
分
は
素
晴
ら
し

い
も
の
で
あ
つ
た

。又
聯
化
事
業
の
餘
一一M一に
は
一
随

一の
採
卵

、
池
中

一一-9
殖
等
を
や
っ
た

。特
に

場
内
の
建
物
の

一
室
に

設
け
ら
れ
た
研

究
室
に

立
て
徳
つ
て

、
自
山
に

姚
解
の
發
育
般
態
や

、
魚
病
等
の

研
究
を
や

ら
せ
て
も
ら
っ
た

。
夏
期

、
研
究
室
で
m那
公
1

::
-一:-
の
難
を

聞
き
一一一「ら
、
解
一一:f一…一:一驗
に

餘
念
な
か
つ
た
常
時
を
思
〇

出
し
て

は

愉
決
で
た
ま
ら
な
い

。・:一一一一一一一一一一化場
に

居
る
こ
と
満
三
年
で
自
分

は
常
時
始
め
て
出
來
た
札
幌
水
産
科
に
轉
職
を
要

一i一一さ
れ
た
が

、

そ
れ
は
．f一斷
り
し
て

、
明
治
三
十
1

儿・L年
;・L月
子
:器
域

を
一獲
つ
て
・一一果
京

1l. l l l l 9 l - ,.一十 i l i 十 itla) あ - t
つ lだ は ili 9fi 自 に
て 1lii_ ° こ 接 化 分 R ,、i
か 東  の の 場 の  つ
ら に 時 開  と 千 た
師 造 係  の 践  °

三
ヶ

一一一-間
一一:一水
-

f
t
i9

所
に
居
つ
一1・一一一一一解養
第
〇

他
に

水
産
動
・
物

の
講
義
を
や
-l・、後
農
林
省

（営
時
農
商
務
省

）
に
;a
じ
て
か
ら

は
七
年
間

、一ni
一
館
一
を
中
心
と
し
て

一
般
水
産
動

:

械
物
一養
殖
の
行
政

事
務
に
た
づ
さ
わ
っ
た

。
大
正
五
年
か
ら
昭
和
十
年
迄
の
十

一"一・L年

間
は

、
こ
れ
も
姚
館
を
本
体
と
し
た
日

露
漁
業
、
條
約
の
改
正
事
務

に

從
事
し

、
最
後
の
御
率
公
を
し
た

。

n

a

和
十
年
能
館
漁
業
の
先
進
平
塚
常
次
郎
氏
の
知
遇
を
得
て

'

目
下
從
事
し
て

一e
る

、太
平
一一， :
:

漁
業
會
社
に

迎
へ
ら
れ
た

。
太
平

洋
漁
業
合
-f-
と
之
ふ
の
は
目

魯
漁
業
合
社
と
同
様

、
能
館
一m一一一一・一一の

合
社
で
あ
る

。

nr
業
を
fll-
-llS
に

得

、
千
J

破
解
化
場
就
職
で
一
初

め
て
世
の
中
に

出

て
以
來

、
今
目
一一．一一一一始-
ん
ど
三
十
六
年
間
-
、0

悦
し
い
が
．”一一一一一'蟀
々

々
で

前

，解
し
て

、今
一画
ほ

:一一一'一館一を
や

つ
て
ゐ
る

。
こ
れ
を
-一、一と
'-
J

i
-

、

一一一一先，一一・に多
大
の
感
前
の
念
を
搾
げ

、又
直
接

、
間
接
機

:
-

i
n
．
に

な

っ
て

異
れ
た
幾
多
の
館
的
に

報
認
0

念
を
起
さ
・

ず
に
は
居
ら
れ
な

い
。
同
時
に

一Mi'-一M
-

一一一'究
の
-
-
-

?

際
的
總
驗
を
興
/

ら
れ
た
千
:一一一'師 :
化

場
の

一患
も
忘
れ
る
事
は
出
來
ぬ

。

千
一一域
一一m一化
場
は

、
本
， 1一一一-一型一 :1一一五
十
一同
年

、・
目
分
は

:
-

E
i
'

螂
に

総
を

持
つ
-一今迄
に

三
十
六
年

、
一
脈
の
相
通
・f
，
る
も
一一があ
る
様
な

氣
が
す

る

。
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明
に

夕
刻
か
早
院
に

聞
く
シ
ョ
ー

ビ
ン

と
一一一一一・一一一 :一一の望
が
ピ
ー

と

妙
に

'm一し
く
響
く
の
が
賀
に
堪
ら
な
く
心
を
一・一一J
・・・-
る
の
で
あ
つ
た

ん

，で
も
此
時
期
に

千
競
へ
行
つ
て
～:
の
同
じ
聲
を
聞
く
事
が
あ
る

が
そ
の
頃
が
誠
に
な
っ
か
し
く
い
ろ

く
な
思
〇
出
と
結
び
っ
い

て
明
ムm
末
年
頃
の
自
分
と
一一一一ふ
も
の
が
限
に
映
る
様
な
氣
が
す
る

こ
れ
か
ら
大
正
四
年
七
月
迄
の
間
の
千
競
の
生
活
は
今
に

な
つ

て
振
り
返
つ
て

翻
る
と
:

伸
・一一'に
面
自
い
事
が
多
い

。
そ
の
中
で
も

氣
値
な
優
を
親
の
様
に
指
導
し
て
異
れ
た
藤
井

一--
n
に
一一一一a-て
は
特

に

語
つ
て
見
度
い
氣
が
す
る
が
餘
り
長
く
な
る
の
で
他
日
の
機
，

-一一 ::

に

護
る

一…-一
と
し
て
此
度
は
千
城
孵
化
場
へ
赴
任
し
た
'明
の
一一u〇
出

に

止
め
て
お
く

。

'

一
的
來

，M:風
秋
兩
二
十
餘
年

、
そ
の
間
も

一用
ど
毎
年
と
一一一一'一一一て
も

よ
い
位
同
場
に

出
か
け
て
行
く
機
會

が
あ
る
の
で
同
場
に

對
す
る

観
み
は
決
し
て

減
ら
な
い
。
殊
に

北
海
通
館
館
解
化
場
が
組
識
さ

れ
同
場
が
本
場
と
な
っ
た
昭
和
九
年
七
月
よ
り
十

一
年
十
二
月

一一一一

の
間
は
乏
し
き
を
任
を
場
長
と
し
て

一一的過
一r・分
を
同
場
に

基
ら
し

営
の
感
じ
を
現
場
で
満
喫
す
る
機
合
を
得
た
一1J

と
も
面
1 i
い
因
機

で
あ
る
と
思
ふ
て
居
る

。

千
歳
解
化
場
，
、一其
の
環
境

を
低
び
て

菊

地

覺

動

現
在
の
北
一一一一一一適
a-
館
筋
化
場
千
一一一一一一…n一業
場
も

、
名
稱
の
・ :
' :

で
は

幾
多
の
理
一一n一は
あ
つ
た

、
常
て
は
本
場
と
し
て
全
道
一・ :

:

ル

十
餘
の
解

化
場
總
元
締
と
し
て

號
令
し
た
も
の
が

、・
那
一一一一一一場
と
い
ふ
名
一構
に

一一一轉
直
下
し
た
こ
と
だ
け
で
も

、
今
年
創
立
滿
一五
十
用
年
を
迎
ふ

る
に

常
つ
て
和
に

感
概
無
量
の
も
の
が
あ
る

。
此
の
間
本
一通
師

一一化

事
業
の
-f
艦
地
と
し
て
識
多
斯
界
に

真
献
さ
れ
た
一一計・は
一
間
知
の
こ

と
で
あ
る

。
本
一
點
別
一開
で
一一一一一か
之
を
書
い
て

置
い

た
が

、
今

"- :

の

l一一一一n一場
を
中
心
と
し
た
環
境
の
愛
選
と
い
つ
た
こ
と
は

、
今
日
之

を
知
る
・
人
々

も
一至
て
少
な
い
し
'
又
記
鐵
す

べ
き
費
料
の
大
部
分

を
失
は
れ

、
更
に

年
月
・

--1
の
經
る
に
從
一一一一一一一一一間
の
事
-構
も
一時
一一一一職
氣

に

な
っ
て
行
く
で
あ
ら
ぅ

か
ら

、
か
な
り
古
く
か
ら
此
處
に
動
務

し
た
一一一一一の
あ
る
M

無
・

者
が

一・一一 :一一 i

-一一・一一一 :-一一M・か
ら
聞
い
た
り

、
又
は
賀
際
自

分
達
の
經
驗
し
た
～:
と
を
思
〇

出
の
一使
に
一
殺
つ
て
一・一 :

a

十
年
間
の
變

la
を
知
る
の

一
端
と
も
な
れ
ば
幸
と
，
多
少
興
味
的
に

筆
を
取
つ
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て
見
た
…---
第
で
あ
る
o

過
去
五
十
年
間
に

か
ら
ま
る
人
々

の
事
を
書
い
た
ば
か
り
で
も

勝
分
面
自
い
こ
・・一一J
・・・一9
1一は
れ
る
が

、

能一:
か
れ
る
こ
と
・・・一一…u
ふ
か
ら
行
く
が

こ
れ
は
他
の
人
-

に

よ
り
て

明
治

二
十

一
年
に

時
の
道

て

人
工
解
化
場
は
先
以
て
解
化
用
水
は
初
水
一m一一一一常
の
應
で
な
け

れ
ば
い
け
な
ぃ
と
い
ふ
と
こ
．
ろ
か
ら

一…a一一
ら
千
蔵
村
方
面
を
物
色
さ

れ
た

。
そ
れ
は
営
時
北
海
適
の

一
等
適
路
で
あ
り
札
幌
室
蘭
間
の

國
適
を
旅
行
す
る
-

:

ハ
一一一は
、
千
歳
村
に

入
る
と
火
山
女
を
透
し
て

流
る
-

幾
十
の
小
川
は

、
す
ぺ
て
清
冽

:

棚

す
べ
き
も
の
が
あ
る
の

-C
そ
の
上
流
に
は
必
・一「や
湖
水
が
あ
ら
ふ
と
千
一一一一一の
土
人
等
に

聞
い
て
現
在
の
場
應
一…一ちl-
柵
舞
村
字
ル
1
，一
ン

の
地
を
投
定
さ
れ

た

。
そ
れ
は
支
笏
湖
に
ァ
メ

マ
ス

釣
に
行
く
' :，一人
或
は
付
:

M
:

-一が
よ

く
知
つ
て
居
つ
た
の
で
一一一，く
理
想
の
地
が
求
め
ら

れ

た

一一一一で
あ

る
0

今
の
第
一
解
化
室
の
水
源
の
と
一c
ろ
は
一
分
間
に

二
十

一
立
方

一一一 :

ハ
も
出
る
湧
水
川
で

、
賀
驗
空
前
の
発
布

一池
，の
處
に

は
秋

一一一一・a
i一
は

浮
山
に

一一一一一上
し
て
産
卵
せ
ん
と
す
る
様
は
一一一一一翻
を
極

め

た

も

の

で

、一随
て
能
は
幾
ら
で
も
捕
り
放
題
で
あ
り
、夜
間
此
應
に
・一一一 :上
し

た
離
を
一 ::T・
朝
行
つ
て
あ
の
出
口

を

一
寸
木
相
の
や

う
な
も
の
で
塞

「--表ん
に

捕
つ
た
-
の
だ
と
い
ふ
本
人
の
直
話
を
聞
い
た
事
が
0

る
-

・
前

心

一一一一一村
の
連
中
は
馬
で
山
一
越
し
を
し
て

來
て
ル
一一一ン
で
夜
明

か
し
を
し
望
'

朝
そ
の
流
義
で
一
離
を
加
つ
て

行
つ
た
そ
う
で
あ
る

。

小
川
で
さ
へ
一画
目
つ
然
り
本
川
に

於
て
は
賀
に

彩
し
き
も
の
で
あ

つ
た
一那
は
想
像
に
離
く
な
い

。
音
-
M
文
右
工
門
の
請
負
漁
場
が

今
の
千
・破
市
術
地
手
競
橋
の
右

一一一… :
に

在
つ
た
時
代
に

は

一一，・一一一一一川
で

の
能
は
年
々

二
千
石
（十
一一 :一一一 ::-

-
-一
）以
上
も
-ll0
独
し
て
居
つ
た
そ
う

で
あ
る
o

現
解
化
場
の
平
地
は
常
時
仙

一--n
の
人
水
田
武
治
な
'る
者
が

一'家を

建
て
网
田
に

畑
を
排
作
し
て
居
つ
た

。

（現
在
の
第
六
號
試
驗
地

の
處

）
川
向
に

も
:llE
が
あ
り
こ
れ
の
交
通
に
最
初
は
獨
木
船
で
あ

つ
た
が

、
後
に

簡
易
な
る
橋
を
架
け
た
が

一一一一〈
笏
．湖
方
面
に

釣
に
行

く
人
な
'ど

は
此
の
橋
を
調
法
が
り
盛
ん
に

利
用
す
る
の
で

、
水
間

某
は
橋
錢
と
し
て

一
人
か
ら
一
錢
か

二
錢
だ
つ
た
か
を
取
る
事
に

、
、

し
た
の
で

、
--::
つ
そ
り
ロ
ハ

で
波
つ
た
と
い

ふ
人
も
あ
つ
た

。
水

問
某
の
土
地
宅
地
二
百
四
十

九
坪

、
耕
地
四
反
九
一ni
二
十
・:一一一一を
買

上
げ
隣
接
官
有
地
一
千
五
十

五
一ml・一除
を
解
化
場
用
地
と
し
て

愈
-

北
海
適
一=
中
央
人
工
孵
化
場
が
出
來
た

-lln
で
あ
る

。

．

事
務
所
は
現
在
の

一一一 :l'
驗

一一f
の
處
で
二
階
建
に
な
っ
て
居
つ
た

。

階
下
は
作
業
室
や

休
一想
室
に
充
て
ら
れ
此
産
か
ら
第

一
解
化
室
に
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通
じ
て

居
つ
た
し

、
直
ぐ
入
口
の
横
に
は
二

J
w

建
の
場
一u一官
合
が

あ
-l-

、
=
、の
後
此
の
官
合
は
幾
回
か
修
繕
さ

れ
て
現
在
は

一
番
興

の
官
合
と
な
っ
て
居
る
そ
れ
で
あ
る

。
水
間
某
の
居
性
し
た
家
は

現
在
第
五
號
試
驗
池
の
前
面
原
の
中
に
大
分
改
造
さ
れ
て

定
夫
合

と
な
っ
て
居
る

。
英
の
後
色
々

の
建
物
が
出
來
養
-lb

池
が

一別整
さ

れ

、
又
能
親
a
．の
捕
整
場
も
始
め
は
現
在
第
一一一 :一購
化
室
の
前
の

邊

で
奧
細
を
や
っ
た
が
面
自
く
な
い
の
で
構
内
千
競
川
補
の

一
寸
下

流
で
ウ
ラ

イ
紹
で
親
魚
を
術
獲
し
た
が

'
明
治
二
十

九
年
に

一一，'一一一一一

市
街
地
千

一一以
橋
の
上
流
，の
産
で
-hl-
-
-
単
を
使
用
し
更
に

三
十
年
今

の
西

:

越
一n-一卵
場
に

移
轉
さ
れ
た

。

明

一-二
十

七
年
藤
村
信
吉
氏
が
非
常
に
-

心
さ
れ
て
一釧
路
国
阿

寒
湖
よ
り
雄
館

（ l

， l-
人
語
力

パ
チ

ェー
ッ
ブ

）
を
移
加-
，
l
rv--

」
-し
て
か
ら

支
笏
湖
に

は
小
解
化
場
を
設
け

、
～:
れ
を
分
場
と
し
て
一一一a・
節
に

は

毎
年
場
--
が
出
張
し
て

居
つ
た

、
此
の
購
化
場
こ
そ
は
あ
の
山
中

に

於
け
る
人
間
の
一
楼
むp

f
l

'

一
の

一
軒
で
あ
り
成
田
三
作
と
い
ふ
定

夫
が
居
つ
た
。
千

一成解
化
場
と
支
笏
湖
間
は
約
五
m
f

、
此
の
間
整

尚
暗
き
:

林
開
の
細
通
を

一
人
ト

ポ

く
と
歩
く
事
は
ま
～:
と
に

物

淋
し
か
っ
た
事
は

、
此
の
仕
事
を
主
と
し
て

描
営
し
た
内
海
重
左

工
門
氏
な
ど
の
よ
く
話
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
筆
者
も
亦
展
々
味

は
つ
た
經
驗
を
も
っ
て
居
る

。
そ
れ
が
明
治
四
十

一
年
王
子
製
紙

會
，一一，が
文
笏
湖
か
ら
落
下
す
る
千
一茂
川
を
引
用
し
て

一
大
發
電
所

を
造
る
事
と
な
り

、
今
の
第

一
:tlE
提
か
ら
水
和
間
の

一一一一一林
は
俄
か

に

使
採
さ
れ

、
苫
小
牧
か
ら
報
鐵
が
布
設
せ
ら
れ
文
明
の

施
設
は

此
の
山
中
に
も
訪
づ
れ

、
支
笏
湖
と
解
化
場
間
の
交
通
も
一m一
に

使

利
に

な
っ
た

、
っ
い
で
第
二
、
第
三

、
第
四
發
電
所
が
設
け
ら
れ

た

、
随
て
報
鐵
も
之
に
件
ふ
て

延
長
さ
れ
た
が

、殊
に
第
四
發
一
電

所
を
一通
る
際
な
ど
は
附
近
に
居
る

産
も
な
い
の
で
土
木
開
係
の
．

幹

部
連
に
は
常
時
・一一一一一一い
て

居
つ
た

一 :n合
を
貸
し
て

大
に

便
一一一一一．を
計
つ

た
り

、
又
小
梅
電
維
一M:
社
が
第

一
發
-
-
一

所
か
ら
電
力
を
買
ふ
事
に

な
っ
た
時
の
如
き

、し
一
，
-一が
送
一一一…一一=-:線
の
測
量
一-一一n-
等
も
亦
解
化
場
の

官
合
を
貸

」
n
し
て

便
益
を
計
つ
た
も
の
だ

。

f
'・一一川
に

は
支
笏
湖
解
化
間
に

ネ
ッ
ト
ソ

ウ

、
力

マ
ソ

ウ

、
ホ

ラ

キ
ソ

ウ

、
ブ
イ
ラ

の
四
つ
の
一組
が
あ
り
河
岸
の
風
最
も
第
三
發

電
所
迄
は
一一n一に
一絶
性
で
あ
つ
た

）
ネ
ッ
ト
ソ

ウ

は
中
成
く
最
も
大

に

し
て
一M
に

堂
・一（半
里
も
速
く
か
ら
此
の
組
の
響
が
間
え
一一一一一観
だ

つ
た
が

、
現
今
で
は
大
部
分
を
破
'

現
さ
れ
第

一
堰
提
か
ら
引
水
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
水
さ

へ
チ
ョ
ロ

く
:一一一一…
ち
て
居
る

や

う

な
次

第

、
他
の

一組に
一一一一一っ
て
は
今
や
水
中
に

淡
せ
ら
れ
て

跡

方

も
な

、〇
・

l
:・

千
一一一一一解一
化
場
は
何
分
に

も
-

^
一M一離
れ
た
-
中
で
人
の
訪
づ
れ
る
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の
も
珍
ら
し
く

、
然
し
札
幌
か
ら
支
笏
湖
方
面
に

行
く
・

^
々

は
端

ん
ど
例
外
な
し
に

解
化
場
の
厄
介
に

な
っ
た
事
は
永
い
間
に

數
知

れ
-a
程
で

、
札
幌
・一一一一一朝
に

發
つ
て

あ
の
單
調
な
る
長
適
中
を
恵
庭

村

-f
市
街
地
迄
七
一M一一餘
で
か
な
り
疲
れ
る

、
英
度
で
泊
れ
ば
そ
れ

で
よ
い
が

、
山
越
二
里
餘
更
に

解
化
場
迄
た
ど
り
っ
く
時
は
最
:
午

や
足
も
上
が
ら
ぬ
位

、
そ
一1J

で
何
産
の
隅
で
も
よ
い
か
ら
:

n・め
て

異
れ
と
來
る

、
外
に
行
く
鹿
も
な
し
結
局
:m
め
て
や
る
が

、
斯
か

る
經
驗
は
一営
々
も
多
年
に
一一:1一つ
て
随
分
し
た
も
の
．で
あ
る

。

千
:
成

川
最I
後
の
發
電
所
で
あ
る
第
四
一n一一一一・一一所
が
出
來
る
に

つ
い

て
は
-llf
に
面
自
い
間
題
が
起
つ
た

。
そ
れ
は
文
化
の

爲

と

は
一一一

へ

、
此
の

:

離
一
館
保
誕
河
川
に

幾
つ
も
の
一M-～一一一一…一所
が
出
來
る
～:
と
は

孵
化
事
業
に

取
り
て
は
迷
惑
一f
-一
極
で

、
能
館
器
殖
上
大
に

支
障
を

來
す
も
の
で
あ
る

、
そ
れ
は
一講
が
第
二
發
電
所
の
處
迄
は
産
卵

の
一一一一一一一一一上
し
た
が
那
二
、'
第
三
發
電
所
の
設
置
に
よ
り
て

天
然
産

卵
床
が
機
牲
に

供
さ
れ
た

、
然
る
に

更
に
第
四
發
電
所
の
設
一
置
に

よ
り
て
堰
提
が
出
來
て

し
ま
-
と

、
此
の
間
の
一大
然
産
卵
が
不
可

能
と
な
り
之
れ
は
忍
び
な
い
一一一一一で
あ
る

。
解
化
場
側
と
し
で
は
一絶

對
一一一一一對
で
あ
る
と
な
っ
た

。一一～一
も
第
三
發
電
所
の
出
來
た
時

、
更

に
又
第
四
と
來
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
つ
た
が

、
會
社

側
で
は
も
一c，・
出
來
ま
せ
ん
と
い
ふ
答
で
あ
っ
た
の
で

樂
組
し
て
居

つ
た
の
に

此
の
計
一一a一を
聞
い
た
か
ら
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
-一一一一で
あ

る

。 j
-

時
合
社
側
は
政
府
要
路
の
大
物

、
有
力
な
政
治
家
な
ど
を

提
え
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら

、
一
解
化
場
が
解
化
事
業
論
を
眞
、向

に
振
り
か
ざ
し
て
見
て

も
一一一一一 :期一
の
一
斧
と
u-
鹿
に

し
て

か
・
'り

、
又

當
時
の
適
廳
土
木
部
の
一一一一部連
な
ぞ
も
合
社
側
に

好
意
を
持
つ
て

居
つ
た
の
は
:m
-一賀
で
あ
る

。
然
る
に

時
の
主
任
:
-
1

M一井
期
一 :

…
:

-
'

は
熱
列

な
る

一…一一一一一一 :-一要
に

一一一え
て

、
若
し
是
非
第
四
一一一，一一一…一一所
を
造
ら
る
・・'一
な

ら
ば

、
之
れ
に

依
つ
て
機
性
に
供
せ
ら
?
0

・、'一一一一-
の

一
千
萬
粒
に
相

常
す
る
解
化
場
の
aa
-

l一一一を
要
求
す
る

と
い
ふ
事
に

な
っ
た

。

一一r:
一一一一一側
で
は

一
千

一m一粒の
解
化
場
な
ん
て
そ
ん
な
べ
ラ

棒
な
も

の
を
建
架
さ
せ
る
と
は
如
何
に

i-
随
と
し
て
も
横
'梁
」で
あ
る
と
い

4
の
で
あ
っ
た
が
幾
多
の
折

一m．を
重
ね
た
結
果
解
化

場
に

凱
歌
が

攀
が
っ
て

、
大
正
八
年
一一一 :

一一一か
ら
か
け
て
常
時
と
し
て
は
最
も
限
新

ら
し
い
一r
-

a

一一m一コ
ン
ク
リ
ー
ト

、
亞
鉛
引
鐵

一一一一一0-一と
い
・一一一随
か

一
商

餘
国
の
策
々

な
る
第
三
解
化
室
が
生
れ
た

。
然
る
に
ど
う
で
あ
ら

う

、 :

=一ハ、の
年
は
非
常
の
大
漁
で
あ
り

、
新
設
の
第
三
解
化

一一一に
は

解
化

-9
の
塗
料
も
ま
た
一m一り
経
ら
な
い
の
に

ド
シ

く
採
--l-
場
か

ら
卵
が
入
つ
て
來
る
の
に

は
合
社
側
も
大
に
驚
い
て

、一Mi'
は
～:
ん

な
に

も
抽
れ
る
も
ん
で
す
かa

t
a

と
感
嘆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

。
そ

し
て
此
の
大
流
の
結
果
更
に
解
化

一 :「f-一一一m一一股と
い
ふ
一1J

と
で
:一一一一・1:-一年

- 4S -



に
は

一
舉
に

第
四
解
化
室
が
波
床
の
側
に
出
來
た

。
此
の
解
化
用

水
は
試
驗
池
へ
の
'
半
分
を
使
用
す
る
理
定
で
約
・一::-一十
間

、
こ
れ
を

ヒ
r一
-
ム

管
で
引
用
し
た
が
こ
れ
は
か
な
り
大
事
業
で
あ
っ
た

。

（此
の
場
處
は
明
治
四
十
二
年
の

一一一一 :大
決
水
の
際
一
時
間
ば
か
-:l

の
開
に

沈
床
の
側
か
ら
口一一一一一一し
土
砂
・

の
押
し
流
さ
れ
て

出
來
た
低

地
で

、
そ
の
以
前
は
場

:
:

-
が
畑
を
作
つ
て

居
つ
た

）

千

一成解
化
場
か
ら
の
交
通
と
し
て
は
千

一以
市
街
地
迄
二
m・一は
:

荷

馬
中
が
・

平
う

じ
て

通
る
程
度
で

、一一一一一ae-・
に

で
も
な
れ
ば
路
傍
の
雑

革
が
人
の

一一一 :::
丈
け
に
も
伸
び
て

、
雨
の
時
な
ど
は
身
体
が
'ッ
プ
一n一一

れ
と
い
ふ
仕
末

、
そ
a
で
も
タ
マ
に

=L
物
に
出
た
り

、
或
は
-
越

し
て

二
-1-一
年
の
一一…一産
村
に

一版形変
に

出
る
の
は
樂
み
の

一
つ
で
あ
つ

て

（常
時
千
一一一一一村
に

理
一一一一・一・-
，が
な
か
っ
た

）
役
所
を
通
け
て
か
ら

l一一一一一一一一一
に

行
つ
て
形
変

を
刈
つ
て
師
れ
ば
1lE
で
行
つ
て

も
師
り
は

一使
の

十
時
m一に
も
な
っ
た
、'
・ :
?・一の
日
は
か
な
り
惱
ん
だ
が
筆
者
な
ど
も

あ
ま
り

一～一一一く
な
っ
て
恵
座
の
宿
に

泊
り

望
朝
師
つ
た
經

驗

も
ぁ

り

、
思
へ
ば
高
價
な
理
一要
料
で
あ
っ
た

。

札
幌
に

年

一
度
か
二
度
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
と

、
札
幌
街
適
十

一一ma一一の
悪
路
を
草
一睡
ば
き
で
靴
を
さ
げ
て
多
行
し
か
な
り

一'-Jた

も
ん
だ
っ
た
が

（荷
馬
車
の
往
復
で
道
路
が
極
端
に

悪

か
っ
た

し

、
兩
で
も
降
れ
ば-「歩一一一一一一一一は全
く
紹
對

一絶
命
で
あ
っ
た

）
月
寒

に
入
る
と
都
會
に

で
も
出
た
や
う
な
氣
分
で
此
産
で

革
一睡
-f:
播
て

小
川
で
是
を
…

3
一一一一一靴
を
歴
き
換
へ
た
も
ん
だ
っ
た

。
こ
ん
な
色
々

の
押
話
を
書
け
ば
山
程
あ
る
が

、
免
に
角
札
幌
に

出
る
方
法
と
し

て
は
十

二
一一一一一一除
を
」一?
く
此
の
方
法
と

、
千
城
市
街
か
ら
一一一一一一一一一一又
は

一一1來
解
に

行
つ

一，-一一 ::
車
で
岩
見
一a-
:

を
總
て

札
幌
に

出
る
方
法
よ
り

外
無
か
っ
た

。
尤
も
第
三
電
發
所
が
出
來
て
か
ら
は
そ
こ
か
ら
報

鑽
に

乘
り
苫
小
收
に

出
で

一一一見灘
を
總
て

出
る
人
も
あ
っ
た
が

、

一一n一に
角
営
時
の
場
--
は
全
・，
‘、
、・一…一一一ま
れ
な
ぃ
も
の
で

何
等
の
慰
安
と

て

も
な
か
っ
た

。
然
る
に

大
正
十
一

，7一'
年
北
----
適

一響
通
一

が
前
穂
か
ら

沼
ノ

端
迄
開
通
以
來
千
，一一一一解
か
ら
解
化
場
迄
二
-=ll-l一
半
と
い

ふ

事
に

な
っ
て

そ
の
使
利
さ
は
一一一一一一-fに
隔
…一…一の
感
あ
る
や

--
に

な
り

、
，，一れ

に
依
つ
て
千
:
成

解
化
場
に
出
入
す

る

、
人
士
が
頓
に
?-i
- :
:

加
し
た

。

而
し
て

大
正
L

，五
年
秋
第
三
回
況
太
一一一
，-一n:
-一一一・術
・一M :

:

議
が
:

一-

?
i一に
開

値
さ

れ
、'

患
:
・

界
内
外
の
人
士
が
多
数
集
り
，-一一 ::議
経
了
後
は
一一r・
一一成
解

化
場

、
支
場
湖
等
を
見
學
し
普
小
一W一に
出
て
一土
子
製
紙
0:

:

一一一一．を一一M

察
す
る
と
い
ふ
事
が
前
年
に

わ
か
つ
て

居
つ
た
の
で

、
--l-
者
は
村

役
場

、村
合
議
:
=一の
有
力
者
に

設
い
て
來
年
の
:

-

-
:一一，の
時
迄
千

一一一鏡

か
ら
解
化
場
間
を
せ
め
て

自
動
車
を
通
-・:る
や
う
に

道
路
を
改
修

し
て
ほ
し
い
と
申
入
れ
た
が

、・一一一一 :部
連
は
願
る
賛
成
大
乘
氣
で
あ

つ
た
け
れ
ど
も
村
合
に

計
つ
て

見
た
ら
否
決
さ
れ
た

。
そ
れ
は
千

- 46 -

:
成

村
は
非
常
に
區
域
も
一一一一く
、本
村
か
ら
は
議
:
:

:一も
少

数

で

あ

ll

）、
」
-
っ
部
一一一a…
聲
員
の
大
部
分
は
成
る
線
解
化
場
は
…一-
-
～

一的
に

有

名
で
あ
ら
う

、
…一一一一一一一の
學
者
の
手
前
も
さ
る
事
な
が
ら

一
体
千
・一一a一

村
の
一
角
に

左
様
な
適
路
を
造
つ
た
か
ら
と
て

、
村
が
之
が
--lS
一

文
の

一価
け
が
あ
る
で
な
し
と
い
ぶ
理
山
だ
っ
た

、
，-一
相
一一・一もな
一一一一一

だ
が
如
何
に

も
残
念
で
あ
る

、
そ
の
:

後
村
-l一の心
持
ち
も
幾
ら
か

緩
和
さ
れ
て
一一一一・一一一一一一・の
夏
か
ら
俄
か
に
改
修
工
事
が
始
ま
り

、學
者

連
の
來
た
時
は
約
八
分
通
り
自
動
;l--
が

一那一
神
出
來
る
や
う
に

な
っ

た
が
全
く
愉
快
な
話
で

、
--1:一ハ
の
後
=l-
も
な
く
・，一n
成
し

、一一 :-．-，・千
一成

靡
解
化
場
間
に

定
期
自
動
車
が
開
業
さ
れ
る
に

，---
っ
た
・一 :-一は
大
し

た
装
化
で
あ
っ
て

、
自
動
車
の
一一一‘--f「を
聞
い
た
時
は
場
u
徽
'

:

し

た
～:
と
は
想
像
に
任
か
せ
る

。一-一に
角
此
の
通
路
の

．
'一n
成
に

よ
つ

て
解
化
場
組
覧
者
の
增
し
た
--l-
は

----
く
ぺ
き
も
の
で

、
札
幌
選
か

ら
小
-一一・校
中
成
一--一一一は
勿
論
大
學
等

、
そ
れ
に

札
幌
一近
都
の
見
物
に

一地
い
た
人
は
珍
ら
し
い
の
で
ド
・ン

く
見
物
に

來
る

、
日
11n-
や
榮

日
は
之
が
一
就
明
や

案
内
に

忙
一一一一一一一さ
れ
た
程
で
あ
っ
た
）
從
來
聯
化

一n一一P・一の
何
た
る
を
知
ら
ぬ

^
・一一の
爲
直
接
間
接

．
に

益
．

し
た
一一一 :一一決
し

て
妙
く
な
か
つ
た

，n一一と
思
惟
す

る

。
日
一つ
構
内
は
一 :一一一:の
櫻

、
此
の

一程
こ
そ
は
・
M
い
場
:u

-

一一一M
氏
が
業
務
の
9一に
的
近
の

-
か
ら
採
取
し

て
來
て
は
描
え
た
も
の
で

、
人
跡
稀
な
る
山
中
寂
英
の
境

'
せ
め

て
期
一の
花
で
も
見
て
樂
ま
う
と
し
た
も
の
-e
あ
ら
ふ
が

、

」
--
の
先

班
の
:

-

m一一徳
に
對
し
て
は
一一一一:
來
れ
ば

常
に

感

一mし
て
居
つ
た
も
の
で

あ
る

。
秋
の
紅
葉
こ
れ
も
一
構
内
各
産
に
組
樹
を
:一M
・一一，～
た
も
の
で
あ

る
が

、
自
然
の
環
境
も
秋
は
特
に
・
商

心

ま
れ
た
も
の
で
人
々

の
激
一一 :

0一

措
か
ざ
る
處

、
彼
の
汎
太
平
一洋
學
會
の
外
人
準
者
連
も
時
一 :
-

-
-

か
も

紅
薬
の
最
盛
り
で
あ
っ
た
の
で
-l-
に

一“f・一一之を
，一ハ'し
ふ
し
た
程
で

あ
つ
た

。

歳
移
り
昭
和
四
年
十

二
月

、
=
'明
の
酬

，
9
i1l'
っ
て

途
に

一
f
除

間
を
以
て
千
．
-

一一一村
と
同

時
に
一一…一一．一一'を-l5
け
る
、一一一と
な
り

、
多
．-一一一-
お

削
染
の
ラ

ン

プ
に

も
御

別
れ
・一一一一一
， :

げ
た

、
そ
し
て

」
--
の
年
営
時
山

中
の
建
物
と
し
て

は
勿
体
な
い
や
う

な
二
階
建
:

随
合
の
一一一a-一
築
一
を
見

た

、
そ
れ
は
時
代
推
移
の
然
ら
し
む
る
一 :一一一であ
る
が

，
何
分
に

も

今
の
一一一一一驗
室
の
し
か
も
常
時
・ハ
坪
よ
り
な
い
一…一一一--務
室
で
は
人
が
來

て
も
限
・一一一一掲
け
る
産
さ

へ
な
い

、
如
何
に

環
境
が
よ
く
と
も
之
れ

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

、
知
名
の
-
一

、一一'の
見
え
ら
れ
る
時
は
よ

く

一一・八'-s一一一を
廣
場
に

張
つ
た
も
の
だ
が
雨
で
も
降
れ
ば
:一一一後
で

あ

る

。
一…?

一一一一所
建
架
は
-llf
に

必
要
に

通
ら
れ
て

．
:
-
:
:・

つ
た
も
の
一e
あ

る

。
此
の
一m一迄
-9
多

知
名
の
方
・一一一
も
上
は
宮
殿
下
よ
り
大
1-l-
等
数

多
見
え
ら
れ
た
が

、
1la
和
三
年
八

・--
伏
見
宮
博
義
一-l-
般
下
支

:一勿

湖
御
一
観
一一 :一一
-9
磁
の
砌

、
妃
般
下
御
同
列
で
千
蔵
解
化
場
に

成
ら
せ
ら
れ

- 4 l -
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千
歳
解
化
場
五
十
周
年
事
業

の
m
-一一一 :， :

）出

菊

地

本
年
開
拓
七
十
年
を
迎
へ
た
本
適
に

於
て

、
官
一u
が
經
營
せ
る

一一一na
-一一一施
設
中

、
創
立
五
十
周
年
に

達
せ
る
も
の
は
獨
り
千
歳
解
化

場
の
み

で
あ
る
が

、
同
場
は
本
適
館
館
漁
業
の
前
途
を
要
10
て

設

立
せ
る
営
時
の
人
々

の
車
見
を
語
る
も
の
で
あ
-l-

、
し
か
も
依
然

と
し
て
:

英
の
重
要
性
を
持
續
し

、
否
な
却
て

益
・一一向
上
せ
し
め
な

け

れ
ば
な
ら
ぬ
般
態
に

立
ち
到
つ
て
居
る
今
日

、一
愛
に
創
立
五
十

周
年
を
迎
へ
た
～:
と
に

意
義
更
に

深
き
も
の
あ
る
と
一
覺
ゆ
る
も
の

で
あ
る

。

一一一M・
者

は
明
治
四
十

二
年
四
月
に

同
解
化
場
に
技
術

員
を

拜

命

し

、年
の
移
り
行
く
の
も
知
ら
一a
げ
に

、
爾
來
昭
和
七
年
三
月
退

職
迄
是
掛
け
二
十
四
年
御
厄
介
に

な
っ
た
譯
で
あ
る
が

、
今
囘
五

+一
間
年
記
念
號
の
發
刊
せ
ら
る
・・一・一に
際
し
當
時
を
追
想
し

、
今
更

な
が
ら
感
概
の
深
き
も
の
が
あ
る

。
半
生
紀
に

も
直

る
孵
化
場
の

展
更
中
に
は
決
し
て
只
だ
現
在
の
事
業
状
態
の
如
き
も
の
・・'一み
で

な
か
つ
た
事
勿
論
で
あ
っ
て

、
あ
の
山
中
に
創
立
の
普
を
響
め
ら

れ
た
人
-

は
言
ふ
も
更
な
り

、
共
の
時
代
々

々
の
人
々

は
何
づ
れ

も
献
身
的
な
努
力
を

i
l
l
u

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

、
名
'-一一:- ::一 :一ハ、に
t=
界

有
数
の
解
化
場
に

育
て

上
げ
ら
れ
た
事
に

對
し
て

度
に

敬
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
る

。
今
解
化
場
を
中
心
と
し
た
環
境
の
燈
理
振
り

を
別
に

書
い
て
見
た
が

、
此
處
に

は
更
に

重
な
る
一一一一一業
發
進
状

況

を
書
い
て
見
や
う

。

千
一一一一一解
化
場
の
創
立
は
明
治
二
十

一
年
時
の
適
座
水
産
課
長
伊

藤

一
隆
一n
:

-
-

（札
幌
装
學
核
第

一
期
率
業
生

）
が
米
團
で
調
在
さ

れ

た
メ

イ
ン

州
パ

ツ
ク
ス
ポ
ー

ト
解
化
場
に

一・一ハ範
を
取
つ
た
事
は
沿

革
史
の
示
す
醒
で
あ
る
が

、
同
解
化
場
も
本
年
は
創
立
六
十

五
年

に
達
し
た
と
の
事
で
あ
る

。
伊
藤
氏
は
十

数
一一一一，前
に

故
人
と
な
ら

れ
た
が

、
事
一業
直
接
の
開
係
者
で
あ
る
時
の
水
・一一一一'一一一一一技
手
一一一解村
信

吉
氏

（札
幌
装
學
校
第
七
期
率
一
業
生

）
-
後
の
北
海
通
水
'-r一一一一一試

驗
場
長
及
小
総
水
産
學
校
長
で
昭
和
十

二
年

故
人
と
な
ら
れ
た
I

l
は
實
に

努
力
さ
れ
た
も
の
で

、
今
日
の
解
化

一…計・一一一一一基
確
の
大
部

分
を
成
し
た
と
言
〇

得
る

。
筆
者
は
直
接
氏
の
教
へ
を

受
け

た

が

、
氏
が

一
生
の
中
で
千
歳
孵
化
場
程
忘
れ
ら
れ
一n
」
降

は
な
い
と

言
ふ
て
居
ら
れ

、
氏
は
時
一一一一一出
張
さ
れ
る
毎
に

全
く
別
莊
に

で
も

來
た
ゃ
う
だ
と
喜
ば
れ
て

、
色
・一一と
述
懷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

。

- S1:-

9
川
演
氏
は
其
の
後
主
任
格
だ
つ
た
が
後
---
職
し
て
帶
廣
孵
化

場
の
總
器
一に
當
ら
れ

、
営
時
の
・-
，-
腕
だ
っ
た
人
で
現
在
存
命
中
の

八

は

一nが
に

鈴
木
幾
太
郎
一一…:

l一だ
け
だ

。
次
の
主
任
志
茂
主
一
郎
氏

は
今
の
水
産
講
習
所
の
前
身
水
産
傳
留
所
の
出
身
で

、
同
氏
の
着

任
と
:

=一ハ、に
（適
廳
水
産
課
よ
り
轉
任

）
官
廳
ら
し
い
事
務
の
体
裁

を
爲
し
た
と
い

ふ

。
営
時
は
諸
器
一n
-一、は
精
子

一
脚
の
購
入
修
一解
か

ら
帶
一
本
に

至
る
ま
で
す

べ
て
水
産
課
に

請
求
し

、
物
品
は
全
部

荷
一出一一M-・
で
札
幌
か
ら
あ
の
長
い
街
適
を
孵
化
場
に

運
ば
れ
た
-

一
理

算
其
の
他
も
直
接
孵
化
場
で
や
っ
た
も
の
で
な
く
矢
張
り
水
産
課

に

於
て
處
理
さ
れ
た
が

、
漸
次
物
品
解
入
に
對
す
る
一一一一一限
等
も
五

十
国
だ
つ
た
か
任
せ
ら
れ
る
や
う
に

な
つ
た

。

明

一-三十
四
年
に

志
茂
氏
と
同
窓
の
一一一一一:-一一一一期
一・一:-一
が
西
別
解
化
場

か
ら
轉
じ
ら
れ
て
か
ら
益
々
官
一廳
式
に

な
り

、
そ
れ
と
同
時
に

事

一
薬
に

一
段
の
進
展
を
な
し
た

。
今
其
の
主
な
る
も
の
に

就
て
述
べ

て
見
る
と

、
從
來
は
孵
化
し
た
仔
角
'
は
養
魚
池

-
嚴
密
に
言
へ

ば
一一一・ ::- :

n
一
面
育
池

-
1

に
移
容
し
放
で
あ
っ
た

。
處
が
困
る
一c
と
に

は
日
を
組
る
に
随
て

一 :
-

:
:
・一一一は
一発
死
し
て
行
き

、
送
:
-
-

:一
に

は
:

備

一全
な

る
も
の
は
幾
ら
も
殘
存
し
な
い
と
い
ふ
事
だ
っ
た

。
折
角
丹
精
に

よ
り
て

一
度
は
世
に

生
れ
出
た
も
の
で
あ
る

、
そ
れ
が
如
何
な
る

理
-
で

一発
死
す
る
か
と
い
ふ
研
究
な
ら
ホ
ン

の
今

一
息
と
い

ふ

處

だ
っ
た
ら
う
が

、
一1J

れ
が
伸
々

分
ら
な
い
o

営
時
は
人
工
受
描
に

よ
り
て
稚
魚
が
生
れ
る
と
い

ふ
こ
と
そ
れ
自
体
が
已
に

奇
職
的
の

や
う
に
さ
へ
E
-

一 i
は
れ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
無
理
も
な
い

。
～:
れ
は

水
が
灣
い
爲
で
あ
ら
う

と
も
考
へ
ら
れ
た

、
解
化
用
水
と

一一 ::・一M一を

価
一
育
す

る
河
水
温
と
の
相
速
で
あ
ら
う
と
も
考
へ
て
見
た

。
そ
れ

は
一一一一一化
見
の
幾
分
を

:
-

::
?

性
解
化
精
に

殘
し
て

」置
い
た

場

合

な
ど

に

、
睛
獲
吸
收
:
-一一一願
る
他
全
な
と
こ
ろ
を
見

、
或
は
今
の
第

一
解

化
室
の
床
下
の
方
か
ら
浮
游
池
に

出
て
來
る
も
の

，・
性
全
な
も
の

等
を
資
見
し
て
居
る
か
ら

、
水
温
開
係
を
第

一
に

考
へ
た
と
い
ふ

事
も
無
理
か
ら
一a
こ
と
で
あ
つ
た

。
こ
-
・
-

に

笑
は
れ
-a
ナ

ン
セ

ン

ス

を
加
へ
て
営
時
を
追
想
し
て

見
や

う

。
こ
れ
は
営
時
の
場
:一一で

あ
っ
た
後
の
西
別
解
化
場
長
で
あ
り

、
現
在
北
海
適
姓
館
解
化
場

の
内
海
重
左
工
-"j
氏
の
常
に
M

筆
者
に

話
さ
れ
た
事
だ
が

、
干
歳
解

化
場
が
営
時
に

於
け
る
適
:

随
經
管
事
業
中
の
最
も
ぉ
自
慢
で
あ
っ

た
事
勿
論
で

、
時
の
長
官
場
傳
国
田
安
資
氏
な
ぞ
は
ぉ
件
を
連
れ

て
よ
く
千
歳
村
や

、一美
・一一一
の
沼
に
匯
や

自
--
を
打
ち
に
來
ら
れ
て

其
都
度
孵
化
場
に
立
寄
ら
れ
て
解
化
の
一一 :

-一態
を
一m
一一一一
さ
れ
て
は

一一一一一

ん
で
師
ら
れ
た

そ
う
だ

。
然
る
に
例
の
仔
魚
の
死
ん
だ
の
が
養
魚

池
に

散
ら
ば
っ
て
．
:
:一--
る
の
を
ぉ
目
に

か
け
て
は
と

、
場
--
必
'一一一一に

竹
:

a一一を
持
つ
て
之
等
の
死
魚
の
跡
仕
末
を
絡
!la
に
し
た
も
の
だ
そ

- S:; -



つ---
だ

、
そ
の
周
章
の
状
見
る

ぺ
し
で
あ
る
が

、何
し
ろ
仔
魚
時
代

に

一発
'-ll-
す
る

と
い
ふ
事
資
の
前
に

は
如
何
と
も
す
る

能
は
ざ
る
も

の
が
あ
っ
た
が
如
何
せ
ん
此
の
研
究
が
屈
か
な
い

。
尤
も
伊
藤
一

隆
氏
が
米
國
で
調
・一一n
'

さ
れ
た
復
命
書
中
に

も
此
の
継
を
特
に

詳
し

く
書
い
て
な
い
o

又
営
時
の
水
産
の
本
に
も
此
の
事
が
な
い
か
ら

無
理
も
な
か
っ
た
事
と
・一一一一も
ふ

。
然
る
に
明
治
三
十
四
年
は
此
の

仔
角
'同
育
に

一
大
革
命
を
商
し
た

。
そ
れ
は
前
記
藤
井
氏
の
献
策

に
依
る
も
の
で

、
氏
は
此
の
動
機
に

つ
い
て
常
に

一一n-・
者
等
に

話
つ

て
居
ら
れ
た

。

解
化
兒
が
前
記
の
如
く
養
和

一池
で
一一一一一一9
が

、よ
く
注
意
し
て
見

れ
ば
日
當
り
の
微
弱
な
處

、
或
は
多
み

板
の
一一一一～一-
-
現
在
も
あ
る

第

一
解
化
空
前
浮
游
池
-

-
に

收
容
し
た
も
の
は
特
に

多
く
:
l

一 ::一ハの

例
を
見
る

。
そ
i-::
で
英
年
被

を

一
坪
許
り
買
つ
て
伴
:

-

一一・を入
れ
た

上
に
前一一ふて
見
た
ら

、一管
立
派
に

浮
游
せ
し
む
る
事
を
得
た
の
で

理
南
も
何
も
あ
っ
た
も
の
か
と

、
そ
れ
か
ら
ド
ン

，ぐ
、板
を
買
込

ん
で
全
池
に
是
非
-

，
j

を
製
ふ
事
に
し
た

、
之
が
爲
多
年
一青
心
の
種

も
美
事
に

一
掃
さ
れ

'
創
立
以
來
十
數
年
に

し
て
始
め
て
眞
に

意

義
あ
る
解
化

事
業
を
爲
す
の
端
一前
を
得
ら
れ
た
事
は

番
城
更
上

一

大
特
書
す

ぺ
き
も
の
で
あ
つ
て

、
造
池
法
は
之
に

依
り
て

一
段
の

改
革
を
見
た
譯
で
あ
る

。

営
時
の
仔
魚
E
育
池
は
二
間
幅
を
基
準
と
し
た
も
の
で

、
全
然

日
密
一
装
置
を
施
す
接
に

は
出
來
て
居
ら
な
か
っ
た

、
之
れ
は
そ
の

頃
の
一一一一一一一一一を
見
れ
ば
明
瞭
で
あ
っ
て

、
丸
太
を
架
し
て
二
間
被

を

渡
し
た
が

、:一:一一一の
後
丸
太
を
架
す

る
事
は
不
經
濟
で
あ
る
の
で
柄

一
間
に

改
め
て
即
ち
現
在
通
り
に
し
た
譯
で
あ
る

。
爾
來
民
間
の

孵
化
場
に

も
一一一::-n
池
に

は
必
・
f
日
--l-
を
施
す
～::
と
・・・
し

、:
-

:一ハ
の
池

の
坪
數
に
相
営
す
る
だ
け
の
日
被
板
を
設
俯
せ
し
む
る
～:
と
を
原

則
と
し
て
指
導
し
た
も
の
で
あ
つ
た

。
此
0

事
あ
つ
て
か
ら
卵
子

又
は
仔
魚
と
光
線
と
の
關
係
が
考
へ
ら
れ
て

、
相
次
い
で
色
一前
子

を
用

一一一 :一
て
の
光
線
試
驗
が
始
め
ら
れ

、
．
-

:

前

一一一，者
な
ど
も
幾
度
か
そ
れ

を
糖
営
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

。

又
an
-一角
、に
解
料
を
投
興
し
'
相
営
大
き
く
し
て
放

流

す

ぺ
き

載

、解
装
吸
收
し
た
も
の
は
:・一ハの
使
放
流
す
る
を
原
--j
と
す
る
載

と
い
ふ
間
題
は
か
な
り
論
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
-

瞬
装
吸
收
し

た
と
い
ふ
て
も
ま
だ
屋
一一一一一な
も
の
で
あ
る

、
之
を
放
流
し
て
や

る

事
は
可
愛
想
だ

、・一S-
．

-一一一等に
對
し
て
も
抵
抗
力
が
少
い
か
ら
之
を

二
、
三
寸
位
に

も
し
て

放
流
す
る
～:
と
は
合
理
的
で
あ
る
か
ら
と

い
ふ
の
で
投
o
解

f
f
l

1
育
を
や
っ
た
時
代
が
あ
る

。
然
る
に

長
く
価
一育

す
る
こ
と
に

よ
-l
'て
勿
論
二
寸
に

も
三
寸
に

も
成
長
せ
し
む
る
事

は
必
・

ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
が

、
此
の
爲
に
は
多
数
の
一a
発
・一一一一

- Sl● 一

を
出
す
部

を
体
一
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

。
此
の
原
因
は
何

に
依
一一0
一一一一一一'
f-1:
科
の
不
適
営
か

、
稚
無
の
流
下
性
を
:
-一一那一
す

る
に

あ
る
識
。一一一一一に
角
之
に

依
つ
て
各
一観
の
．一一一一一一料
試
験
が
行
は
-

t L

、是

亦
か
な
り
長
年
:
=

:

-
'

に

一a
つ
て

居
る

'
し
か
し
確
a一の
他
全
一一一・9
-
a一ふ

事
は
元
よ
り
望
む
應
で
あ
る
が

、
一
般
解
化
場
の
使
命
は
器
e
、を

目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
以
上

、
池
に

仔
角:
を
收
容
す
る
日
数
等

の
相
速
で
解

装
吸
收
に
一一一一一速
あ
る
も
の
を
一
様
な
ら
し
む
る

開
係

上

、
所
調
共
喰
〇

瘤
指
を
防
ぐ

程
度
の
一
単
に

補
助

的
の
意
味
の
投

解
を
す

る
と
い
ふ

一ル一
に

し
た

。
=
ハ

だ
:

理
、
に

千
班
孵
化
場
と
し
て
は

石
一一一一 :

河
口
迄
の
流
域
長
く

、
随
て
稚

:

m一流
下
時
期
に

は
:一一一一解
增
水

等
の
事
が
ぁ
る
の
で

、
之
に

依
り
て
一一一一一・一一m一、が
河
…

一一… :
の
低
地
等
に

誘

導
さ
れ

、
減
水
と
共
に

取
殘
さ

れ
て
死
ん
で
居
つ
た
等
の
事
賀
も

あ
り

、
目
a・
者
か
ら
批
難
さ

れ
た
時
代
も
ぁ
っ
た
の
で
'
．一部一・者
は

此
の
點
を
考
慮
し
千
一一一一一一一川
の
下
流
江
別
川
の
水
測
所
で
多
年
に
重

り
之
等
增
水
時
期
を
調
在
し
て

統
計
的
に
或
通
常
の
時
期
を
見
出

す
事
が
出
來
た
の
で

、 :・一一一、の
時
期
を
、逃
せ
字
放
流
す
る
方
法
を
取

つ
た
が

、
此
の
成
續
は

一一一一一か
に
良

一一一一一で
あ
っ
た

。
此
稚
魚
の
投
部

同
育
，一一一一一一一一流等
の
事
に

一一一一一て
は
學
新
や

養

塑
家

の
一m
に

誠
-

の
異

論
も
あ
り

、一一一m-
・

者
も
常
に

之
を
興
味
を
持
つ
て
居
る
も
の
で
あ
る

が

、
今
愛
に

之
・一一一，一
'-一一一一一
す
る

一a一を
差
推
へ
る

。

一一同
-稚
一一M一が
安
全
に

流
下
し
得
た
り
と
す
る
も
'
沿
岸
建
紹
更
紹

一業
に

依
つ
て
船--
ん
ど

無
意
識
の
間
に

一
細
打
識
的
に

一推
前

一を
一一一一一ら

れ
る
事
は

、
解
化

:

…

一一一'1a一の
最
後
的
結
果
に

對
し
て
護
だ
…一…一--態
の
事

で
あ
り

、
之
が
學
者
に

對
す
る
自

一一一:l一と
、
之
を
防
止
す
る
意
味
に

於
て
大
正
十
五
年
'明
か
ら
il-
要
な
る
時
期
二
ヶ
目
一・-間
程
際
a
一m
i-
を

配
置
し

、
河
川
及
河
n
附
近
の
地
・…一一一細
に

つ
い
て
監
M
せ
し
む
る

事
と
し
た

。
-
簡

一
方
石
特
町
の
漁
業
者
を
年
々

確
布

一放
流
時
期
に

千
蕨
に

呼
ん

で
賀
地
に

つ
い
て
見
學
さ
せ

、
又
石
特
・一一・m- :・校
上
級

生
な
ど
の
見
學
を
一一一一一一一 :一一し
、
資
際
に

つ
い
て

一a-一一明
し
て
や

つ
た
の

で
大
な
る
感

，銘
を
以
て
行
か
れ
た
や
う

な
一一一一で、
稚
a一要
離

被
念

に

は
か
な
り
力
--
一一:
い
で
見
た
が
:一使
一的
で
な
か
っ
た
と
一…u
っ
て
居

-- SS -

る

探
卵
更
描
に

一就
て

現
在
法
に
一到
つ
た
事
に

つ
い
て

一
言
し
て
見

度
い

。
採
卵
法
は
歐
米
に

範
を
則
り
た
る
開
係
上
押
取
法

に

依

つ
た

が
'

・一一?
中
に

於
け
る
操
作
で
あ
り
且
つ

一
度
に

多
数
加
整
さ
れ
た

場
合

、先
以
て
操

一一一'操作
は
容
易
か
ら
ぬ
も
の
あ
る
と

、
卵
子
を

壓
-!--
し
:

-一::一ハの
解
化
成
前
に

も
一一一一i影一一一一 :

:

あ
り
と
し
て

一M一多研
究
の
結

果
は
明
治
一一 :

一-'
年
以
來
一前

一一部
種
割
、法
を
創
始
し

、
…

一一…一果
一一一一一一用一
界
に

i
-一ハ'
施
を
示
し
た
一一一一一・一一一一が
'
同
四
十
年
で
あ
っ
た
か

、
先
の
北
海
適



水
産
試
一験
場
長
森
脇
幾
茂
氏
が
千
歳
孵
化
場
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら

學
的
に
見
た
孵
化
事
業
と
い
-
も
の
は
賀
に
格
段
の

進

歩
を

見

た

。
今

一々
:一一一に
舉
げ
る
事
を
避
け
る
が

、
受
精
作
一
薬
上
に

於
て

氏
の
赴
任
迄
は

、
卵
子
を
受
卵
器
に

取
り
出
し
水
分
を
除
き
描
液

を
注
加
し

、
羽
毛
を
以
て
那

一 :

松
:

し
た
も
の
は
五
分
間
位
静
置
し
た

後
水
を
加
へ
て

更
に

羽
毛
を
以
て
静
か
に

拇
拌
し
た

も
の

で

あ

る

。
何
故
左
構
な
方
法
を
取
つ
た
も
の
か

、
営
時
の
素
人
考
で
は

早
く
水
を
注
加
す
る
と
恰
か
も
精

a
が
受

:

構
せ
一n
内
に
一一一一一一一一一一一流
さ

れ
て
し
ま
う
か
ら
と
い
ふ
に
在
つ
た
と
一-
l
i

-

。
勿
論
當
時
の
一S0-
一地

の
本
に

も
精
液
を
注
い
で
得

一一拌
し
た
も
の
は
前
一一一時
部
一
置
せ
し
め
後

水
を
:

-lf…
加
す
る
や
う
に

書
い
て
あ
つ
た

、・
近
年
に
一f・一
る
迄
無
意
識

に

か
斯
一一一m
に

書
い
て

居
つ
た
本
も
あ
っ
た
位
で
あ
る

。
森
脇
氏
は

結
'一姐の
活
力
と
い
ふ
も
の
を
期
徴

鏡
的
に

見
た
結
一果
か
ら
卵
子
に

精
液
を
加
へ
て
加

一一一a:
後
一M一ち
に

水
を
注
加
す
る
事
は
絶
對
必
要
で

あ
る

、
無
意
味
に
收

一置す
る
事
は
却
て

色
々

の
出
に
於
て

不
可
な

る
を
力
設
さ
れ
た

。
常
時
と
し
て
は
正
に

背
一一〈
の

一一一護
か
の
如
く

に
思
は
れ
て
あ
つ
た
ら
う
が

、
良
好
な
る
結
果
の
前
に

は
從
は
ざ

る
を
得
な
い
o

事
は
小
な
る
如
き
も
之
に
依
り
て
作
業
上
の
能
率

を
舉
げ
た
事
は
非
常
な
も
の
で

、
殊
に

大
・一m一時
に

於
て
然
り
と
す

る

。
其
の
他
學
的
方
面
は
現
水

一l i一一一一課
長
半
田
芳
男
氏
等
に

依
つ
て

幾
多
の
研
究
を
さ
れ
て
居
る
が

、一見
に

角
現

一一一一一始
一

ん
ど
常
識
的
に

や
つ
て
居
る
作
一業
上
の
事
も

、
洗
つ
て
見
れ
ば
そ
れ

，
・・一一、、、
、研
究
や

ら
苦
心
も
ぁ
っ
た
事
で
あ
る

。一一同
森
脇
氏
が
熱
心
研
究
さ
れ
た
稚

M
-
-一の
卵
殻
確
出
機
能
に

開
す
る
試
驗
の
如
き

、結
果
と
し
て
は
發

表
さ
れ
て

居
る
け

れ
ど
も

、
其
の
研
究
の
學
術
的
な
経
路
に
就
て

は
M
-一・者
も
幾
度
か
之
を
觀
め
る
事
を
ぉ
願
し
た
も
の
だ
つ
た
が

、

:

英
の
内
?
:一一一の
内
と
言
〇

な
が
ら
本
年

一
日

一一送
に

不
師
の
客
と
な
ら

れ
た
事
は
一
返
す

返
す

も
適
態
の
事
で
あ
る

。

ァ
ト
キ

ン
ス

式
解
化
器
の
改
一一一通
一一一一一化
盆
の
一一一一 :

料
研
究

、
殊
に

孵

化
器
塗
料
が
從
來
ア
ス
フ

，ル
ト
の
み
で
あ
っ
た
が

、
極
々
苦
心

の
結
果
日
本

一 :用生
藤
の
塗
抹
に

よ
1l

）て
一
大
革
命
を
商
し
海
外
に

氣
を
-!f
く
に

至
つ
た
如
き
は
特

一那に
:

-

M
す
の
も
の
と
納
し
て

一一 :--:し

か
ら
う

。
英
の
他
親
在

、描
独
-l-
、
こ
れ
は
伊
一
應

一
隆
f一 :

-
'

の
複
命
書

中
に

在
る
抽
無
;il-
の
同
面

を
頼
り
に
藤
村
一:-
'

が
大
工
相
手
に
大
に

苦
心
エ
夫
し
て
作
り
上
げ

、
明
治

二
十
丸

．
-
・

，・十
一
月
始
め
て

之
を

設
置
し
た
時
の
一一一一一一一一一一一一
も
想
像
さ

れ
る
譯
で
あ
る

。
最
初
幅
を
六一 :
-
-
-
-

に
し
た
も
の
を
M一一一一一n「四
:

-
:

ー

ハ

に

締
め
事
ら
魚
の
落
下
を

エ
夫
さ
れ
た

事
や

、
一一川一一一M-・の
凍
結
を
工
夫
さ
れ
た
等
の
苦
心
に

つ
い
て

は
折

に

-9
れ
て

聞
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た

。
一一川一一一一一，及
捕
整
装
置
に

就
て
は
一一一a・者
等
も
大
に

改
革
に
つ
と
め
た
も
の
で
あ
る

。
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千
競
川
に

拆
上
す
る
一盤
は
例
年
;・-月
末
か
ら
で
あ
る
が

、抽
魚

車
を
装
置
し
て

愈
一一一'親
一一一一一の
-E-
獲
は
十

二
:

-
・
1--
に
入
る
と
親
一 :

-一も
大

部
分
成
熱
す
る
の
と

、
抽
獲
費
の
節
約
上
か
ら
來
た
も
の
で
あ
る

が
石
特
川
の
一m一一一川
基
一は
從
來
十
月
が
一一一一一一期
で
あ
っ
た
も
の
が

、
漸

次
移
動
し
て
寧
ろ
十

二
同
一・が
盛
-llk
期
の
形
に
な
っ
た

、
此
の
現
象

は

「走
り
，
-
l

M一」
は
別
段
一一用
化
場
で
-hl-
姓
し
な
い
開
係
か
ら
随
て
增

殖
さ
れ
る
一一a-l-
な
く
却
て
減
、-l--
の
傾
向
を
-l--
る
の
で
之
れ
は
面
自
い

現
象
で
は
な
い
と
-9
推
し

、
送
に

昭
和
二
年
十
月
よ
り
前
整
を
開

始
し
た

。
そ
れ
迄
の
考
へ
方
は
十
月
や

，r
一
=
-

:

-
・

は
一一一一一上
魚
は
一一m
め

て
稀

薄
で
あ
る
か
ら

'
よ
し
ゃ

-hl-
推
し
て

見
て
も
十
二
:
:

n・
の
本
式

開
始
一，追
に

二

、
三
十

一m一粒も
探
卵
し
た
ら
描
・一一で
あ
ら
う
が

そ

れ
で
も

「走
り
色

一」
が
こ
れ
に

よ
り
て
漸
次

一一一'一細を
見
て
來
る
一1J

と
に

で
も
な
れ
ば
と
淡
い
期

，flf
で
あ
つ
た

。
然
る
に
好

一一一一に
も
:

英

の
年

「走
り
一a-一'．一
の
採
卵
は
驚
く
な
か
れ
八
百

一一一一粒に
一M-一一し
た
事

は
全
く
驚
異
的
で
あ
っ
て

、
之
れ
に

勢
を
得
て
繼
横
今
日
に

一一一f'っ

て

居
る

、
そ
し
て
面
自
い

一一n一に
は
之
れ
が
放
流
の
結
果
を
昭

和
一一一ル

年
の
石
狩
の
走
り
漁
に
期

一一一一一した
が
一一一一然
石
特
も
近
?-
1

，稀
れ
な
る

大
-fa
と
し
て
概
一r
-
-
:

さ
-t-
た

。
而
し
て
此
の
年
の
影
響
は
常
然
昭
和

丸
年
に

及
ぶ
一一一一 :で
あ
る
が

、
之
れ
は
又
一T
競
解
化
場
創
一設
以
來
来

曾
有
の
好
成

:

紙
で
採
那
数
賀
に

一
億
商
粒
を
超
へ
た
と
い
ふ
騒
ぎ

で
険
な
が
ら
一善
ん
で
居
つ
た
次
第
で
あ
る

。
此
の
流
義
で
行
つ
て

昭

和
一-'
三
年
は
是
亦
大
漁
を
期
特
し
て

居
る
が

、
通
内

一
般
と
し

て
は
然
」一
，し
も
好
-

l
f
a

で
は
な
い
や
う
だ
し

、
之
れ
は
潮
流
や
水
温

の
關
係
も
あ
ら
う
か
ら
一
概
に
は
，-
・

々

出
來
な
い
が
之
等
の
事
も

愉
快
な
…
…

s
ひ
出
で
あ
る
っ

解
:

化

一一一一一一一の
構
造
は
從
來
建
，
-一一一一一一一 :

が
之
と

一
個
の
一M:
通
建
一一M一一一同
様

に
取
扱
つ
て
居
つ
た
一一…一一は
一M-一か
で

、
千
城
解
化
場
現
在
の

一一 :

:一解
化

一．-

f一を
見
て

も
そ
れ
/

'．
、、・・・'そ
の
時
代
を
代
表
し
た
様
式
と

思
は

せ

る

）
．一一一一一・者
は
解
化
室
は

一
の
職
場
で
あ
る
か
ら
そ
れ
に

適
一胞
す
る

や
う

建
一一一一一一し
て
見
度
い
と
n・
者
等
の
考
へ
た
様
式
が
改
一一一一一一さ
れ
た

今
の
第
二
附
化
----
で
あ
る
が

'
一時
'
:

、-
か
も
物
個
購
…一u一の
際
で
あ
り

材
料
の
節
約
上
か
ら
か
な
り
:

:
-
----
、
期
．を
考

---n
し
て
見
た
が
段
-

と
:一一一:-

現
さ
れ
て
來
た
や
う
だ
が

、
今
や

更
に
=
一一一・-常
な
る
一研
究
に

よ
つ
て

附
化
器
の
改

造
に

依
る
、: '
?
e一池-
へ
の
收
容
法

、
並
に

原
始
的
に

的

選
し
た
一大
然
端
化
法

-
砂
利
式
に

依
る

-
等
に
依
り
て

解
化

室
無
用
論
も
一経
期

を
見
る
に

一一一一一
る
で
あ
ら
ぅ
が

、
此
一一a一が
指:
し
一一 :

-一

現
さ
れ
る
も
の
と
せ
ば

、
之
を
一
-一期と
し
て

發
に

創
立

」．，，
，．- :一

間
の
研
究
發
'前一の
解
'

i一一の
大
部
分
は
過
・一

「'の
物
．

語
り
と
な
る
で
あ

ら
ぅ
事
を
一-一ふ時
、
狗
に

感
概
一一一一 :

-

W一の
も
の
が
あ
る

。

今
や

五
十
一除
の
解
化
場
を
関
我
に
一
移
:
M一=
報
林
-

し
て
さ
へ
一一一一一一際
営

- S7 -



業
者
か
ら
は
必
ず
し
も
一一 :-

-
-

:

ば
れ
る
成
機
を
舉
げ
て
居
ら
な
い

、
し

か
も
今
日
千
一一一以
解
化
場
は
中
之
島
に

難
館
解
化
場
本
場
の
出
現
と

共
に

一…一一 :

一一l
J

f

業
場
な
る
名
納
に

地
位
の
低
下
を
見
た
が

、
事
業
の
賀
質

上
か
ら
は
依
然
と
し
て
東
一n l
:
:

の
ナ
ン

パ
ー
ヮ
ン

で
あ
り

又
左
様
で

あ
ら
一 :
-tn-
ば
な
ら
a
、
然
し
な
が
ら
近
年
物
個
の
鵬
一一一一も
大
い
に

原

因
す

る
で
あ
ら
う
が
他
解
化
場
と
の
振
合
上
か
ら
か
設
備
の
内
容

充
-llf
上
よ
り
見
て
頗
る
遺
憾
の
一一一5
あ
る
を
見
逃
せ
な
い

。
願
く
ば

名
一一 :一一一 :--一パ
に

一
事
業
場
に
酸
す
る
な
く
創
立
五
十
周
年
を

一
轉
機
と

し
て

更
に

総
土
重
來

、
斯
界
の
最
高
峰
と
し
て
の

科
度
を
失
は
一9

や
う
祈
る
も
の
で
あ
る
o

本
一細

一a一一一一一一の
經
過
に

つ
い
て

も
一相
-

微
細
に

直
り
過
ぎ

、
又
自

識
に

陷
入
つ
た
や
う
な
節
も
尠
く
な
か
つ
た
り

些
か
築
屋
一洛
の
感

あ
つ
た
--l-
は
談
に
恐
縮
に
一一一一一へ
な
ぃ
次
第
で
あ
る

。

御
照
會
に

答
へ
て

志

茂

主

一
郎

編
輯
事
務
委
員
御

申

拜
復
過
る
二
十
五
日
附
航

一全使
一一一一・二
十

七
日
午
後
二
時

一3一到
着

せ
し
も
外
出
不
在
の
爲
夜
分
:

破
見
致
候

。
御
中
越
に

依
り
左
に

一
、
明
治
三
十

二
年
三
月
三
十
r!
付

「千
競
能
館
人
工
解
化
場

在
動
ヲ

命
ズ

」
と
云
・・L
-

m一一一令
を
受
け
た
る
を
始
め
と
す

（但

し
:

=一一一前
二
回
在
動
の
辭
令
を
受
け
し
も
之
は

一
時
的
の
も
の

な
り
し
）一一…-し
主
任
の
職
一
務
な
り
し
も
表
向
き
主
任
と
し
て

の
辭
令
は
な
か
り
し
、）

一
、同
三
十
四
年
十

二
月
四
一 :
-

:一所
化
場
の
名
納
が
北
海
適
水
産

試
驗
場
千
一一一一一一分
場
と
改
構
せ
ら
れ
た
る
と
共
に

事
務
取
扱
の

辭
令
を
受
く

。

一
、同
三
十
一

」． :一年
」ル・--l一
里
別
一一一一一試
驗
場
は
国
応
投
よ
り
地
方

我
文
排
に

移
さ
れ
た
る
と
共
に
北
海
道
水
・一一一…一一試
驗
場
千
'
-一以
分

場
と
同
名
一納
な
り
し
も
矢
張
り
在
動
と
の
辭
令
の
み

に
て
特

に
主
任

と
一一一ふ解
令
は
な
か
り
し

。

一
、
同
三
十

九
年
二
月
九
日

一'
宮
内
省
へ
出
向
ヲ
命
ズ

」の
解

令
に
て
解
放
せ
ら
れ
た
る
な
-

）o即
ち
此
在
任
期
間
は

自
明
治
三
十

二
年
三
．

月
三
十
日
・

-

滿
七
年
腦

至
同

三
十

;・L年
二
月

九
日

一
、
後
任
者
は
森
脇
氏
な
り
し
～:
と
は
一
承
知
し
あ
り
し
も

、
小

生
退
去
の
と
き
は
故
藤
井
顯
君
に
事
務
を
引
機
ぎ

出

發
せ

- 58 -

り

。共
後
暫
く
の
期
間
を
経
て
森
脇
氏
任
命
せ
ら
れ
た
る
も

の
と
思
は
る
・・・
故
に
・

森
脇
氏
に

關
す
る
～:
と
は
不
明
な
り
o

森
脇
氏
が
場
長
と
し
て

小
一
神
に

轉
・
ず
る
迄
が
任
期
な
ら
ざ
り

し
や
o

小
生
在
動
中
は
前
記
の
如
き
こ
と
生
ぜ
ん
を
一一一E一り
日
誌
を
備

付
一 :一 :
-

一一一の
事
故
記

:

-

M一しあ
-

）し
。
後
任
者
が
此
・一一一一一一一一一を
機
載

し
つ
--

あ
り
と
す

れ
ば
其
営
時
の
日
一
識
を
調
ぶ
れ
ば
分
明
せ

ん
と
思
ふ

。
一
言
付
記
致
候

。

先
は
右
取
一一一一一一
ぎ
御
国

答
迄

匆
一一一

十

一
月
二
十
八
日
午
前
十

一
時
認

書
い
て
く
れ
と
一一=
事

を
岡
出

編
輯
長
よ
り
話

が
あ
つ
た
が

、三
平
は

i

元
來
文
M

筆
の
人
間
で
も

名

な
い
の
に

一
人
前
の
文

士
扱
〇
に

遇
さ
れ
る
と

決
し
て
悪
い
氣
は
し
な

思
一 ::-
-

-
:

）
出
の
千
歳
解
化
場

明
--f-
二
十

一
年
千
城
解
化
場
が
創
立
さ
れ
て

よ
り
今
年
で
恰
も

五
十
年
に

な
る
か
ら

、
此
度
北
海
道
雌
館
保
護
協
會
に

て
之
を
記

念
す
る
爲
機
開
誌
能
館
商
要

報
に

、
音
酬
染
の
三
平
に

も
何
か

一
つ

い

。
而
し
引
受
け
て

は
見
た
も
の
・・・・一一一n
て

今
か
ら
約
四
十
年
前
の

事
故

、
性
來
一一m一忘
性
P
三
平
に

は
一始
ん
ど
忘
れ
て
何
も
m
:
-

〇
出
せ

一9
が

、
駄
法
螺
を
吹
く
事
に

於
て
は
取
へ
て
人
後
に

落
ち
9
三
平

の
事
だ
か
ら

、
不
足
勝
で
あ
る
と
一
，．J

ろ
の
腦
味

晴
を
絞
つ
て
何
か

書
い
て
見
る
一m一・
に

し
た

。
一一一し事
業
上
の
一… :一一は
他
の
一f
発
が
書
か

れ
る
と
M一ふか
ら
此
際
三
平
は
御

述
一一一一中
上
げ
る

。

然
し
其
前
に

私
は
:一一 ::
ん
で

今
日
千
競
解
化
場
が
五
十
年
を
迎
へ

る
に
営
り

、
幾
多
先

一一一一各位
の
辛
一青
を
忍
ぶ
と
:
-一一一、に
、m一一一に
故
人

に

な
ら
れ
た
方
々

の
9M

を
厚
〈
略
ふ
次
第
で
あ
る

。

情
て
今
よ
り
約
四
十
年
前
の
千
茂
解
化
場
は

一
体
ど
ん
な
様
子

で
あ
つ
た
か
と

:

一一ふと
、
順
序
と
し
て
常
時
札
幌
よ
り

-
成
孵
化

場
に
行
く
に
は
ど
ん
な
方
法

一 :・J一一・一一一複
し
た
か
と
一一f
ふ
那
か
ら
書
い

て
見
る
が
先
づ
二
つ
の
順
路
が
あ
っ
た

。
一
っ
は
札
幌
よ
り
月
基

- S9 -



迄
は
幌
馬
一M一--の
使
が
あ
っ
た

。
幌
11一車な
ん
て
一一一一ふ
と
松
平
一光
が

唄
ふ
r
念
げ
幌
馬
・一…一一・
」の
セ
ン

チ

な
-l・ズ
ム

や

、一路
谷
虹
'

見
描
く

處
の
お
伽
話
の
世
界
を
:n
～一く
様
な
優
離
な
幌
購
車

、
そ
ん
な
風
な

一'， if的
な
風

，一 :一一を
近
明
の
一一着
い
人
は
勝
手
に

想
像
し
て

素
的
だ
な
あ

と

］t-美
す
る
か
も
知
れ
な
い
が

决
し
て
そ
ん
な
も
の
で
は
な
か
っ

た

。
r

一一一一:-・一 :一～一元英
た
る
開
一一一m
の
日
渡
き
大
地
を
と
ぼ
と
ぼ
と
心
細
げ
に

路

:

-

W
の
石
に
よ
ろ
め
き
乍
ら
，一一一一く

一驚車
、
成
は

，一ル一--f
'際
を
沒
す
る

時
は
統
が
す
つ
か
り
提
中
に
く
一一一一一一
，．一一み
、
馬
の
1ll:一く
烈
し
い
息
は

一 :惱
に
満
ち
た
法
修
な
も
の
だ
っ
た

。
乘
客
は
肉
体
の

一，‘-'一m
一一一d-
'-一

け
職
標
を
感
じ

、
そ
こ
に

は
持
的
な
前
描
を
求
め
様
と
し
て
も
求

め
ら
れ
な
い
o
:一一もそ
れ
は
ァ
メ
リ
カ

映

一一M'に出
て
く
る
西
部
開

一mM
の
パ
イ
ォ

一
ャ
の一・-
，
;

惱
と
同
じ
き
も
の
で
あ
っ
た

。
現
今
の
・一一一

性
の
様
に
ラ

イ
ォ
ン

の
一W 1m

の
様
な
一明
の
横
ツ

ぺ
た
に

lM
子
を
く
っ

i
け
て

、
是
の
一一一 :が二

:

二
・
f
も
高
く
T
度
家
m降
の
・一一一一〈様
な
連
中

は
一e
な
か
っ
た
時
代
だ

。
唯
〇
た
む
き
に
大
北
一
源
通
建
設
を
目
指

し
て

忍
普
の
生
一
活
を
し
て
-b
る
時
代
だ
っ
た
の
で

、
ロ

マ
ン
テ

イ

ッ
ク

な
事
な
ん
か
感
じ
る
様
な
末
構
和
經
は
持
合
せ
て
一eb
な
い

。

あ
れ
も
之
も

一一一へば
時
代
の
變
選
で
数
方
あ
る
ま

い
が

、
近
代

文
化
の
一患
…

a
を
受
け
て
一0b

る
一着
い
人
速
に

古
い
時
代

の
事

な
ん

か

一
j
思
像
も
つ
か
な
い
と
考
へ
ら
れ
る

。
話
は

一
寸
横
適
に

そ

れ
た
が
月
一一一0ょ
り
先
は

、
愈
々

七
寸
の
革
鞋
に

座
明
'

の
標
な
握
飯

二
つ
を
背
負
〇

、
天
下
國
家
を
論
じ
乍
ら
談
論
風
發
の
裡
に

九
項
一

の
適
程
を
行
く
の
が
普
通
で
あ
る

。途
中
明
治
十

四
年

-v
れ
多
く
も

明
流
大
帝
本
這
御
行
幸
の
砌
り
御
i

-一一搬・
所
で
あ
ら

せ
ら
れ
た
島
松
村
を
經
て

、
漁
市
簡
:

地
よ
-l
'経
路
に

入
り
一一一'一一一一一一一一

き
態
の
楼
息
地
た
る
長
部
の
澤
を
通
つ
て
一一M一化
場
に
一
通
り
っ
く
の

で

、
札
幌
を
年
前
七
時
'明
出
發
し
て
午
後
四
時
前
後
に

は
解
化
場

に

到
一一一'/-
し
た
も
の
で
あ
つ
た

。
之
は
普
通
一
般
の
一一一一一一行
者
の
順
路

で
あ
る
が
'
本
通
り
の
千

一成
市
街
地
を
經
・m
せ
ば
札
幌
よ
り
購
化

場
迄
は
十

一
M

:
-一
二
十
五
町
四
十
一五
田
で
あ
る

。

面
し
女
や
子
':・
一一一一連
れ
の
人
と
な
れ
ば
札
幌
に
て
荷
出
商

一m一・
を
一服
〇

入
れ
之
に

米
の
三
四
使
も

一u一求
め

、一
英
の
他
味
暗
醤
油
等
を
仕
人

れ
英
の
上
に

来
つ
て
來
る
の
で

、
通
-
路
な
ぞ
も
今
の
様
に

立
一派
な

も
の
で
な
く

、
前
述
の
通
り
-
i
l
:

や

秋
な
ぞ
は
一一一一
華
の
・

M一
が
半
分
も

通
路
に

め
り
込
み

、
或
は

一一e前
一・一一一m il
K

千
S
の
谷
に

（一
寸
話
が
大

き
い
が

） :一一一一…
ち
た
例
も
数
知
ら
ず
あ
つ
た

。
現
に

元
場
長
藤
井
一一一一

氏
も
英

一
人
で
途
中
直
ち
に
札
幌
へ
引
選
し
入
院
治
擴
を
し
た
一…P

も
ぁ
る

。
こ
ん
な
一at
・

で
千
裁
孵
化
場
に

行
く
に

は
並
大
抵
で
は
な

い

。
今
の
様
に
自
動
車
で
六
七
十

理
の
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
脂
粉

を
桃
し
た
理一も分
ら
一a
異
性
と
ふ
ざ
け

一一一・ら
一一一一一一復
す
る
時
代
と
述

- 6 o -.

n
S

◆

一;la
表・-一一一自
分
の
生
命
を
始
て
る
a
i一信
で
あ
る
か
ら

、
そ

の
一一一一一 :一通一
し
た
緊
張
感

一
杯
一一一L一一一一一～一い
た
の
だ
か
ら

、
語
は
多
少
能
静

大

の
識
を
免
れ
な
い
が
全
く
三
平
な
ぞ
は
感
慨
無
最
と
一一一はざ
る
を

得
な
い

。

．

今

一
つ
の
順
路
は
-
-Jm

一一解
よ
り

，:「1-車
に

て

措
見
一a一を継
て

一f-一一開f蘭

線
:
M

，來
解
に
下
M--

、
之
よ
り
解
一一一一一一一の
理
出 :
-
一
の
背
に

時
り

、
美
・一一や

千
成

市
街
地
を
經
て
肺
化
場
に
:

f・一'
る
六

一一一!l-一が
順
路
で
あ
る

。
之
は

i

f

時
相
常
の
金
が
---
る
か
ら
之
を
一能
が
一K
ふ
と
も
な
く
高
等
，-l-
順

路
と
構
し
た

。
此
途
中
に

は
有
名
な
明
ム一J，．一、
六
年
項
初
め
て
開

一mM
使
随
に
て
出
來
た
美
々
の
鹿
肉
の

離
請
所
が
常
時
の
面
影
・一一一一一一m--

し
て

あ
つ
た
o

一面
し
美
々

よ
り
千
競
村
に
一-
る
間
今
の
〇
〇
〇
C

〇
〇
邊
-

）なぞ
は
一一一タ=ん
ど
-9
の
遊
び
場
所
の
様
な
應
で

、
昨
日
は

郵
便
屋
が
熊
に
や
ら
れ
た
と
か

、
今
朝
は
解
進
馬
が
二
頭
や
ら
れ

た
と
か
'
物
騒
極
ま
る
ト
ビ
ツ
ク

・
ニ

n

ー

ス
が
連
械

的

に

出

る
o

三
平
な
ぞ
も
:
…

:一一一一
人
で

、
今

，簡
忘
れ
も
せ
ぬ
六
=
:

-
・

・-
五
=
に

札

」a柳
社
の
一一一一一 :

開
見
物
に

出
か
け
た

。
解
化
場
を
午
前

一
時
に
提

灯
を
下
げ
出
一獲
、
千
一一一以
村
を
經
て
美
-

に
差
掛
る
や
一
使
か
数
一一八の

前
に
来
K

然
1
，一の様
な
組
能
一一が
子
熊
を
連
れ
て

現
は
れ
た
時
な
ぞ
は

流
石
の
=

不
も
生
き
た
心
地
が
な
か
っ
た

。一一一一一一 :-）
被
一警
は
な
か
っ

た
が
今
で
も
そ
の
時
の
光

，一．
を
題
〇
出
す
と
'ソ
ツ

ト
す
る

。
喰
ふ

か
な
は
れ
る
か
と
一一一一ま一一一一葉
が
あ
る
が

、喰
は
れ
る
と
一一一・一一一事し

か
考
へ
ら
れ
な
い

熊
に

出
・一一一一一 :つ
た
一一一一一-li-一一一一・一一一・
一一一一一五
六
1-m-
は
あ
る
が

、

面
し
i

度
も
来
だ
被
・一～ :一一を
受
け
た
事
は
な
い

。
都
會
に

育
つ
た
人

々
に
は
-j-
常
に

熊
と
一一一ふも
の
に
は
恐
れ
る
が

、
三
平
は

，一一一し
も

英
の
感
じ
は
起
き
な
い

。
却
て
部
・一一一 :の
自
動
車
や

一n-・一川
，が
恐
い
搬

で
あ
る

。

一こ

ん
な
ゎ
け
で
何
れ
の
順
路
を
選
ぶ
と
し
て
も
千

一一一一一一一一化場
へ

行
く
と

一一一ふ
事
は
:

伸
々

一
通
り
で
は
な
い
o

そ
れ
で
も
三
平

な
一
ぞ

は
元
來
是
が
注
・

者
一一一・、
つ
た
の
で

、
土
-1n
n
の
-l-
一躍
後
附
化
場
を
出

N發
し
て

、
ン一一一一見物
に

札
幌
に
行
き

、
月
-1-E
日
の
朝
一
時
5
か
ら
札

幌
を
出
て
出
動
時
開
に

間
に
合
せ
た
例
も
あ
る
o

今
か
ら
考
へ
て

見
る
と
大
し
た
御

一一一一 :一一一な
芝
居
見
物
で

三
平
自
身
も
多
少
あ
き
れ

た
同
一-lla
．だ
が

'
そ
の
時
代
に
は
大
し
た
一
，1一一川
を
感
じ
な
か
つ
た
に

述
一 :一ない
。
芝
居
見
物
の
大
き
な
樂
し
み
を
験
に

浮
ぺ
乍
ら
ィ
ソ

イ
ソ

と

一
路
札
幌
へ
目
指
し
た
な
ん
ぞ
は
徴
笑
ま
し
い
風
最
で
は

な
い
か

。
1u

ん
な
時
に
は
足
に

豆
の
五
ツ
六
ツ

も
出
か
し
て

一一流

市
中
を

‘是
を
引
字
り

， 1・
ら
一
遊
一一ぃ
理
つ
た
--l-
も
あ
つ
た

。

今
で
は
山
水
明
姻
を
誇
り
都
會
の
人
・

「の
進
-1-f
．一一一 :

-一一來
の
激
し
き

千
競
解
化
場
も
営
時
は
お
話
に

な
ら
一9

一波英
た
る
-
典
で

、
一一一一一一地

一一一m～
・一一一L一」-一へ
ば
識
に

風
流
だ
が

、
然
し
夜
と
も
な
れ
ば
一一一一一一の
述
味

、

. lbl .



が
物
悲
し
げ
に
静
寂
を
破
り
聞
え
る
時

、
遠
く
に
は
蛋
位
の
ラ

ン

プ

の
光
が
ピ
カ
ーー

ピ
カ

リ

と
火
玉
の
様
に

窓
か
ら
-l!-
れ
る

だ

け

で

、
後
は
天
地

一
帶
量
の
様
な
暗
黑
の
中
に
名
も
知

れ

な

い
鳥

の
llf
く
聲
が

一
際
冷
徹
を
帶
び
寂
し
い
想
を
か
き
た
て
る

。
清
流

千
一a- l一川
の
セ

、
ラ

ギ
の
音
は
千
・r
-
' :

轟
一一
ら
ぬ
因
波
な
音

。
:一 :

a
ハ

他
に
何

も
聞
え
一n一森
開
と
し
た
世
界
で
あ
つ
た

。

三
平
が
初
め
て
千
歳
に

赴
任
し
た
の
は
明
治
三
十

三
年
七
月
十

日

、
英
夜
の
如
き
は
年
も
若
か
っ
た
せ
い
も
あ
る
が

、
床
の
中
で

札
幌
が
戀
し
く
な
っ
て

全
く
の
處
一一一一一し
い
語
だ
が

、
男
泣
き
に
泣

v
た
一…n一一も
あ
っ
た

。

然
し
今
は
:
-一一一一一和
と
共
に
文
化
の
思
速
は
此
自
然
境
に

も
訪
れ
て

…一一燈
一一一一一一一一一
-i
-llf
電
話
の
'-
l-lf
も
完
一一側
し

、一 :

-

0
:

は
-機
、
秋
は
紅
一一M一と
一既
時
列
車

迄
特
發
す

る

、
新
機
に
は
同
進
自
動
-ll-
が

一
目

数
同
と
な
く
:

-一 :一一一複

す
る
様
に

な
っ
た

。
全
く
営
時
よ
り
見
れ
ば
藤
ツ

の
様
な
感
じ
が
す

る

。
あ
の
池
畔
の
櫻
や

紅
葉
は
T
度
今
よ
り
三
十
七
八
年
前
場
員

一
同
山
よ
り
移
殖
一
し
た
の
で

、:
英
一明
の
人
々

で
は
今
は
一一用
ん
ど
物

故
せ
ら
れ
た
方
が
多
く

、
三
平
が
時
々

櫻
を
見
る
度
に

故
人
と
な

つ
た
方
-

の
藤
を
厚
く
慰
め
た
い
と
心
か
ら
思
ふ

。

営
時
の
場
員
の
人
-

と
し
て
は
主
任
初
め
大
工

、
小
使
に

至
る

迄
約
五
六
人
居
つ
た
様
に

記
憶
し
て
一eb
る
o

営
時
水
産
課
に
動
一一一S

-

，

-

n
．

．．．．、

さ
れ
て
居
ら
れ
た
藤
村
信

吉
氏
が
．-一一一一過
一
回
づ
，'
千

一一一必Mm

化
場
に

來
る
外
鴨
川

濟
氏

（十
勝
事
業
場
l9
川

一一a一氏
の
一m
父

）、
:

暗
'

山
敏

輔
氏
（水
傅
第
十
囘

）、中

一一n一一一一一三
氏
（水
講
第
一
囘

）

以
上
三
名
は
常
時
一一一一一-l-業
手

で
月
俸
十
五
国
か
二
十

五

国
位
で

、-ll-
業
生
と
し
て

は
幅
川
:

-
-一一一， :

，
-
-
-

（鴨
川
肇
氏

の
賀
父

）等
が
居
ら
れ
た

様
で

、
幅
川
濟

」
;l-
は
間
も

な
く
十
勝
外
四
部
一一一一一随一人

工
解
化
場
に

轉
職

せ

ら

れ

、同
時
に

志
茂
主

一
郎

- 6二 一

氏
（水

:

做
一一
那

五
同
r

）が
適
国
水
産
課
よ
り
赴
任
せ
ら
れ
た
時
と
同
時

に

、三
一平
も
事
一業
生
と
し
て

初
め
て

-r--
修
九
国
で
率
職
し
た
--畢
で

あ
る

。
:m
時
判
一一ル
，一
」一一一の
一
級
條
は
五
十

国

、
十
級
の
a
-一 :

一一…一一一が
十
国

の
様
に

考
へ
ら
れ
る

。

千
-f
第
化
場
に

技
手
と
し
て
在

］f一一a一ら
れ
た
の
は
志
茂
氏
が
f

失
で
あ
る

。
其
後
に

は
藤
井
顯
氏
（水
傳
第
五
1e-l
）や
現
在
日
a一一の

重
役
を
し
て

居
ら
れ
る
越
田
德
次
郎
氏
'
森
脇

幾
茂

氏

（後
の

北
流
通
水
産
試
驗
場
長

）
、
ルー
・一一一-
lf-
吉
氏

（水
講
第
四
同

）、
波
多

野

一安言
一 :-一一 '等:
:
．ン、他
の
人
々

が
在
職
せ
ら
れ

、
中
に

も
現
水
産
課
長

半
m
労
現
氏
及
適
水
産
會
期
池
a
-一一明
氏
（後
の
千
浅
塘
化
場
長

）は

何
れ
も
前
後
し
て
率
業
後
直
ち
に

奉
職
せ
ら
れ
た

。
殊
に
兩

一一 :

-
'

-
-一

學
校
こ
そ
速
ふ
が
第

一
囘
率
業
生
で
在
學
中
度
-

賀
組
口

に

も
來
ら

れ

、
何
れ
も
實
習
に

は
眞
面
目
な
人
で
あ
っ
た

。
然
し
多
く
の
資

習
生
の
中
に
は
種
・一（
な
人
々

が
居
つ
た
様
だ

。
今
は
何
れ
も
相
営

の
位
一一一一に
居
ら
る
--

方
・一一一
だ
か
ら
餘
り
音
の
事
を
書
く
事
は
重
し

く
な
い
か
ら
一題
慮
は
す
る
n

夜
は

養
魚
池
の
試
驗
中
の

「ャ
マ

べ

」を
釣
り

上
げ
て

照
燒
き

に
し
て
食
ぺ
た
り

、
官
舎
の
窓
よ
り
戸
外
に

小
使
を
し
た
り
相
営

な
那
一一一-ll:
や
つ
た
も
の
だ

。
何
れ
も
必
・

生
時
代
は
'一ul

一 :

=
も
な
く
親
の

座
を
朝
り
こ
ん
な
面
自
い
時
代
は
な
い

。

越
田
・
半
田
・
菊
地
の
三
氏
は
率
一業
と
同
時
に

來
ら
れ
た
が

、

4

，の
就
職
者
と
違
一一 :-一
、一一畑
n
-
-

一
も
-E
ふ
て
三
人
共
請
機
金
鋼
に

「ハ

ン

チ

ン

グ

」で
、
今
の
様
に

率
業
は
し
た
け
れ
ど
就
職
も
極
ら
一9

内
に

「モ
ー

一一
ン
グ

」
迄
も
新
調
し
て
待
つ
て

居
る
人
々

と
は

一

寸
速
つ
て
居
つ
た

。
然
し
之
は
時
代
が
時
代
だ

か
ら
e
り
に
書
一e-

並
べ
る
と
三
平
の
野
郎
餘
程

「
天
保
錢

」だ
と
笑
は
れ
る
か
ら
音

の
事
は
資
め
一n
-9-
と
す

る
が
、
然
し
今

一
つ
要
め
た
ぃ
の
は
然
も

三
人
共
営
時
は
興
-共

た
る
一円
．
-
-
:r

--f
年
:
:

:
-

i一で
、
描
〇
も
描
・一・一た好
'
l

M一子

で

、
今
で
一一一ふな
れ
ば
松
竹
の
上
原
や

佐
野
に

も
匹
敞
す
る
位
で

あ
っ
た

）
こ
れ
も
背
の
憶
ひ
出
の
一一m
で
あ
る
o

場
:

員
の
日
常
生
活
の
般
態
は
一-f一一a
lE
単
な
も
の
で
'
営
時
の
在

破
者
は
一タ:
ん
ど
-l9
身
者
で

、
要
す
る
に

一'
ャ
モ

メ

」生
活
で
さ

な

が
ら
高
野
山
に

で
も
立
純
つ
た
様
な
有
様
で

、
食

ぺ
物
な
ぞ
は
人

の
物
は
自
分
の
物
の
様
な
・

氣
持
で

、
從
つ
て

誰
か
が
札
幌
へ
で
も

出
張
す
れ
ば
必
-・:師
る
時
・一一，肉
を
買
一一 :

-
一

求
め
て
來
る

。
之
が
到
着

す

れ
ば

一
同
描
ふ
て
肉
鍋
に
あ
り
付
く
譯
で
あ
つ
た

。
各
自
は
何

れ
も
自
炊
生
活
で
一一一0
る
開
係
上

、
タ
方
の
食
べ
る
御
飯
が
な
い
時

は
午
後
三
時
半
明
各
試
驗
…一一．に
解
料
を
投
興
す
る

常
番
を
利
用
し

て

、
人
の
不
在
に

一一:合
に

上
り
込
み

、
切
角
朝
と
能
M

を
食

ぺ
て
殘

り

一
食
分
は
退
廳
後
の
夕
食
の
一
被
り
一e
置
く
と

、
誰
か
に

知
ら
ぬ

間
に

食
ぺ
ら
れ
て
届
る
仕
末

、
之
に

は
流
石
の
三
平
も
開
い
た
口

が
塞
が
ら
・

ず

、
一1J

の
常
習
犯
は
今
は
亡
き
藤
井
前
場
長
の
仕
事
で

あ
つ
た
o

或
る
時
は
生
肉
を
喰
べ
た
い
餘
り
に
小
使
が
接
殺
し
た
野
大
の
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肉
を
．一一・肉
な
り
と
し
て
一
同
大
い
に
喰
ぺ

、

「 Lつ又
盛
ん
に
盃
を

-ii
．a
た

。
後
に
'，-

，
'

り
大
と
一一一ふ事
が
知
れ
た
時
な
ぞ
は
誰
し
も
一
顕

一n
が
な
か
っ
た
o
-

，J
ん
な
事
を
-9
度
と
な
く
繰
り
一
返
し
っ一
・・・
':
-一一一し

い
無
聊
な
山
間
生
活
に

も

一
順
の
二一-
モ

ア
が
あ
り

、
又

一
寸
味

へ
な
い
團
樂
が
あ
っ
た

。

，l
:

肉
な
ぞ
は
そ
ん
な
無
理
し
な
く
共
喰
べ
ら
れ
る

今
日

-l-
明
の

千
歳
の
生
一一一 :一振り
を
見
る
に
っ
け
一 :
-

:
l
:一時
一港
々

と
し
て
:

唯

一a一一の
如
き

感
が
あ
る

。［附
］
支
物
測
畑
錦
解
化
場

A

，ょ
り
約
四
十

年
前
の
支
-

場
、湖
姫
館
附J
化
場
な
・
'，

．
J

は

、-
:

":一れが

^
一一
，考
へ
て
も
想
像
だ
に

出
來
一9
位
の
も
の
で

、
同
．，割‘水
に

は
明
治

二
十

七
年
に
初
め
て

一一，一一一一一湖
よ
り
雄
館
を
移
病
し
て

か
ら
間
も
な

い
時
だ
つ
た
か
ら

、
今
の
様
な

「モ
ダ
ン

」な
建
物
な
ぞ
あ
る

:一一一一 :

も
な
く

、・-llf
に
見
る
か
ら
に

驚
く
様
な
代
物
で

、
;・L :-:-一二
間
の
サ

ム

ラ

ヒ
部
一一一a…
に

見
ら
れ
る
あ
の
掘
立
小
屋
と
同
じ
様
な
も
の
が
孵

化
室
共
性
宅
一
械
き
り
住
し
く
-e
つ
て
一eb
る
だ
け

'
英
の
他
に
は

人

一
人
居
る
一一一一一一でも
な
く

一
方
は
七
里
離
れ
た
業n
小
牧
村

、他
方

は
五
里
の
千
」成
解
化
場
あ
る
の
み
で
全
く

無
人
a
と
で

も
一一一ふ'位

で
---

）つ
た
o

此
--l-
に
は
一同
．
-
=

，一一M守居
-!-
と
し
て
松
一-
-一 :

一一一と
一一一一．一一一一一一一一

夫
一
帰
が
二
人
居
る
き
-り
で

、
外
に
は
識

一
人
と
し
て

訪
れ
る
者
も

な
く

、
冬
と
も
な
れ
ば
時
折

「ア
イ
ヌ

」
が
熊
や

川
-ia
な
ぞ
を
補

り
に

く
る
位
で

、
秋
十
=
:
-l-1
に
な
れ
ば
館
館
採
卵
の
爲

「ア
イ
ス
． -

二
三
人
連
れ
て
千

一一一一一か
ら
出
張
し
て
行
く
の
を
老
夫
締
は

一
=

-

T

秋
の
憶
一一一一で
特
つ
て
居
つ
て
く
れ
た
が

、
之
れ
に

引
換
へ
て

-'

一

月
に

は
仕
・

那
も
経
り
支
笏
測
を
引
き
上
げ
て
一一一，・一一成
に

師
る
時
に
は

老

一一〈 :

M一が
千
f一一一川
の
渡
場
迄
見
送
り
に

來
て
く
れ
て
'
御
互
〇
に

西
と
一果
と
に
別
れ

、
又
來
年
迄
は
合
ふ
こ
と
の
出
來
な
い
そ
の
一
情

別
の

一一一一感
に

老
の
目
に

は
離
が
--E
り

、
源
が
游
--
と
し
て
類
を
傳

1

ふ
る
の
有
接
を
見
る
時
に
は
流
一石
の
三
平
も
感
傷
的
と
な
っ
た
も

の
だ

。
勿
論
此
一一一一一一夫
館
一一一一・一一，は
此
の
-il:
の
人
で
な
か
ろ
ふ

。現
在

の
支

一ノり
湖
一一一一一一一一一一一一一一．一一一-一
何
れ
一一
平
が
あ
の

-
に
行
つ
た
ら
----◆a
て

一一一一一一

し
く
老
一一一
^
一一一W
に

話
を
し
て
や

り
た
い
と
1-
-

ふ

'

千
一v
-一一一M r

化
場
よ
り
支
，-S
測
解-
化
場
迄
は
約

一fil
M一一．あ
る
が

、 :-
-
:一一は

「ア
イ
ヌ

」の
一
細
一つ
た
小
經
を
一
論

ふ
て
行
〈
の
で

、
適
と
一一=
よ
り

も
唯
・一一革
が
倒
れ
て
居
る
位
で

、
一:一一一一一課
れ
ば
山
又
山
に

踏
込
み

営
時
場
員
中
野
宿
し
た
人
も
相
営
に

あ
っ
た

。
三
平
な
ぞ
も
或
る

年
の
十

一 :

月
初
句
に

、
最
近
迄
文
部
次
官
や
・楽
灣
總
将
を
し
て

居

ら
れ
た
中
川
健
三
氏
が
明
治
三
1
四
一・一ル
年
'

明
を
記

:

一

簡

し
て

居
る
が

通
-lla一響事
官
時
代
に
-
-
:

-一一一一一，測
へ
業
内
し
た
一:-

」
-
が
あ
つ
た
が

、
支
M

S
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a
t
・

0
f
．一途
一a

，l2
）第ミ
一aa
電
所
附
近
に
て
道
に

一一一一一一::-

一一込
み

、日
は

幕
れ
最
・

．
1

:

-
一r

之
迄
と
野
宿
に

極
め
た
が
多
少
心
殘
り
が
あ
る
の
で
行

-o

っ
戻
り
っ
し
て
居
る
内
に

午
後
十

一
時
過
ぎ
か
と
恩
ふ
一項
突
然

燈
火
が
見
え
た

。
之
は
千
裁
解
化
場
で
私
達
は
ホ

ツ
ト

愁
眉
を
開

い
た

。
之
れ
は

一
例
に

過
ぎ
一9
が
當
時
は
如
何
に
因
難
な
る
道
路

で
あ
っ
た
か
が
知
れ
る
事
と
思
ふ

。

支
笏
湖
孵
化
場
に
行
く
に
は
何
ん
と
一一一ふて
も

一
番
困
る
の
は

千
歳
川
を
渡
る
事
で
あ
つ

た

。之
に
は
別
に
橋
が
あ

る

一一・f
で
な
く
今
鐵
橋
の
あ

る

，一一一--よ
り
約
六

、七
丁
の

下
流
に
渡
場
が
あ
っ
た

。

;-
・

、一に
長
さ
十

二
尺
位
の

丸
木
舟
が

一
雙
針
金
に
結

び
付
け
渡
る
人
は
自
分
の

處
へ
引
寄
せ
て

渡
る
の
が

普
通
で
あ
つ
た

。此
渡
し

場
に
就
'い
て
～:
ん
な
話
し

が
あ
つ
た

。或
る
年
の
十

月
樺
戸
の
集
治
監
よ
り
二

名
の
破
獄
が
あ
つ
た

。一優

か
四
五
日
間
に

し
て
捕
轉

せ
ら
れ
た
が

、
そ
れ
が
ど

う
一一一，一一n-一合
に
支
笏
湖
に

居
る
人
速
が
聞
い
た
か
知

ら
n
が

、二
ヶ
月
も
過
ぎ

た
十

二
月
初
め
に

破
獄
者

が
千
競
の
山
奥
に
來
た
と

の
事
で

、先
一つ
第

一
に
例

の
波
し
場
の
丸
木
舟
を
對

岸
に

引
場
げ
て
置
い

た

。

そ
れ
と
も
知
ら
f
に
千

一'成

よ
り
出
一一一一一し
た
場
員
は
如

何
共
出
來
・
ず

、
到
々
十

二

- 6S

月
初
の
一一一0一一一一一に
眞
標
に

な
っ
て
薄
水
の
千
裁
川
を
向
ふ
岸
に
一次
ぎ

つ
い
た
事
も
ぁ
る

。
今
よ
り
見
れ
ば
賀
に

笑
一一一一一一一a一の
様
で
あ
る
が

當
時
は
決
一 :一一の
仕
-

:
-

-
-（--
あ
っ
た

。

明
治

三
十

二
一一一
年
明
で
あ
っ
た
とms

ふ
が
部
山
従
四
郎
氏
が

，文

笏
湖
時
モ

ー

ラ

プ

（本
年
九
月
理
邦
獨
逃
ヒ
ツ
ト
ラ

ー
・
ュ

I
'-一一，ン

ト

と
我
囲
青
?-
:
-

，一一一と交
粧
せ
し
個
所
，

）

に
一用

館
の
相
を
製
造
し
た



ケ

所
の
瀑
布
が
あ
る

。
之
は
何
れ
-
p

時
代
の
要
求
と
共
に

水
力
發

電
所
と
な
っ
た
が

、
今
や
音
の
水
勢
経
號
飛
沫

一一一一を
吐
く
あ
の
一一一一一--

観
は
一始
ん
ど
英
の
蔭
だ
も
認
め
る
事
が
出
來
な
く
な
つ
た
の
は
殘

念
で
あ
る

。
然
る
に

何
年
の
年
で
あ
っ
た
か
忘
れ
た
が

、
王
子
製

紙
會
社
が
發
電
所

エ
事
の
更
最
中
突
然
例
の
将
前
山
の
嘖
火
が
あ

つ
た

。
當
時
-llr
社
は
二
千
人
位
の
人
が
入
り
込
み

盛
ん
に

工
事
中

で

、一
度
に

勃
發
し
た
あ
の
一
神
前
山
上
の

:

解
岩
を
吹
き
飛
し
と
一一一一

i
流
言
遮
語
が
次
よ
1l

）次
に

大
き
く
な
り

、
何
十
里
四
方
は
全
減

一
．:〉
:
．一、一・

．・一一-・一．-一
，．．
-

l

、-
、

事
が
あ
っ
た
が

、
成
功
し
た
か
否
か
は
知
ら
9
が
営
時

兩
一
館
が
相
當
に
居
つ
た
と
云

ふ
～

:一一だ
け
は

知
る

，

．一

に
足
る
と
一一S-o

姫
一解
の
採
外
に

は

丸
木

舟
に

て
湖
畔
を
處
一一一
．

に

野
營
し
っ
-

:

航
行
し
て

抽
獲
採
卵
を
行
〇

、

時
化
の
爲
に

向
〇
岸
に
行
き

英
使
四
五
日
も
歸

る
事
が
出
來
・f
食
料
は
缺
乏
し

、
雨
館
や

一m一一m一

を
喰

べ
て
四
五
日
も
湖
時
に

蓮

一
枚
を
冠
・o
，

、

其
上
に

雪
の
二
三
寸
も
按
一
つ
た
事
も
ぁ
る

。
支
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功
湖
よ
り
千
一-一一聘
化
場
に
一一一一・一る
千
成
川
に

は
五

M
設
a
r
一一一ッー-
ー
ソ

2

要
一事
-
-

一一一n--
式
．

9
-
-
-

●一一n
一良
，（
o

!!
一一・，M川-ll
t
-

一-

が

9
ん
n
．
-e
l
一一一ヤ
ガ
ー

と
か
一一一d事
着
の

一行
が
1一・J tE

査
に

登
山
し
た

。
英
結
果
が

一
週
問
以
内
に
大
項
火
が
あ
る
の
で
危
險

で
あ
る
か
ら
三
里
以
外
に

全
部
避
難
せ
よ
と
警
察
よ
り
命
令
が
出

た
か
ら

、営
時
二
千
人
か
ら
の
人
々
は
管
我
れ
先
き
に

苫
小
一一n方

面
へ
避
難
し

、
三
平
な
ぞ
も
姫
一
館
一捕
獲
試
驗
に
出
張
中
だ
か
ら
千

歳
孵
化
場
に

引
上
げ
て
歸
つ
て

來
た

。
今
に
至
る
も
あ
の

:a
質
有

は

吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い
o

其
後
尤
も
小
さ
い

一一一火
は
時
々

あ
っ
た
が

何
も
被
密
は
な
か
つ
た
様
で
あ
る
が

、
當
時
の
會
社
の
損
寄
は
一一:世

大
で
あ
つ
た
様
子
で
今
よ
り
見
れ
ば
昔
話
の
様
で
あ
る

。
今
は
汽

車
・

自
動
車
は
中
す
に
及
ば
・一，、
湖
水
を
刷
一っ
た
丸
木
舟
が
今
は

一
隻

一
萬
圖
以
上
も
す
る
遊
一一一一船と
な
り

、
湖
畔
に

は
あ
の

一一一-t-大

な
る
旗
館
も
出
來
上
り
便
-f
局
も
設
置
せ
ら
れ

電
信
電
話
の
設
備

は
勿
論

、一一一一一は
遊
覧
者
が

一
ケ

年
の
統
計
を
見
る
に
約
二
萬
人
も

行
く
様
に

な
つ
た

。
昨
今
は
一始

:

ん
ど

一
大
公
国
の
如
く

、
尚
夏
季

は
内
地
よ
-l
'北
海
道
に
避
一一一一一一す
る
人
々

は
先

一っ
支
笏
湖
に

來
a
人

は
な
い
o

今
や

支
笏
湖
は
千
歳
解
化
場
・一一J
共
に

北
海
道
の
支
笏
湖
に
非
・
ず

日
本

、
否
世
界
の
支
笏
湖
と
な
っ
た
様
で
あ
る

。
三
平
は
今
日
約

四
十
年
前
の
事
を
想
へ
ば
轉
た
感
-t-
無
量
に

堪
へ
な
い

。

以
上
は
元
よ
-l-
思
〇

出
'つ
る
ま
・・一に
書
い
た
の
で
多
少
の
相
違

は
勿
論
あ
る
と
思
・一が何
れ
積
を
改
め
て
後
に

康
る
事
に
仕
標

。

千
歳
孵
化
場
の
思
ひ
出

渡

邊

宗

重

l-
館
高
等
水
産
學
校
の
養
殖
學
科
で
は
英
の
前
身
が
札
幌
に
在

っ
た
最
初
か
ら
學
生
の
能
一m一人
工
孵
化
賀
習
に

は
千
一一一一一の
能
難
解

化
場
に

行
つ
て
厄
介
に

な
っ
た
も
の
で

、
数
へ
て
見
る
と
最
早
三

十
年
の
長
き
に
直
り
一

、
此
の
間
此
所
で
一買f
習
し
た
學
生
の
数
も
二

百
-一十
人
に
及
ん
で
居
る

。

然
る
に
本
年
は
本
場
開
設
以
來
丁
度
五
十
年
に

相
當
す
る
と
一一一

ふ
こ
と
で
あ
る
が

'
此
の
長
い
間
本
場
が
我
国
の
能
一
使
一人
エ
解
化

事
業
に

致
せ
る
大
な
る
一一一 :

a
l

f一に對
し
敬
意
を
表
す
る
と
共
に

、
長

い
間
多
数
の
學
生
が
非
常
な
厄
介
に
な
っ
た
事
に
對
し
深
く
感
期

せ
．a
．

ば
な
ら
一9
と
～:
ろ
で
あ
る

。

本
場
創
立
五
十
年
を
記
念
す
る
爲

--
解
集
報
に
何
か
寄
稿
す
る

機
に
と
の
御
依
頼
が
あ
っ
た
の
で

、一
學
生
の
本
場
資
習
に

關
連
し

た
孵
化
場
の
思
0
出
を
左
に
記
す
る
～:
と
に
す
る

。
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先
づ
私
が
最
一
初
に
本
一一一用
化
場
を
知
つ
た
の
は
明
治
四
十
四
年
十

二
月
で

、
常
時
學
生
と
し
て
實
習
に

行
つ
た
時
で
あ
っ
た

、
英
の

営
時
は
採
那
場
等
は
極
め
て
・

f一租
末
な
も
の
で
あ
り

、
解
化
場
の

方
も

（，と
は
比
較
に

な
ら
一9
程
淋
し
い
も
の
で
あ
っ
た

、
當
時
私

等
の
組
は
八
人
で
あ
っ
た
が
六
一姓
と
三
一-一
そ
れ
に
一
發
所
の
あ
る
宿

合
が

9・
n
ハ

さ

れ
て

自
炊
生
活
を
し
た
事
や

、
當
時
本
場
に
居
ら
れ

た
半
-
一 :-一一一か
ら
生
き
た
鶏
を
贈
ら
れ
て
其
の
料
理
に

は

一
同
困
つ

た
が
il9
i0
が
け
な
い
甘
い
御
馳
走
に

あ
-l

）つく
～:
と
が

出

來

た

事

、
又

一
夜
幸
〇

隣
に

旅
藝
人
の
浪
花
節
語
り
が
來
て

思

一一一）
設
け

ぬ
一 :一一r
の
樂
し
み
を
し
た
事
等
が
な
っ
か
し
い
m
l

i

〇

出
に

な
っ
て

-b

る

。次
で

．私
が
再
び
千
歳
を
訪
ふ
た
の
は
大
正
十
三
年
の
十

二
月
で

學
生
時
代
か
ら
丁
度
十
三
年
目
で
あ
つ
た

。
十
三
年
と
一一一へ
ば
短

か
い
時
間
で
は
な
い
が
一一一一一一ば
し
い
一1J

と
に

は
場
長
の
藤
井
顯
氏
や

菊
地
覺
動
氏
等
が
動
裁
さ
れ
て
居
ら
れ

、
探
卵
場
の
人
夫
頭
も
見

覺
え
あ
る
顔
で
あ
っ
た

、
又
此
の
間
に

一一M一化
室
は
二
一
標
增
築
さ
れ

て
四
械
に

な
っ
て
居
つ
た

。
只
惜
む
ら
く
は
探
卵
場
か
ら
解
化
場

に
'-f
る
途
中
の
森
林
は
す
つ
か
り
切
り
一那
は
れ
て

殺
風
最
に
な
っ

て
居
つ
た

。

此
一一一一一一一一-以
後
私
は
年
・一一一醒
の
時
期
に

は
學
生
の
一一一e一一一一一一指
導
の
爲

に
本

場
を
訪
ふ
の
が
恒
例
で
あ
つ
た
の
で

一
年

一出に
變
つ
て
行
く

千
歳
の
有
様
が
思
〇
出
深
く
手
記
に
殘
つ
て
居
る

。

大
正
十
四
年
に

は
ま
だ
札
幌
か
ら
室
蘭
線
理
り
で

速
一E
-一
解

下

車

、
其
所
か
ら
千
歳
市
街
ま
で
四
里
餘
を
」一一一一か
n
-la
ば
な
ら
な
か
つ

た
時
代
で
あ
つ
た
が
此
の
年
の
賀
習
行
に
は
往
復
共
に
一S- i一一に
な
や

ま
さ
れ
た
。
殊
に

師
り
の
日
等
は
一r-f
ム

の
大
長
靴

が
沒
す
る
程
の

新
量
一を
こ
い
で
速
漢
ま
で
出
た
の
で
あ
っ
た

。
此
の
年
本
場
で
變

つ
た
事
は
長
年
本
場
に
動
裁
さ
れ
た
藤
井
場
長
が
勇
退
さ

れ
菊
地

氏
が
其
の
後
任
に
就
か
れ
た
事
で
あ
っ
た

。

大
正
+
五
年
に

は
苗
穂
解
か
ら
室
蘭
線
に
通
・
ず
る
北
海
道
鐵
適

が
竣
工
し
た
の
で
千
一一一一一行
が
非
常
に

便
利
に
な
っ
た

。
又
此
の
年

+
月
東
京
に

開

一…一・一一一一れ
た
視
太
平
洋
學
術
・一W
議
に
出
席
の
外
人
學

者
達
が
本
場
を
見
學
に

來
た
爲
千
裁
市
一術
か
ら
一一一一一化
場
に

-m
ず
る

道
路
が
自
動
車
の

通
れ
る
様
に

改
造
さ
れ
て
よ
く
な
っ
た
-

從
來
本
場
の
陸
採
卵
は
十
二
月
に
入
つ
て
始
め
ら
れ
て

居
つ
た

も
の
で
あ
る
が
昭
和
二
年
か
ら
十
月
に

遡
上
す
る

走
り
一
藍
の
人
工

孵
化
を
も
試
む
る
～:
と
に

な
っ
て
十
月
初
め
か
ら
仕
事
を
開
始
し

た

。
そ
れ
で
'

，
-

ia・
生
の
管

一習
も
本
年
か
ら
時
候
の
好
い
此
の
十
月
中

に
行
ふ
～:
と
に

な
っ
た

。
然
し
賀
習
に
行
つ
た
営
時
漁
整
が
案
外

少
な
か
っ
た
り
又
一一一一一一の
な
ぃ
孵
化
場
が
何
だ
か
物
足
り
な
い
感
じ
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も
さ

．a
た
も
の
で
あ
る

。

昭
和
三
年
に
は
特
に
記
す

ぺ
き
事
が
な
い
が
昭
和
四
年
に

は
新

ら
し
ぃ
一一一一一J-が
可
成
あ
つ
た

。
先
'つ
採
卵
場
の
親
-lb

捕
一獲
の
爲
の
魚

止
を
從
来
の
竹
費
に

代
ふ
る
に

鐵
製
格
子
に

し
よ
う

と
す
る
試
み

で

一
部
試
驗
中
で
あ
つ
た

。
解
化
場
の
方
で
は
事
務
室
が
新
築
中

で
あ
り
第
二
解
化
室
は
改
築
さ
れ
（一一・・・
あ
っ
た

。
一又
解
化
精
の
塗

料
と
し
て
前
年
來
試
驗
中
で
あ
つ
た
ク
レ

オ
ソ

ー
ト

が
結
果
良
好

で
此
の
第
二
解
化
室
の
新
情
は
皆
此
の
塗
料
が
塗
ら

れ
て

あ

っ

た
0

昭
和
:

，1
:一年
は
探
卵

一一一一一m r

化
場
共
に

更
生
の
年
と
で
も
一一一ふた
接

に
新
ら
し
い
;-j-
が
多
か
つ
た

。
即
ち
採
卵
場
の
常
夫

小
屋
は
す
で

に
新
楽
成
り
採
卵
室
事
務
室
も
略
工
事

一元
成
に
近
か
つ
たo

M

'
年

一
部
試
み
ら
れ
た
親
魚
捕
獲
の
魚
止
の
鐵
格
子
が

全
部
竹

一a-一に
代

っ
て
用
〇

ら
れ
て
一

e
l
b

た

。
解
化
場
の
方
で
は
昨
年
實
習
當
時
工

一a一

中
で
あ
つ
た
事
務
所
が
す
で
に
竣

エ
し
正
面
に

二
階
建
と
し
て

立

派
に

完
成
し
て
居
り
採
卵
場
と
の
間
の
私
設
電
語
も
設
け
ら
れ
一用

者
開
の
-9
話
に
非
常
に

便
利
に
な
っ
た
o

又
川
向
に

在
る
養
魚
池

の
周

一一一'一を
コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
す
る

エ
事
中
で
人
夫
が
澤
山
入
り
込

ん
で

一一つた
。
其
の
爲
に
此
の
年
は
解
化
場
の
方
に
學
生
の
宿
泊

す
る
場
所
が
な
く
毎
朝
千
一一一以
市
街
か
ら
自
動
車
で
通
ふ
て

實
習
し

た
o昭

和
六
年
の
十
月
に

は
採
卵
場
の
方
の
一a-一建
物
が
す
で
に

全
部

完
成
し
て
な
か

く
ハ

イ
カ

ラ

な
も
の
に
な
つ
て
一el a

た
o

卵
子
の

通
搬
は
從
來
通
搬
盆
に

一
枚

一
校
盛
つ
て

、
至
つ
て
面
倒
な
手
數

を
か
け
て
居
つ
た
も
の
で
あ
る
が
昨
年
中
試
驗
し
た

菊
地
場
長
考

案
の
通
搬
'
自

が
成
識
も
ょ
く
且
つ
右
の
手
數
も
は
ぶ
け
極
め
て
簡

單
な
の
で
本
年
か
ら
全
部
此
の
la
を
用
ふ
る

様
に

な
つ
て
-0
た

。

孵
化
場
の
方
に

は
第
五
解
化
室
の
新
築
工
事
が
始
め
ら
れ
て

居
つ

た

。昭和
七
年
の
e一 :-
M一 :一の
時
に

は
探
卵
場
の
人
夫
は
船
頭

一
人
を
一a一

し
て
他
は
全
部
素
人
の
新
期
で
あ
っ
た

。
之
は
農
付
救
濟
の

一
助

と
し
て
因
・一一一一一一 :を
使
ふ
意
に

出
た
も
の
で
あ
る
と
の

事
で

あ

つ

た

。
此
の
年
長
．
-

一一一，動
一一一観
の
:

第
地
場
長
が
功
選
さ
れ
新
た
に
解
藤
光

雄
氏
が
場
長
に

任
命
さ
れ
て
:

居

つ
た

。

本
場
に

於
け
る
能一
稚
前

、の
放
流
は
從
來
一一一一一一一一一池
か
ら
直
接
千
一一一一一一

川
に
出
さ
れ
て
居
つ
た
も
の
で
あ
る
が

昭
和
八
年
一一一0:
第

一
囘
の
試

み
と
し
て
稚
一一一を石
一一一一 :河
ま
で
活
洲
で
河
中
を
通
搬

し
一
英

應

で

放
流
し
た

。
之
は
確
前

一が
降
河
途
中

一整
概
話
等
に
引
き
入
れ
ら
れ

て
海
に

達
せ
・一 :，に
一発
'一一一一一す
る
も
の
・
、一多
い
事
か
ら

考
一楽
さ
れ
た
方

法
で
あ
っ
た
が
経
費
の
開
係
上
昭
和
十

一
年
ま
で
-ll-
行
し
て

中
止
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し
た
と
の
事
で
あ
る

。

昭
和
九
年
は
道
内
の
民

:

心一一［一一M r

化
場
の
多
一数
が

適
營
と
な
り
本
場

は
北
海
適
能
一那
一一M r
化
場
と
改
納
さ

れ
道
内
全
孵
化
場
の
元
締
に

な

っ
た
年
で
あ
る

、英
の
際
場
員
に

も
大
移
動
が
あ
っ
て
解
藤
場
長

が
適
随
に

轉
じ
半
田
芳
男
氏
が
代
つ
て

場
長
と
な
っ
て

居
つ
た

。

明
治
四
十
年
以
來
札
幌
に
在
つ
た

北
海
適
帝
開
大
學
附
一
屬
水
産

事
門
部
が
昭
和
十
年
四
月
に

画
館
に

移
轉
獨
立
し
た
の
で
あ
る
が

難
一
的
人
工
解
化
の
責
習
は
引
き
っ
-
'
き
東

一一一一 :

:

一
の
本
場
に
於
て
行

ふ
こ
と
に

な
り
例
年
の
様
十

月
に

之
を
賀
行
し
た
o

昭
和
十

一
年
十
月
の
實
習
時
に

は
千
一一一一一一の
河
水
が

例
年
に

な
く

多
く
探
卵

一一f一に
は
床
の
上
四
五
寸
も
浸
水
し
て

此
の
中
で
作
一薬
し

て
居
る
有
様
で
あ
つ
た

。
此
の
年
採
卵
場
で
特
に

淋
し
か
っ
た
～:

と
は

、
恐
ら
く
三
十
年
一一一一一も
此
處
に
人
夫
頭
と
し
て
働
い
て
-b
た

一一e
爺
さ
ん
の
顔
の
見
え
な
く
な
っ
た
事
で

、聞
け
ば
此
の
春
他
界

一e-l-
れ
た
と
の
事
で
あ
っ
た

。
探
卵
場
で
は
本
年
か
ら
国
中
式
受
卵

器
を
使
用
し
て
居
つ
た

。

昭
和
十
二
年
は
私
が
在
外
中
で
本
場
を
訪
ふ

機
が
な
か
つ
た
が

本
年
十

月
二
年
振
に

又
行
つ
て
見
る
と
北
海
道
一
解
一
解
解
化
場
は
札

幌
市
外
中
ノ

島
に

新
設
成
つ
て
昨
年
此
處
に
移
一
題
し

、
千
歳
の
方

は
北
一
海
一通
一解
用

一
器

一化場
千
歳
一M一一一一w-一、場
と
改
名
さ
れ
て
居
つ
た

。
明

治
二
十

一
年
以
來
我
國
一一一一一館一孵
化
事
一
素
に

多
大
の

貢
献
を
し
て
來

た
千
歳
解
化
場
が

:a

薄
一一m r

化
の

一
事
業
場
に

變
つ
た
と
思
ふ
と
少

し
く
淋
し
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
氣
も
し
た

。

北
米
ヵ
リ
フ
ォ

ル

一一
ア
州
マ
ウ

ン
ト

シ
ャ

ス
タ

に

マ
ウ
ン

ト

シ
・l

ス

タ
孵
化
場
と
一一一ふ州
立
の
解
化
場
が
あ
-l

）世
界

一
の
大
一一M一化
場

で
あ
る
と
誇
つ
て
居
る

。
成
程
數
地
面
秋
三
高
數
百
坪

、
大
き
な

孵
化
室
が
五
械
も
ぁ
っ
て

英
の
卵
收
容
能
力
五
千
萬
粒
ば
か
り
で

な
か

く
大
き
な
も
の
で
あ
る

。
然
し
之
を
我
千
歳
解
化
場
の
数

地
面
技
九
;・L、丸
二
f-
坪

、室
内
の
卵
收
容
能
力
五
千
数
百
萬

粒
に

比
ぶ
る
時
に

は
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
し
で

、
恐
ら
く
我
千
歳
孵
化
場

は
正
に
世
界

一
と
納
し
得

ぺ
き
大
解
化
場
で
あ
る

。
希
は
く
は
今

後
共
あ
ら
ゆ
る
點
に

於
て
世
界

一
を
誇
り
得

ぺ
き

大
解
化
場
た
ら

ん
事
を
前
る
も
の
で
あ
る

。

- l 〇 一

五
十
周
年
記
念
を
迎
へ

て
の
追
想

志

茂

主

一
郎

複
か
し
の
千
歳
よ

。
今
は
既
に
五
十
周
年
の
齢
を
重
・n一
る
に
至

り
し
と
か
j-
に
一見
卵
一早
-

で
感
概
深
き
次
第
で
す

。
老
生
が
始
め

て
英
處
に

厄
介
に
な
り
し
は
四
十
四
年
前
の
明
治
も

二
十
八
年
の

二
月
で
今
よ
り
英
の
時
-ll:
追
想
せ
ば
一始

:

ん
ど
隔
世
の
感
あ
り
と
も

納
す
べ
き
で
す

。
営
時
の
解
化
場
は
周
邊
荒

一一一た
る
も
の
で
解
化

室
二
械
抽
獲
操
卵
室

一
械
と
一一n

l一池
と
し
て
は
解
化
・

發
前
の
一
排
水
満

を
充
営
し
あ
る
と
川
向
ふ
の
山
施
を
流
一一0
・・・一一
支
流
を
エ
作
し
た
3

細
長
き
四
池
の
み
で

、
親
一m一 :一川
一mM

一及
採
-llP
室
は
川
向
ふ
の
中
島
で

現
在
渡
橋
一一一脚
の
下
流
約
十
間
の
河
挑
進

で

抽
前

一の
設
備
は
英
前
面

川
流
で
し
た

。
而
し
て
:

=一ハの
-hl-
推
人
央
は
，--
=

ん
ど
ァ
イ
ス

土
人
で

描
化
'

期
中
に
は
時
々

夜
に
一-f
れ
ば
彼
一一fl-
の
五
六
人
が
小
屋
内
の
居

一
姐
裡
一間
国
に
安
坐
し

，
:

-・一ハの
夜
の
一一一一～-
，-
川

多

整
を
神
に

一一M
る
と
か

一構
し
土
人
歌
の
ュ

I
カ
リ
‘一一，一一船Ma
-

-
-

）
ま
し
た

。
即
ち
英
の
一一一一は上
坐

の
一
人
が
講
〇

始
む
る
と
他
の
者
は
各
自
長

一
-K
位
の

混
:

雛
:

を
以

て
カ
タ
ン

く
と
拡
端
を
--
き
っ
--

拍
子
を
取
り

激
手
が
佳
境
に

進
む
に

つ
れ
知
ら
・

ず

識
ら
字
自
分
の
手
で

自
分
の
的
を
打
つ
に
至

る
と
か

、
此
真
調
一一一一一帶
び
た
る
淋
し
き

一一一一一樂
が
深
夜
川
の
流
れ
に

和
し
て
・一n
合
に

ま
で
進
し
た
こ
と
は
今
も
一画
ほ
一頭
に

描
け

ま
す
o

此
一現
一
一一一一．に鑑
み

角
、池
の
增

一以、
共
他
一一一一M t f

般
に

渉
り
改
一普
の
餘
地

伸
々

多
く
:

:
-
-!-
の
方
法
を
献
一一一一し
、
又
明
治
廿
八
年
度
に

は
全
適
に

於
け
る
:

基
一一一一M一化
場
の
設
価
並
成
一紙
に
對
し
相
営
の
一一側
一明
．

金
を
下

附
す
る
装
動
規
程
を
設
け
ら
れ

、 :

英
の
一一一 :

-一-f施
の
面
に

営
り
た
る
が

た
め
全
道
の
各
解
化
場
地
を
飛
び
週
り
等
の
た
め
千
競
に

於
け
る

m一一一f地
の
体
驗
も
薄
く
二
ヶ
年
の
後

一
旦
札
幌
に

引
上
げ
ま
し
た

。

越
て
同
三
十

二
年
の
四
月
に

は
-t-
び
千
我
の
人
と

な
り

ま
し

た

。
此
時
の
解
化
場
は
既
に

中
島
の
和
'
池
增
築
も
完
成
し
あ
り
て

前
々
面
目
を
新
た
に

装
ふ
に

至
り
ま
し
た

。
併
し
来
だ
来
だ
改
善

の
域
に

は
達
し
て
居
ん
様
で
し
た

。

n一a
て
場
内
地
域
を

一一一-す
れ
ば
眞
に

荒
削
り
の
性
の
一一一一一一態
に
て

中
島
a
-

．池
域
の
如
き
全
く
の
不
毛
地
で

一
株
の
機
樹
も
な
し
と
一一一一

ふ
現
般
で
し
た

。 :一一一に
於
て
大
に

場
内
を
美
化
し
一
は
以
て
游
:

冰

布
、
見
に
一線
一一一一M
を
興
へ

、
一
は
以
て
…一一一安
の

一一M一に
供
せ
ん
と
考
慮

し
先
づ
第

一
に

解
化

:

n
的
近
に

あ
り
た
る
表
円
を
現
在
の
位
一
置
に

移
し
て
:

-
:

ー
ハ

の
地
域
を
搬
大
し

、
而
後
随
所
に

一刑
前
を
刈
除
清
描
し

- '1l I -

た
る
上
場
一 :

-ll-
總
動
1l，-
に
て

附
近
山
林
内
よ
り
櫻

概

、
確
等
の
良

極
を
選
び
中
・一一一一一一一池解
=一ハ
の
他
各
所
に

移
械
し
た
の
で
し
た
が
夫

れ
が
今
は
立
派

:

に

操
も
張
り
投
も
禁
り
て
本
は
花

、
秋
は
紅
葉
と

賞
観
す
る
に

一一一一-り
し
と
か
聞
く

、
果
し
て

興
な
D
，
と
せ
ば
央
れ
な

り
老
生
と
し
て
は
・一一一一劫
一斑
き
ざ
る
一記
念
と
一W
-

-

一 :

ぶ
次
第
で
す

。

顧
み
れ
ば
一-l-
一-
年
の
長
期

一一m-
の
曲
折
あ
り
た
ら
ん
が

、
港
に

今
日
の
隆
一W一一一
を
略
る
に
・-一り
た
る
は
偏
に

常
局
者

一一 i一心
経
林
出

の
来

に
出
で
た
る
も
の
と
一一一意を
表
し

、
同
時
に
一W
l一一來
益
々

斯
業
の
發

展
を
一所
る
次
第
で
す

。



三
十
二
年
前
を
か
へ
り
み
て

森

脇

邦

子

御
役
所
の
御
方
の
お
す
・・
め
に

し
た
が
〇
ま
し
て
一
測
い
筆
を
も

か
へ
り
み
ま
せ
-

-・:音
所
を
の

べ
さ

せ
て
い
た
-
-一
き
ま
す
o

主
人
が
職
を
・一一一・じ
ま
し
て
明
治
四
-'

一
年

、一一一一一W-'
一一一一一来
だ
一一一…け
や

ら
一9
四
J--
の
始
め
南
一
网
の
山
口
縣
よ

l l l

速
路
は
る

，
・

，、、，此
の
北
海

の
邊
境
の
地
に

渡
つ
て

來
り

、
今
な
ら
ば
自
い
火
山
灰
の
自
動
車

道
も
あ
る
も
の
を
其
當
時
は
早
來
と
言
ふ
所
よ
り

統
の
跡
も
深
い

一ァn
ポ
コ
の
田
合
這
を
六
E
-一
、
と
も
す

れ
ば
振
り
落
さ
れ
そ
ぅ
な

荷
馬
車
に

来
つ
て
行
き
ま
し
た

。

一J-
一一一

春
先
の
殺
使
な
荒
野
の
西
に

太
陽
は
容
救
な
く
傾
き

美
美
と
中

す
所
ま
で
來
た
時
に
は
:
-

や
既
に
日
幕
と
な
り
や

つ
と
千
一一一一一一ま
で

來
た
時
に

は
日
は
と
っ
ぶ
り
と
一器
れ
て
し

一一一一n:
）
ま
し
た
o

一限

一車
を
降
り
今
も
ぁ
り
ま
す

渡
選
で

夕
食
を
一一M
り
一
i

個

の
理
定

を
變
更
し
て
解
化
場
迄
行
く
事
に

し
ま
し
た

。
馬
車
と
馬
機
b
き

か
」f
徒
歩
で

一
行
五
人
藤
井
技
手
主
人

、
私

、
三
歳
-z
）茂
と
提
-llf

持
ち
の
-ll3
連
れ
て

二
里
の
夜
道

、
雪
溶
け
水
が
表
面
丈
凍
つ
て
-b

て
南
国
育
ち
の
私
は
初
め
て
の
こ
と
で
大
一務
一一一離
一一一5
致
し
ま
し
た

。

夜
の
九
時
す
ぎ
提
一一'llf一っ
で
行
く
淋
し
さ

、
ァ
イ
ヌ

の
大
の
速
映

に

一
Ji-
深
め
ら
れ

、
風
に

そ
よ
ぐ
能
一従
の
音
に
●

熊
で
は
あ
る
ま
い

か
と
ギ
ク
リ

と
し
た
り
そ
れ
で
も
送
に

確
が
出
て
來
た
時
に

は

、

い
え
本
営
は
野
-E
の
隊
だ
っ
た
の
で
し
た
が
熊
じ
や

あ
り
ま
せ
ん

か
と
一一'-
つ
た
一W一一一一は
我
．-一r
ら
震
え
て
居
り

ま
し
た

。
」一?．
る
く
に

連
れ

段
々

と
川
の
n
=

も
高
く
な

l l l

述
く
に
場
内
の
-llf
が
チ

ラ

ホ
ラ

と
見

え
始
め
た
時
に

は
生
き
返
る

:-
-一一．--一一一一一，し
う
ご

一'．一い
ま
し
た
c

あ
ま
り

淋
，し
ぃ
適
を

興
へ
・
M
，一へ
と
入
り
ま
す

の

で
ど
ん
な
非
通

い
と
～::
ろ
へ
行
く
か
とm

j

一

つ
て

:

-
:

一一 :り
ま
し
た
と
--:
ろ
が

一=合
に

着

- 7 l -・

い
て

冷
え
た
足
を

一一一一一 :山
の
お

一物で一一一一一一っ
て

上
つ
た

部
屋
に

は
ス

ト
ー

プ

が
勢
〇
よ
く
一m
、一
え

フ

ン

ワ
リ

と
厚
い

納
の
入
つ
た
八
端

の
座
ぶ
と
ん
が
あ
り
立
一派
な
ラ

ン

プ

が
ァ
カ

〈
と
輝
い
て
一

e
i
b

た

の
は
意
外
な
位
の
感
じ
で
生
き
返
つ
た
様
な
氣
が
致
し
ま
し
た

。

そ
れ
か
ら
数
年
間
の
M一一一化
場
生
一一一一一一が
始
り
ま
し
た

。

何
せ
浮
10:
ば
な
れ
し
た
單
調
な
生
活
で
七
一-
，の
場
:u一
の
--i～
族
の

外
に

は
・一一一一一一連
と
言
へ
ば
ァ
イ
ヌ

が

け
で
し
た

、
・

nM

:

に
は
機
--l-
を
海

山
持
つ
て
來
て
く
れ
ま
す
の
で
古
一一一な
ど
や
る
L
， J

．、・
て

も
一a一 :

:

一一一一一又

一一
シ

パ

（主
人

）に
や

つ
て

く
れ
と
一一一一一一一自
合
の
:
-

:- i
果
粉
や

、や
ま
べ



等
を
持
つ
て
來
て

く
れ
ま
し
た

。

食
料
晶
も
變
つ
た
も
の
は
無
く

、
時
々

大
工
が
手
製
の
豆
腐
を

作
る
・

那
が
あ
り

、
今
の
一一一水の
所
の
オ

ン

コ
に

豆
腐

あ

り

と

札

が
科
る
の
が

一
ッ
の
一来
し
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た

。
而
し
て

共
一里
腐

た
る
や
間
く
て
細
に

で
も
通
し
て
持
て
る
程
で
し
た
が

、
そ
れ
で

も
大
變
美
味
し
く
頂
い
た
も
の
で
し
た

、
野
楽
知
は
解
化
場
構
内

の
畑
に

奥
さ

ん
方
が
手
な
れ
・n
手
付
き
で
冬
ご
も
り
の
品
迄
自
分

自
分
で
作
り
場
内
の

一一一一一中
邊
り
に
ム
ロ

が
出
來
て

居
り

、
冬
中
そ

れ
へ
夕
方
に

は

一一一〇E
心

一一一一）
に

ワ
ラ

靴
を
は
い
て

出
し
に
行
く
有
様

で
し
た

。
川
の
・一一は事
山
あ
つ
て
も
時
々

千
'

、一一一よ
り
、海
の
布

一と
中

し
て
ヵ
レ

イ

な
ど
持
つ
て
來
る
の
が
又
一
ツ
の
樂
し
み
で

し
た

、

今
も
そ
う
で
ご
さ
ぃ
ま
せ
う

か

、
一一一一正
・--は
解

，一の
方
が
忙

が
し
い

-1lS
-一一一一一も
と
け
初
め
た
四

:

月
の
一一一
目
に

場
M
一
同
女
中
に

一一一るま
で

私
方
に
集
り

一
家
族
の
様
に

和
氣
講
・一一一
と

一
日
を

一来し
く
す

ご
し

た
も
の
で
し
た

。
芝
生
が
青
・一一と
し
て
來
ま
す

と

、
大
人
ま
で
も

一
描
に
な
り
子
一一一一一一一一a一と描
や

」
--
、
い
も
む
し
～::
ろ

く
な
ど
し
て

遊
び
ま
し
た

。

場
内
-f
る
所
水
ば
か
り
で

、
三

、
四
'-
-

一一一の
い
た
づ
ら
盛
り
の
長

-男
茂
は
川
や
池
へ
幾
度
落
ち
ま
し
た
か
'

或
時
片
一一一M
さ
ん
の
御

子

さ
ん
と
二
人
が
何
所
へ
行
つ
た
の

か
見
え

な
く
な
り
場
u
組
出
で

探
し

、も
し
か
川
に
は
ま
つ
た
の
で
は
無
い
か
と
大
心
配

、
し
ば

ら
く
探
し
た
あ
げ
く
場
:
-l-
の
方
が
川
向
の
水
-li
・・一
， :一一一へ
行
つ
て
見

ら
れ
た
ら
二
人
が
限
を
科
け
て
水
-l-
の

理
る
の
を

一
心
に

眺
め
て

居
た
と
い
ふ
接
な
事
も
あ
り
ま
し
た

。

今
も
あ
り
ま
し
よ
う

、
川
の
側
の
あ
の
氣
持
ち
の
よ
い
御
風
:
-

n

も

一
度
は
拱
水
で
流
さ
れ
か
け
太
い
ロ

ー
プ

で
-一
手
の
程
に

結
び

付
け
た
事
あ
り
ま
し
た

、
尤
も
:

=一時
随
分
の
大
兩
で
今
の
第
三
解

化
場
の
あ
た
り
の
:l:
手
が
水
勢
，列
．一し
き
爲
ど
ん

く
:

崩
れ
始
:

0
そ

こ
に

あ
つ
た

一一一 :
:

合
藤
并
サ

ン
J-'

，（u
サ

ン

方
は
大
心
配
で
私
方
に

避

難
し
て
來
ら
れ
大
家
族
に

な
っ
て

大
さ

，
t
）き
で
二

、三
=
幕
し
ま

し
た

。
常
時
は
支
．
-

一一一湖に
行
く
と
中
し
ま
し
て

も
一
=
か
・・
り
で

ア
イ
ヌ

を
件
に

連
れ

、
熊
に

そ
な
へ
て
一一一一一一一一 :l

f
l
f

を
こ
め
て
出
か
け

又

子
供
な
ど
は

一一m
子
一連
搬
用
の

:

和
に

一へ
れ
i l-一の一用
脇
に

つ
け
た
り

、

そ
れ
は
大
船

一一な
い
で
立
ち
で
ご
ざ
い
ま
し
た
'

又
出
産
の
爲
め
札
幌
に
出
る
時

、今
の
解
化
場
一
結

の
所
よ
-l
'丸

木
・一一…一二
触
を
仕
立
て
ァ
イ
ヌ

を
ぉ
一消
で
田
ま
し
っ
-』江
別
ま
で
下

つ
た
り

、
ア
イ
ヌ

と
中
せ
ば
将
-llk
を
田
s
〇

出
L
，ま
す

、
塞
い
夜
中

窓
の
明
い
の
に

目
を
さ

ま
し
そ
つ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
す

と
か
'

，'り

火
を
っ
け
構
内
ま
で
上
つ
て
來
て
1一一りま
す

、・一一一一一'砲
を
打
つ
一ルj-
も

あ
り
ま
し
た
が
す
〈-
火
を
消
し
て

逃
げ
ま
す
が
そ
の
く
せ
發
晩
も

- '7I -・

こ
り
・・一，に一一-〈一や
っ
て
參
り
ま
す

。
主
人
が
あ
き
れ

一
度
私
の
古
着

を
一一一一一一一品
に

し
て
ァ
イ
ヌ

に
マ
リ
ツ
プ

で
今
で
中
せ
ば
一一-一取
り
競
技

と
で
も
中
し
ま
し
よ
ぅ

か
そ
ん
な
事
や

ら
せ
て
み
ま
す
と
驚
い
た

り
ま
し
た

。
英
の
ilf-
内
海
さ
ん
は
一一-，M
興
を
一確
ん
に

研
究
し
て
一一一mら

れ
た
の
で
'收

火
の
模
様
を

一Me
し

一・J-一一一一一ふ
様
に

、
一一・一
人
が
中
し
ま
す

の
に

一
寸
も
ぉ
委
が
見
え
ず

、
や
っ
と
採
し
出
し
た
ら
何
と

，ハ，の

那
一1-
に

は
ォ
ャ
ヂ
が
僅
か
の
時
間
で
二
-

il-
一除
、
メ

ノ

コ
で
も

j

自-
一-・-六

十
尾
も
突
き
ま
し
た

。
～:
れ
で
は
密
一nm
も
や
め
ら
れ
な
い
一
番
と
中

-

o

o

o

o

o

し
た
事
で
ご
さ
い
ま
す

、ァ
イ
ヌ

の
家
の

fll-
に

は
ホ

ツ

チ
ャ
リ

が

薪
の
よ
う
に
一
被
み
重
一一一-aて
あ
る
の
を
見
た
事
も
あ
り
ま
す

。

幸

一迎
な
話
で
は
養
a一池
で
川
u一の
眞
珠
を
論
つ
た
方
が
あ
り
ま

し
た

直
徑
一一利
位
〇

の
マ
ン

マ
ル

無
班
の
素
晴
し
い
も
の
で
東

M一が
押
入
で
ふ
と
ん
を
か
ぶ
り
ふ
る
へ
て

:

-
:
:

-
:

ら
れ
一
同
が

大
笑
〇

も
う
大
文
夫
と
中
す
と

、
や
っ
と
出
て
來
て
記
念
撮
影
一一一--ll-
さ
れ
ま

し
た

。
～:
う
し
て
書
い
て
參
り
ま
し
た
が
も
一一f'・一r
古
い
事
で
ご

ざ
い
ま
す

常
時
腕
自
小
情
だ
つ
た
長
男
も
'
今
は
一
題
一一一一一に
參

加

、
南
支
に

千

一以
の
名
に

ち
な
ん
だ

、
長
女
は
三
人
の
子
の
母
と
な
っ
て
居
り
ま

東
御
本
本
の
鑑
定
で
は
時
價
千

M
以
上
は
間
速
〇

な
い
と
の
一一一一一-fで

し
た

。
そ
の
幸
一述
を
給
つ
た
方
は
今
ど
う
し
て

い
ら

つ
し
や

い
ま

す
る
や

ら

。

最
後
に
E
-一一n-一一
出
し
て
も
ゾ
ッ
と
致
し
ま
す
の
は
四
十
四
年
の
一一一M:

總
前
山
の
大
-li-
火
の
夜
の
恐
し
さ
で

一Jざ
い
ま
す

、
突
然
地
軸
を

締
が
す
か
と
m
5

は
れ
る
渡
動
と
:
1

:
-

，
'

に

大
爆
音

、
同
を
発
一し
て

み
れ

ば
樽
前
山
に

は
火
の
注
が
立
ち
夜

一一r一にも
は
っ
き
り
と
M一一一一m一が
立

ち

登
り

。
や
が
て
そ
れ
が
我
・一一の
一頭
上
に

ま
で
扱
が
っ
て

來
た
と

す
:
::
-（
、の
間
に
何
も
か
も
變
り

、

-・l -

i11

あ
の
一明
解
化
し
た
一一-一の
子
の
幾
代
目
が

今
川
を
登
つ
て
-b
る
事
で

ご
ざ
い
ま
し
よ
う

か

。

'

思
ふ
と

パ
ラ

く
と
無
数
の
-f
石
が
降
つ
て
來
・o
，

發

日
ま
で
観

き
ま
し
た

。
朝
ア

イ
一x一
が
來
て

中
す
に

は
ゆ
う
べ
梅
前
が
ヌ

ケ
タ

が
此
前
の
は
も
つ
と

く
〇
ど
か
っ
た
で
や

と
ヶ
ロ

ン

と
し
て
居





久

養
一
館
場
に
於
て

、人
工
解
料
の
外
に

、
天
然
-al:
料
給
興
の

一
方

法
と
し
て

、
夜
間
池
水
面
・一一一一く
に

電
社

を

一一a
じ
之
に

集
來
す
る
:

是

虫
類
の
成
-1-
を
蟀
に
一一川
一一一一一一一
さ
せ
'
之
に

山
つ
て
人
工
町
料

の
集
養

的

、
經
濟
的
の
缺
一一f一を
補
ほ
う
と
す
る
こ
と
が

行

は

れ
て

居
る

が

、
そ
の
效
果
に
就
て
は
明
か
．で
な
い
の
で

、
昭
和
丸
年
か
ら
十

一
年
に
か
け
て
木

:

M
-

'

分
場
で

、a一一一一nm :

雄

と
し
て
の
機
能
を
充
分
に

發
都
し
得
る
使
用
電
球
の
光
度
'
電
球
の
極
類

、電
球
に
火
屋

、

笠
の
有
無

、一一一一一!-l-
の
集
來
最
も
多
き
高
さ

'
-一一一一・一一一の
集
來
時
期
と

氣
象
要
素
と
の
開
係
及
び
水
面
近
く
に

飛
來
し
た
昆
虫
類
の
成
虫

が

、ど
の
程
度
ま
で
解
に

捕
食
せ
ら
る
・・・一も
の
か
等
に
就
て

、試

驗
し
た
結
果
を

、
水
産
試
驗
場
報
告
第
九
號
に

一m :一一一した
の
で
あ

る
が

、
そ
の
概
要
を
參
考
ま
で
に
述
べ
て
見
た
い
と
思
ふ

。

一、
誘
娥
燈
と
し
て
の
機
能
を
充
分
に
發
揮
さ
せ
る
に
は
次
の
責

驗
結
果
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
、
タ
ン

グ
ス
テ

ン

電
球

（一
〇
・

一
六
・
二
四
'
三
二
'
'fl-
〇
燭

光

）
で
も

、一-l-
斯
入
一一…一一球
（二
〇
・
四
〇
・
六
〇
・
八
〇
・

一
0
〇
・

二
〇
〇
ワ

ツ
ト

）
で
も

、
光
度
の
大
き
い
も
の
ほ
ど

:

-
:
:

-
・
川一類
の
集

來
が
多
い

。又
電
球
の
一一-
子
の
----
、
半
:

，一一、
透
明
に
よ
る
-

，:
;

蛾
效

一果
:一 :

-
-一9
一一一子が
最
も
大
で
あ
る

。

二

、同
じ
光
度
の
力

ナ

リ
ャ
電
球

、一、」光
色
電
球

、
・・-一斯
入
電

球

、
タ
ン

グ
ス

テ

ン

電
球
の
四
誠
類
に

つ
い
て

、
そ
の
一一一一S
戦
效
力

を
比
較
せ
し
に

、
互
斯
入
電
球
・一一一 :- :一一・一…一の
集
來
最
も
多
い

。

三

、 :一一一一一一火
屋
を
電
球
に
つ
け
る
と
、'

-a
-

・一…一の
集
り
非
常
に

悪
く

な
る
け
れ
ど
も

、
電
球
に

笠
を
っ
け
る
と

、f-
虫
を
下
方
に
一一一一一一一一一

す
る
效
が
非
常
に

大
で
あ
る

。

-- 74 -

四

、電
球
の
高
さ
を
地
上
二
四
〇
-l-
、一
二
〇
梅
一
、六
〇
複
と

し
た
場
合
に

、
高
い
も
の
ほ
ど
星
虫
の
集
來
多
き
も

、
時
一刻

、そ

の
時
の
天
候
等
に
よ
っ
て

、
集
來
状
況
は
必
・
ず

し
も

一
様
で
は
な

い
〇

五

、
電
球
と
昆
虫
の
落
下
面
と
の
距
離
を

一
二
〇
組

、六
〇
相
'

三
〇
組
と
に

し
た
場
合
に

、
距
離
の
短
き
も
の
ほ
ど
落
下
數
が
多

い
0

六

、
電
球
と
昆
虫
の
落
下
面
と
の
距
離
を

一
二
〇
組
と
六
〇
糎

と
に

し
て

、一一一一一虫
の
落
下
範
圍
を
調
べ
た
と
こ
ろ

、距
離
六
〇
糎

の
方
が

、一一一一一…下
の
範
国
狹
か
つ
た
け
れ
ど
も

、
昆
虫
の
一將
下
数
は

多
く

、
而
も
電
球
の
直
下
に
行
く
に
從
つ
て
そ
の
数
が
多
い
o

二

、一一一一一・一一一類
の
成

一-aの
集
來
に
は
時
期
が
あ
っ
て

、機
象
要
素
と

密
接
な
開
係
が
あ
る

。

一
、一
夜
の
中
で

、
午
後
七
時
か
ら
八
時
ま
で
と
十

一
時
か
ら

l'
二
時
ま
で
が

、
昆
虫
の
集
來
が
最
も
多
い

。

二
，
八
-ll-
か
ら
十
月
ま
で
の
間
に

於
て

、昆
虫
の
集
來
す
一一0一
一，一m一

況
は

、
八
・
九
月
の
氣
温
の
高
い
と
き
に
は

、
多
く
の
種
類
の
大

型
の
も
の
が
澤
山
集
る
け
れ
ど
も

'
十
月
に
は
僅
か
の
種
類
の
小

型
の
も
の
が
主
に
現
は

．
一一一る。

三

、昆
虫
類
の
成
虫
の
出
現
に

は

、
氣
象
の
各
要
素
と
の
間
に

開
聯
が
あ
つ
て

'
そ
の
内
で
も
明
か
に

開
係
あ
る
も
の
と
し
て
認

め
ら
れ
る
も
の
は
'
氣
一
温
と
温
度
と
で

、
暖
か
き
日
と
か

、温
度

の
高
い
日
に
は
昆
虫
の
成
虫
の
出
現
が
非
常
に
多
い

。

三

、
水
面
近
く
に
飛
來
し
た
一一一一一由一類
の
成
-i-
、
が
ど
の
程
度
ま
で

に
-ll-
に
捕
一真
せ
ら
れ
3
も
の
か
次
の
責
驗
結
果
か
ら
-a
知
す

る
事
が
出
來
る

。

一
、
一
夜
に

縦
三
〇
組

、横
四
二
組
の
水
面
に

一洛
下
し
た
昆
虫

の
数
は

、
同
一
面
裁
一
の
蠅
取
紙
に

附
着
し
た
数
の

約
八
・
四
%
に

過
ぎ
な
い

。

:・ i -
X

8
0

- 7S -

二
'
解
類
の
一
夜
中
に
一
補

:

食
す
る
日

:
-

-一虫
の
数
を
知
る
爲
に

、虹

距
丸
六
尾

、
河
館
二
尾

、
木
崎
館
二
〇
尾
を
解
一
割

し
た
と
一1J

ろ

'

イ

昆
虫
を
食
べ
て
居
る
も
の
が
六
六
・
一
%

、食
べ
て
一0

l
b

な
ぃ

も
の
が
三
一
・
四
%
、胃
内
に

人
エ
解
料
の
殘
つ
て

居
る

も
の

が

一・
七
%
'
人

エ
解
料
と
一是
虫
を
食
ぺ
て

居
る
も
の
が
〇
・
八

%
の
割
合
で
あ
つ
た

。



x

x

X

以
上
述
べ
た
様
な
-EE
・一一一の
條
件
を
考
慮
し
て

、一一一一一一蛾
確
を
作
る

と
き
は

、
一一nilim

一

燈
と
し
て
の
機
能
を
・一，一一一一分
に
船
一一一一・す
る
こ
と
が
出

來
て

、

一揮山
の
一是
虫
を
誘
致
す

る
こ
と
が
出
來
る
け

れ
ど
も

、誘

致
さ
れ
た
一::一ル
虫
が
水
面
に

一一a…ち
る
數
は

、
集
來
し
た
一一一 :
-

-一虫
の
一M一一か

八
'
四
-

。で

、
一
聽
の
捕
食
す
る
日

:

-一虫
の
数
は
'

五
・
五
乃
至
六
・
六

%
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

。
斯
接
な
譯
で

、
現
在
の
様
な
水
面
近

く
に
，lt-
能
を
點
じ
て

、
昆
虫
を
誘
致
す
る
方
法
で
は

、
澤
山
の
，- :

?

一…一1-は一一一一致
せ
ら
れ
て

も
'

池
の
館
は
期

，特
す
る
ほ
ど
之
を
-E

一一一 :

一一一し

得
な
い
か
ら

、
誘
-Ila
燈
を
使
用
し
て

、ー
屁

虫
を
一館
一に
充
分
捕
食
さ

せ
様
と
し
た
初
め
の
目
的
は

、
充
分
に

達
し
ら
れ
な
い
o

故
に

養

一一田
上
に
及
ぼ
す
誘
蛾
館
の
效
果
に

就
て
は
'
今
後
e
誌
般
燈
に

集
來

す
る
-
n
出
類
0
餌
料
的
價
値
と
誘
般
総
に
集
來
す

る
n
-

:

-
-一虫
を
如
何

に
し
て

、
よ
り
多
く
解
に

抽
食
さ
せ
る
～:
と
が
出
來
る
か
等
の
研

一

調

査
一

'

n
效
一

一

1

一一一一

一

一

-

、o一一前一

.: l l.、

に

落

下

し

た

」
-
-1-

の

i也

面

計
算
と
な
る

。

究
・

の
結
果
に

よ
っ
て

、
決
定
さ

れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
o

= =: l'・ -
_;ltl_-_
一0
一
一=一
．

一一一一
一一0・

一

を

補

食

'一一一

%
，
-
m

，金

一一
尾
平

均

%

る

．-i一

ロ

一
叩

池
二
池
に

一- i'一
蝉
を
五
〇
尾
宛
放
養
し
て

、人
I
解
料
を
興

へ
る
も
の
と
興
へ
な
い
も
の
と
の
二
群
に

つ
い
て

、
毎
夜
捕
食

す
る
一屁
由一の
量
を
比
較
し
た
と
～:
ろ

、人
工
解
料
を
興
へ
た
も

の
は

、同
じ
面
被
の
水
面
に

落
下
す
る
昆
虫
の
約
六
六
%

、人

工
解
料
を
與
へ
な
い
も
の
は

、約
七
;・L%
の
一是
虫
を
捕
食
し
た

一一

-ll-
蚶

:

-

n一三
尾
の
性
別
に

よ
る
一n
-

一一一・m一の一
扣
?
:

-
-

-

-
-
-

一一況
は

、一一一一一一虫
を

抽
食
せ
る
も
の
雄
色一に
多
く

、一一
是
の
平
:

均
一 :

:
:

-一・一一一抽
4
愛

數
も
雄

魚
に
多
い

。
i =i^ 言 数
八 八 -0 n ll一大 lo・ 0 0 : a
,大 ''l t 0 0 -l・ll %

数
一 ニ= _ 0 八 -li・
一 - := a
a :a o _
n a o o a

%

- - - - 大
重 ? a ・': -

，

」・!--を
食

ぺ
た
一
聽

一
尾
の
胃
内
の
一是
虫
の
数

は

平
均
一
六

八
明
で
あ
っ
た

。

ハ

一u
半

、
二
日
'
三
日
半
'
四
日
半
絶
食
さ
せ
た
随
一類
の
f-

虫
抑
食
般
況
は

、一紹
食
日
数
の
長
い

も
の
ほ
ど
良
好

で

あ

つ

た

。

'

l
-
l
-一
，

量
一

節
一

一一、o一一一a一

. _1
一大 1ll l

l
1

差 l: え,・l

ホ

l

i一聽
の
大
き
さ
に
よ
る

、
昆
・

的

一抽
食
率
は

、
一
金
長
丸
'
一

"--

至

一
八
・
〇
糎
の
範
囲
内
で
は

、
一
一
編
一乃
至

一
四
一拠
の
大
さ

の
館
に

一屁
虫
を
補
食
す
る
も
の
多
く

、且
．一
尾
の
平
均

一川一一一一數

も
非
常
に

多
い

。

一二
、無
放
養
水
面
と
館
放
養
水
面
の
二
つ
で

、毎
夜
そ
の
水
面

に

殘
る
一屁
虫
の
數
の
差
を
一解
の
捕
:

食
し
た
量
と
見
て

、
解
化
情
と

叩
池
と
で
賀
驗
し
た
と
こ
ろ

。

イ

人
H
餌
料
を
興
へ
な
い
解
化
精
の
虹
一
聽

二
〇
尾
が
術
食
し
た

一屁
虫
の
量
は
'
同
じ
面
載
の
水
面
に

落
ち
た
一屁
虫
の
約
六
八
%

に

営
る

。

- l 6 -



雨
一解
一S一aZv

d
l

':n
-
'

-
-
～

、R
一一一-u、

v
a
r

．一一e-一一co
-
-
l

e
-

一一e'
（P
-
J
・L
・一一一，s
）
は

食
用
魚
と
し
て

其
利
用
價
値
を
諾
え
ら
れ
て

一0:
る

所
も
あ
る
が

、

之
を
本
適

:

離
蟀
解
化
事
一
業
の
見
地
か
ら
考
察
す

る
に

稚
a
、放
流
期

に
於
け

る
有
害
な
る
魚
極
の
一
に

し
て

英
一驅
除
は
最
も
望
ま
し
い

事
で
あ
る

。

假
に
利
川
價
値
を
認
め
て

其
繁

一m・
を
計
る
と
し
て
も

、又
有
寄

な
る
魚
一
観
と
し
て
駆
除
す
る

と
し
て

も

、
英
生
態
を
明
か
に

し
な

け
れ
ば
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
一n--一は
一a
難
で
あ
る
、）

筆
者
は
本

種
驅
除
の
目
的
を
以
て

束
一一一一湖産
雨
一S一の
生
態
を
調
査
す
る
機
を

得
て

多
少
得
る
所
あ
っ
た
の
で
其
の

一
端
た
る

移
動
性
に

關
し
述

べ
て

見
た
い
と
思

-

一
般
に

生
物
の
移
動
は
食
物
の
缺
乏
環
境
の
變
化
或
は
生
殖
の

爲
に

必
然
的
に

起
る

一
現
象
で
あ
つ
て

此
際
展
・一（
群
團
を
形
成
す

る
事
が
知
ら
れ
て
一eb
る
が
'
兩
館
に

は
難
解
族
の

一
特
性
た
る
淡

厳
兩
水
界
に
直
る
顯
著
な
る
移
動
性
を
認
め
ら
れ
る
の
は
周
知
の

事
實
で
あ
る
o一）溯

上

性

雨
一聽
の
太
平
洋
岸
よ
り
之
に

注
ぐ
・一果
一一一一一川に
．訴
上
す
る
の
は
例

年
河
水
温
一一解
氏
九
度
1
一
〇
度
内
外
を
示
す

八
月
十
五
日
前
後
か

ら
で
あ
つ
て
是
等
は
約
十
五
町
上
流
の
東
沸
湖
に

て

一
時
滯
制
し

j

f

卵
河
川
た
る
ア
ン
ノ

ロ

川
に

は
未
だ
全
く
上
ら
な
い
o

体
色
は

拆
上
直
後
は
特
有
の
銀
毛
を
呈
し
体
一解
制
一
離
し
易
く
生
殖
素
の
發

育
状
態
よ
り
必
・

ず
本
年
中
に

生
一m・
を
了
す
る
事
は
魏
知
さ

れ
る
が

産
卵
ま
で
に

は
可
な
り
の
期
間
が
あ
る
様
に

見
受
け
ら
れ
る

。
是

等
の
需
一
溜
群
が
湖
に

常
接
す
る

一
群
と
共
に

ァ
ン
ノ

ロ

川
に
拆
上
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を
見
る
の
は
九
月
初

旬
で
十
月
上
旬
を
其
盛
期
と
し
て

十

一
月
下

句
ま
で
持
續
さ
れ
る

。
此
の
拆
上
期
に

於
け
る
難
雄
個
体
の
生
施

素
を
観
察
す
る
に
一果
一一一W
川
拆
上
時
同
様

（・ :-一一一期
一
訴
上
の
も
の
を
除

い
て
は

）
悉
く
来
熱
状

態
に
し
て
産
卵
期
迄
に

は
可
な
り
の
日
数

を
要
す
る
事
が

一
見
分
明
出
來
る

。
部
賀
本
組
の
ァ

ン
ノ

ロ

川
に

於
け
る
産
卵
は
十

一
E
-

:

-
'

中
句
-
-
1

。 :-
-
:
:一一，成
n

期
と
し
て

十
一
:

=
:
'

l-1
三
日
よ
り

下

句
に

至
る
約
三
-
四
週
間
に

行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て

、
本
州
方

面
に

比
し
前
一還
延
を
見
る
の
で
あ
る

。
斯
様
に
本
一源
上
は
産
卵
移

動
の

一
過
程
に
あ
る
事
に

は
相
速
は
無
い
が
率
ろ
環
境
の

:

要
化
に

依
り
促
進
せ
ら
れ
た

一
行
動
と
解
す
る
の
が
一一一一a一営
の
様
に

思
は
れ

る

。換
言
す
れ
ば
拆
上
移
動
を
誘
致
せ
し
め
た
直
接
の
刺
較
は
環

境
装
化
が
第

一
次
的
な
も
の
に

し
て

，
生

一m一
素
の
發
達
に

開
連
し

て
現
は
れ
る
生
理
作
用
は
第
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
及
し
た

い
の
で
あ
る
o

ァ
ン
ノ

ロ

川
に

一源
上
を
開
始
す
る
1

几・L=- :

-
・

初
旬
は
湖
表
面
水
温
は

一一解
一 :

-一二
一
度
1
二
二
度
内
外

（一一同
年
に
於
け
る
最
高
値

）
に
高
:a一

せ
る
に
ァ
ン
ノ

ロ

川
水
温
は
一構
氏
一
〇
度
内
外
の

低
温
を
示
し
て

e
る

。即
ち
雨
館
の
生
態
學
的
常
態
が
・一a0
冷
な
る
水
質
を
撰
ぶ
本

能
よ
り
湖
水
温
の
高
一昇
は
該
一独
の
適
應
範
圍
の
極
限
に

達
し
た
爲

ァ
ン
ノ

ロ

川
に

生
態
學
的
樓
所
を
求
め
た
の
で
あ
る
ま
い
か
o

假
に

生
殖
素
の
發
連
に
開
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば

海
洋
よ
り
前
述
の
出

一一一一一一一川に
於
け
る
拆
上
初
期
の

一
群
は

一用
川
間

の
距
離

（約
四
〇
町

）
並
に

館
館
族
の
移
動
速
度
よ
り
推
論
し
て

通
く
も
八
一=
:
'

十

七
日
前
後
に

は
ァ
ン

ノ
ロ

川
に
-fr
， i'影
を
現
は
し
て

eb
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
o

-一=一一一-t・-llf
開
川
に
於
け
る

．源
上
初
期
の
生
殖

一一一一一一を
較
益
す
る
に

發
育
程
度
に

於
て
一始 :
ん
ど
懸
隔
を
認
め
得

な
い

の
で
あ
る
o

半
田
技
．師

（一
九
三
〇

）は
大

一m--一一一一用
一
館
一
に

就
て
観
察
せ
ら
れ
該

極
は
W一一一期
湖
水
温
高
き
爲
集
一冷
な
る
注
入
河
川
に

遡
上
す
る
も
の

に

し
て

、
偶
-

高
組
に

あ
る
も
の
は
?

:一ハ游
:

株

が
．一一 :

鋼
，
る
と
述
べ
ら
れ

て
一e
る
の
は

」
--
間
の
消
息
に

一
例
一一一M
を
興
へ
る
も
の
と
信
ず
る
の

で
あ
る

。一一一li一'の
湖
河
は
一ノ
ラ

ン

ス

の
一
・一一類-
-

-

・

者
に

依
れ
ば

一一一に

依
る
向
性

（Bran
c

一一 iot
r
o
P
i

-一m
）一一ち姆
の
作
用
に

依
つ
て
水
中
の

溶
解
酸
素
の
增
加
に
反
應
す

ぺ
，

、起
る
の
で
は
な
い
か
と
の

一
設

を
樹
て

・・・
一e
る
様
で
あ
る
が

、
本
例
に

就
き
て
考
察
す
る
に

環
境

の
變
化
換
言
す
れ
ば
湖
水
温
の
高
昇
は
酸
素
の
溶
解
力
を
減
少

せ

し
め
る
爲
に

:

一一::-
-

f
-

-

:-

，
-

:一…一を
減
少
す
る
理
で
前
識
に

洽
好
す
る
點
の

存
す
る
様
に

思
は
れ
る
o

，一一一一上
現
象
は
主
と
し
て
夜
険
時
殊
に

一一一=

夜
に

多
く
行
は
れ
降
開
時
は
一一一一 :上
一一一一一
促
進
せ
ら
る
・・・一様
で
あ
る

。

藍
し
該
現
象
を
一一一一致す
る
要
因
は
他
動
的
な
も
の
に
あ
ら
」一 :， ・
，

し
て
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率
ろ
自
動
的
な
も
の
と
解
せ
ら
る
・・・・一
。
即
ち
河
川
の
一-E
濁
と
暗
黑

を
利
用
す
る
」一一一一敵
防
衛
手
段
の
一
表
現
な
る

ぺ
く
海
洋
生
活
に

於

け
る
1f
体
の
行
動
に

密
接
な
る
因
機
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
o

-

降

海

性

斯
e一の
東
沸
湖
よ
り
東
一一一一川に
流
下
現
象
を
目
-e
す
る
の
は
例

年
略
四
月
二
十
日
よ
り
六
月
十
日
に
一一一一一'る
期
間
で
あ
つ
て

五
月
十

日
前
後
を
英
盛
期
と
し
て

一e
る

。
流
下
は
全
く
自

一置
見
受
け
ら
れ

」一，・一一一一一陰
時
の
河
水
温
の
低
減
を
示
す

午
後
丸
時
-
十

一
時

（河
水

温
一一 l

M

氏
八
度
-
一一一ル
度
内
外

）
を
潮
時
と
し
て

一
勢
に

行
は
れ
る

。

潮
時
機
は
下
流
を
彷
性
す
る
も
全
く
流
下
す
る
事
な
く
黎
明
を
俟

ち
て
一-t-
び
測
水
へ
一組
散
し
て
し
ま
ふ

。
流
下
開
始
期
た
る
四
月
二

+
n :

前
後
は
湖
の
全
面
を
被
塑
せ
る

水
r-流

の
融
解
直
後
で
あ
つ
て

湖
表
面
水
温
は
四
度
（正
午

）前
後
で
あ
っ
て
東
沸
川
河
水
温
に
比

す
れ
ば
和
低
値
を
示

し
て
一eb
る

。

約
半
一一成
に

互
り
氷
a
M

下
に

自
由
力
を
抑
壓
さ
れ
て
一eb
た
此
等
は

解
氷
の
爲
活
動
範
国
を
一烟
大
せ
ら
れ
精
氣
を
蘇
す
理
で
あ
る
が
併

し
乍
ら
来
だ
完
全
に

回
復
す

べ
き
豫
猶
な
く
本
期
の
雪
解
水
の
爲

押
し
出
さ
れ
て
降
海
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
識
も
あ
る
が
一旬
く

も
高
等
動
物
は
斯
く
他
動
的
に

移
動
す
る
も
の
と
は
信
じ
ら
れ
な

い
。
雨
館
に

於
て
も
斯
様
な
外
的
障

一時に
反
接
す

べ
き
游
一状
力
を

有
し
て
一eb
る
様
に

思
は
れ
る

。
降
海
無
の
外
型
を
概
述
す

れ
ば
体

細
長
に

し
て

吻
突
出
し
一四
部
国
味
を
一a
…
一一一一）
体
色
は
鈍
き
暗
赤
色
を

呈
し
て
-b
る

。
生
殖
素
は
已
成
せ
ら
れ
確
魚
に

於
て
は
經
〇
・

一

l
〇
・
二
托
の
来
熟
卵

、
離
布
、に
あ
り
て
は
略
長

一
八
耗

、
巾
C
'

六
耗
の
左
右
精

一果
が
分
明
出
來
る

。
鱗
相
に
就
き
觀
察
す
れ
ば
大

型
の
も
の
に
あ
り
て
は
二
五
-
三
〇
内
外
の
環
状
線
が
認
め
ら
れ

る

。
鱗
面
に
示
さ
れ
る
冬
季
帶
よ
り
推
定
す
れ
ば
降
海
魚
の
年
船

は
二
1
四
年
a一で
あ
る

。
'

日
一一一一0・患
氏（
一
九
三
四

）は
雨
一解
は
生
後
二
年
半
乃
至
三
年
に

し

て
親
．
-

m
一と
な
り
滿
四

、
五
年
で
産
卵
を
港
つ
た
も
の
は
疲
勞
英
極

に

連
し
斃
一 :

-
l一一す
と
報
ぜ
ら
る

。
日
幕
氏
の
所
一一b～
を
翻
照
し
本
降
海

魚
に
一認
め
ら
る
4

生
效
素
の
一一一一:一--生
は
二
1
三
年

角
に

於
て
は
第

一

次
的
の
も
の
で

、
四
年
一一 :nE

に

あ
り
て
は
再
成
の
も
の
と
解
せ
ら
る

る

。
換
言
す
れ
ば
前
者
の
降
海
は
陸
封
時
代
を
過
せ
る
稚
魚
の
海

洋
へ
の
處
女
移
行
で
あ
ら
う
し
後
者
に

於
て

は
去
秋
生
殖
を
了
-

し
も
一究
死
す
る
事
な
く
金
喘
を
保
ち

:

?
:一ハ :種
湖
内
に

て

越
冬
し
廣
大

な
る
海
洋
へ
の
索
一解
移
動
で
あ
る
と
信
」一 :1，
る
の
で
あ
る

。
大
野
磯

吉
氏
（一
九
三
三

）は
降
海
時
に
於
け
る
銀
毛
ヤ

マ
ー一に
就
き
て

魚

体
の
細
長
:

英
他
三
四
の
外
型
上
の
變
化
點
を
指
摘
せ
ら
れ
海
洋
は

- 8o -

河
川
と
條
作
を
異
に

し
其
游
一一一一一一9
国
の
一一一一大な
る
は
も
と
よ
り

各

極
生
物
間
に

-9
け
る
生
存
一一一一一一一一・も
激
:

u
-一な
一一・一一一一 :-一一一って
海
一
作
生
活

に

於
け
る
:一一一速

」
-
自

r b

游
:

-
一

、・0
爲
の

一一一一一一一加
な
ら
ん

と

述

べ
ら

る

。排
M

し
雨
一一M一の
降
:-
一一一 :一一一'に
現
は
れ
る
体
細
長
吻
突
出
等
の
外
型

變
化
も
海
洋
生
活
順
確
の
た
め
体
内
に

生
・

ず
る

生
理
作
用
に

基
づ

く
も
の
で
あ
ら
う
o

(三)

雌

雄

比

に

就
て

一一，～ :
上
一一一-一一一一用a一を
一一一除の一
-
-

' :

的
を
以
て
=:'一移
動
期
に

順
隆
し
て

河
川
を
遊
断
し
上
り
ウ

ラ
イ
（一一，～ :
l
・一……
）
上
り
下
り
ゥ
ラ

イ
（
降
海
角
一

を
裝
置
し
挿
獲
せ
る
各
個
体
に

就
き

雌
雄
を
檢
せ
る
結
果
を
示
せ

ば
次
表
の
通
り
で
あ
る

。

第

一表
降

海

魚

尾

数

・
昭
和
一-'
二
・一一'度
）

（ul-
和
十

三
-l-
度

）

性 ' 1h!i
ili
, 期
/ l:l1
素自一
四;'・1
J j月

三 -t'

十四
日国

一
'--o
a

l

一a
=一中
田

一一、一一-
t

一
、一天
一一

一一一、一ハ一-:一一
;J
一u :

J-
十
日一一一一一一一

田
一

九

・」・～-
一
十

n
中

†
'
:n
中

計

-8 l一:一一一一、一
'

0
i

'

f一養一
一
、一要
一一

3 l  -

（昭
和
1'
二
年
度

）

-L: ' 」i 二

?'、 - : l i

上
表
を
總
括
し
て
年
度
別
總
一
術

一一
．一数を
'

本

せ
ば
次
表
の
通
り
で



あ
る
'

'
第

三
表

降

海

魚

度

一

計

n

、一一一一n一
一一、一一 :

發
一一

i

一

一一、-ル
国

国

、0
元

一

何
に

支
配
せ
ら
る
も
の
な
ら
ん
と
す
る
も

一
師
結
を
見
る
理
で

あ

る

。
f・fし
．-一L
ら
效
に
具
体
的
な
一
管
見
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
一
海
一a:-
:

生
一一一一に於
け
る
雌
一一一一の
業
る
自
然
的
障
碍
が
雄
魚
に

比
し
過
大
な

る
點
亦
-i:ハ
に

相
關
連
し
て

雌
雄
a一の
上
に

先
一大
的
な
生
存
年
齢
の

差
異
等
が
推
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
一
単

な
る

一
随
證
で
あ
つ
て
之

が
論
結
を
見
る
に

は
今
後
の
檢
討
に

使
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
。

l
l
性

年昭
和

- (n:、

昭
和
十

一
二

年

度
一

;

-
-

． :一
量
部

計

一
一Mr

一

雄

一一一一一-
'

一
、0
さ

摘

要

以
上
を
述
一一 :一一す
る
に

降
・

源
一源
上
一一一一一一の
-

H
f

雄
比
に

期
普
な
る
差
異

の
あ
る
事
が

、現
は
れ
る

。
之
を
数
的
に

求
む
れ
ば
降
海
・一-一に
於
て

は
雌

一
離
〇
・
七
、一-li-
上
角
'
に

於
て
は
雌
一
雄

一
・
六

、
の
一一一一一M
と

し
て
示
さ
れ
る

。
．
併
し
て
此
逆
価
傾
向
は
各
．
-一一一・一一0一期
を
通
じ
て
全

く
普
通
的
な
も
の
に
し
て

本
現
象
が
偶
發
的
亦
は
間
歇
的
出
現
に

あ
ら

一reる
は
自
明
で
あ
る

。
此

一
事
賀
は
多
酸
に
一u一る
開
一m一の
生

活
史
に

無
限
の
興
趣
を
添
へ
る
も
の
に

し
て

生
態
學
上
注
目
す

ぺ

き
點
の
存
す
る
様
に
思
は
れ
る

。
此
が
要
因
に

就
き
て
は

、
抽
象

的
解
釋
の
下
に
於
て
は
雌
雄

魚
の
家

る

外
因
的
影
響
LIP
ち
環
境
如

館
一一M一一前化一nt

・

一新一一の
見
地
よ
-l-
考
察
し
て
有
寄
・一一一極の
一た
る
兩

田
に

就
き
之
が
解
除
の
目
的
を
以
て

施
行
せ
る
生
態
調
在
に

基
づ

き
一T

:一ハ一
端
た
る
移
動
性
に

就
き
記
述
し
た

。

一
、
外
海
の
連
聽
河
川
た
る
東

一一一川に
湖
上
の
認
め
ら
れ
る
の

は
八
月
十
一五
日

前
後
か
ら
で
あ
る
'
此
等
の

一一一一?
は

湖
に

漸

一一一して
更
に

九
月
初

句
産
卵
河
川
た
る
ァ
ン

ノ

ロ

川
に
一--一上

を
開
始
し
十
=
-
・

初
句
を
一一一期
と
し
て
十

一一 :

=
:一中
句
迄
産
卵
が

行
は
れ
る

。

二
、
降
海
は
例
年
略
四

:

u
:一二
．l'
日
よ
り
六
月
十
日
に
一f一る
-e

］間

で
あ
っ
て
五
月
十
日
前
後
を
北一盛
期
と
す
る

。
流
下
現
象
は

一一・く
夜
険
時
の
み

に

行
は
れ
:

u一一一時
刻
は
午

後
九
時

-
-'
時

- 8 2-

（河
水
温
八
度
-
五
度
）を
潮
時
と
す
る

）
此
流
下
移
動
は
外

因
的
影
響
に

支
配
さ

れ
る
も
の
に

あ
ら
ず
し
て
索
解
洞
游
へ

の

一
段
階
で
あ
る
-

三

、産
卵
河
川
た
る
ァ
ン
ノ

ロ

川
の
一一一一一上
開
始
期
は
生
-;i9
素
の

發
:

連
一・一一態並
本
一組
の
生
能

單
的
常
態
よ
り
考
察
し
て
環
境
の

一要
化
に

依
り
可
な
り
の
促
進
を
見
る
の
で
あ
る

。

四
、一源
上
現
象
は
主
と
し
て

夜
険
時
降
一開
時
に

行
は
れ
る

。
此

は
河
川
の
涵
濁
と
暗
M
-一一を
利
用
す
る
確
一 :
敵
防
術
手
段
の

一
表

現
で
あ
っ
て
:

海

一一一一:生
活
に
於
け

る
目
身
の
行
動
に

相
開
---E
す

る
も
の

が
あ
ら
う

。

r :

:一
、

降
海
雌
雄

魚
に
は
流
下
に
際
し
体
内
に

は
未
發
育
の
生
殖

素
發
生
が
認
め
ら
れ
る

。
之
が
發
生
は
降
海
魚
年
，齢
に
相
應

し
第

一
次
第
二
次
の
相
異
る
べ
く
体
型
上
二
三
の
變
化
點
が

一一一一一一め
ら
れ
る
の
は
海
洋
生
活
順
應
の
爲
体
内
に

生
一-l-
る
生
理

作
用
に

基
一っ
く
も
の
で
あ
ら
う

。

六

、
降

海
源
上
兩
期
の
-llf
雄
比
を
檢
す
る
に
前
者
に
あ
り
て
は

雌

一
雄
〇
・
七

、
後
者
に

於
て
は
難
一
雄

一
・
六
の
逆
轉
現
象

が
あ
る

'
此
が
要
因
は
海

一一 :一 :

:

生
一納
に

:

n一一一け
る
雌
雄

魚
の
蒙
む

る
外
因
的
影
響
に
依
る
べ
く
も
之
が
論
結
を
見
る
に

は
今
後

の
検
討
に

俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
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し

、
更
'に
一一一一・一一一一 :湖
口
を
一一用
た
る
こ
と
約
二
-F

f

の
地
一那
．で
べ
カ
ン

ぺ

ウ

シ

川
と
合
流
し
厚
岸
湖
へ
そ
・・・一ぐ
も
の
で

、
屈
:

E
多
く
河
幅
二

五
米
-
三
五
米

、深
度
二
米
1
五
米
で
兩
岸
は
主
に
:a
地
或
〇

は

原
野
に

し
て
一
題
な
ど

:

繁

茂
し
野
鳥
の
一絶
好
の
樓
息
地
で
あ
る

。
-9

一
灣
野
氏
経

:

管

の
親
布
'
抽
獲
採
卵
場
は
第
二
橋

No
・
4

（第
二
圖
參

照

）
の
地
點
に

あ
り
'
孵
化
場
は
ホ
マ
ヵ
イ
川
上
流
の
湧
水
を
利

!!
●

用
し
居
る
も
の
で
解
化
場
は
本
年
よ
り
北
海
通
座
の
管
理
す
る
處

と
な
っ
た

。
解

化

成

-f

本
河
川
の
鮭
館
解
化
事
業
は
昭
和
二
年
渡
野
氏
が
是
を
始
め
た

-●
二
■

- 94 -

の
で
あ
る
が
営
初

:

離
の
組
a
'
の
一
挿
一一一M一數
も
組
め
て
少
な
く

、
依
つ

て
昭
和
三
年
に
は
千
一'-一照一化
場
よ
り
八
〇
一n一粒
の
能
卵
分
護
を
受

け
放
流
す
る
な
ど

一刷
來
-9
意
こ
の
事
業
に

努
力
の
結
果
第

一
圖
の

如
く
毎
年
次
第
に
好
成
續
を
舉
げ
っ
・・一・
あ
る

。
採
卵
場
は
河
口
よ

り
二
杆
位
の
地
離
に

あ
り
解
化
場
は
更
に

遡
河
す
る

こ

と

約

四

杆

、
卵
子
の
運
搬
は
目
下
の
慶
厚
岸
解
よ
り
門
s
解

解
を
經
て
時
間

的
に
は
不
便
で
あ
る

。
本
年
度
に

於
け
る
十
月
現
在
迄
の

一一一一M一数

は
次
表
の
如
く
で
あ
る

。

た
の
で
あ
る
o

溶
存
酸
素

W
I

・N
K
-

・E
R

の
方
法
に

よ
る

。

酸
素
他
和
度

聽
分
の
少
な
き
處
は

一v-In
-

-

）-・E

の
表
に

よ

り
鹽
分
の
多
き
簡
所
は

Fo
x
の
表
に

よ
り
聽
分
の

一一一一解
度
の
變

化
を
加
算
す

。

聽
分
（Cl
）
M:oH

Rs

の
硝
酸
銀
法
に
よ
る

。

-li-
酸
聴

混
一間
せ
る
液
は

一
度
-lf
過
し
た
後
ビ
ク
リ
ン

酸
港
波

（2
5
・6m

9

を
---9
-f9
水
に
溶
解
し
て

一
立
と
す
る

）が
5
0

m
g
．
1L

の

S
i

〇

．の色
調
に

等
し
い
も
の
と
し
て
比
色
算
出
し
た

。

燐
酸
聽

D
E
V
I
G

-s

'
及
び

:

A
TK
I

・Ns
の
方
法
に
よ
る
o

ア
ル
カ
リ
度

1
0
0cc

の
試
水
に

五
満
の
メ

チ
ー
ル

オ

レ

ン

ヂ

を
加
へ

字
H
C一
で
滴
定
す

。

一一e一酸
聽

ヨ

ー

ド

法
に

よ
り
行
つ
た

。

蘭

査

結

果

（別
表
参
照

）

酸
素
合
有
:一一一
一
般
に

酸
素
の
含
有

一一一-i-は
大
き
く
只
だ
一一一一'o
．2

N
o
・
3
・

の
淡
水
及
び
:
'
、性

水
の
混
入
し
た
地
難
．に
於
て

は
酸
素
の

一一一

は
成
居
し

一・J- :一一一一:-一しく
減
少
し
て
一eb
る

。
こ
れ
は
海
水
の
--
一一一1，'と

淡
水
の
比
一m一と
が
異
り
比
重
の
大
な
る
海
水
が
下
居
に

停
静
し
r

ib
る
た
め
〇
-

の
供
給
少
な
き
た
め
で
あ
る

。

l] 日 雄

9

8

41

16

36

14

5 l

27

36

20

16

l 6

10

難 計 量卵採

L0.1 l

″ 12

″ l 3

″ 14

〟 15

″ 16

″ 17

″18

// 19

″20

〟 2 l

〟22

″ 2:;

7

15

36

20

16

14

38

18

23

19

7

64

32

16

23

76

37

47

28

89

45

59

39

23

S0

42

:i0,000

125,000

l 1-,580

調

査

方

法

こ
の
調
布
は
主
と
し
て
購
一分
を
追
ふ
て

海
水
の
使
入
般
態
を
見

- 95 -



引

用

文

献

一
、大
a
哲
夫

（昭
和
十

一
年

）
一能
一
-l-
魚
の

海
水
放

流
試
一

「動的
・
i
i
l

雑
一一一a、四
十

ぺ
卷

'
八

、九
、
十

境

。

とmS

は
れ
る
も
た
r
次
の
點
に

於
て

考
慮
す
べ
き

と

考

へ
ら

れ

る

。先
-l:
解
化
場
の
一m一水
の
水
量
の
少

量
な
る
こ
と
は
大
規
模
の

解
化
事
一業
に

因
難
な
こ
と
で
一一一水不
足
時
に

は
河
水
を
混
用
し
て

ib
る
が
今
の
處
著
し
い
卵
の
損
傷
を
見
な
い

。
第
二
に

尾
幌
川
附

近
の
降
雨
毎
に

山
野
に

樹
木
の
少
な
い
た
め
に

流
さ
れ
る

混
砂
の

多
い
こ
と
で
あ
る

。
今
迄
厚
岸
測
に
そ
--

ぐ
尾
幌
川

、
別
装
邊
年

川
の
降
雨
．-一一一一に
流
さ
一る
・・・
一一一ルー一一一は一一一一一一一一一湖
に
於
け
る

生
物
に

多
大

の
損
-i
-

を
興
へ
て

居
る
一M一一一
管
あ
り

（例
へ
ば
営
地-u
産
マ
ガ
キ

の
根

組
な
ど

）
將
來
上
流
地
方
の
山
林
に

對
す
る
何
等
か
の
一一一一一一一一一一を
必

要
と
す
る
如
く
感
ぜ
ら
れ
る

。
次
に

稚
魚
を
放
流
し
て
か
ら
海
に

入
る
迄
の
距
離
の
短
い
～::
と
は
犬

一明新
一 :
夫
敎
投

、（昭
和
十

一
年
1

9
3
6

）の
能
稚
色
、の
海
水
放
流
試
驗
に
論
述
せ
る
如
く
有
利
な
點
と

思
は
れ
る

。

以

上
の
多
少
危
ぶ
ま
れ
る
解

一化
事
業
の
難
一既
あ
る
に

拘
は
ら
」一一一・

捕

一獲
親
魚
の
果
年
增
加
は
本
河
川
に
於
け
る

該
事
業
の
實

:

績
を
物

語
る
も
の
で
あ
る
o

（-一一一）

地 點 No・1 川 l11 23m(10月l0日,l937. 年後1時30分)
深 度
(n、)
最 ia.
(oC)
水 温
(°C)
選明度
(m1 p l l

(.10

lol'/L1

7.01

6.93

7.04

l (遂) C lln、g/l.)
0 l 17.2

1 l -

2 1 -
10.4

10.2

l0.2

2.7 6.10

- 6.9
l

- l 6.9

90.0

S7.5

88.8

11.4

10.0

10.2

-3--s務,- ll・ ) : (mg/ l )

言二 _ 1

地 點 No・2 (10月21日, 1937. 年後3時 3 0分 )

深度

(m)

水1●
(oC1

番取

度
(m )
●分 pH 〇 l  l0二

(c( '/l. ) l (% l
CI

(mg/L)

p

(mg/Ma)

sic,二 lアt
1 ヵ リ

( m g l 「 , )度

S〇‘
(mg/L)

0

1

2

3

8.5

8.5

8.5

9.6

1.g

l0.72

6.7

6.8

6 .9

7.2

8.84

7.73
7.67

4.36

72

58

3 l 0

5.92%o

1.6

2.05

a4
1.53

55.2

64.2

56.2

5l.o

5.4

6.4

6.0

1l.4

25.6

24.32

困.16

1171.6
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二

，一--u
Tc
-

I

．-R

一）-
:A

．L
．（ l9
3
一一一）

Fa
to
r

9
inf

一二enc
io

9

t
h
e
u
P
s
t

r
c
a
m

sP a
W

一一 in
9

m
i

9ra
t
ion
of

t

h
e

P
i

:

nk
sa
-

m
o
:n
-

〇
、-c
li
f

、::
-
-oef

r

-u

空
-
～
-

s

、

f
la

（WA
L

一一:AUM

）-J
o
u
r

．--
i

o
-

．Vo
-

． I-
．No
．4

．

酸
素
他
和
度

表
面
よ
り
深
度
2

m
迄
は
何
れ
も
7
0

～
l
0
0

。一一

で
一一一一和
度
大
で
N
o
．2-

一一一o
．3
．の
3

m
及
び

，
4m

は
激
減
し
4
2

～

o
一一:-一一一一
4

。
・

6

を
示
す
o

a
解
化
場
ホ
マ
ヵ
ィ
川

、
尾
幌
川
上
流
及
び
N
o
・
1

は
ほ
y
一

中
性
を
，一一一一一し
解
化
場
用
水
が

補
・一r
酸
性
に
近
い

。

一一一一'o・
2

の
3

m

の
地
點
．に
?
・一一一一一に
七
・
二
と
な
り
弱
ア
ル
カ
リー

を
呈
す
o

是
れ
は

C一
の
最
は
2

m
に

て
3lO

m

9・/
L
-

3

m
に

て

顧
度
1
0

．72
を
示
す

こ
と
よ
り
で
も
推
察
さ
る
o

以
下
下
流
に

な
る
に
從
〇
ア
ル

カ
リ

性
を
增
し
-N:o
．一一に
て
8

．0
河
口
に

て
8・2
を
示
す

。P II

の
測
定

値
よ
り
し
て
も
一一一 :-
i一一一一一一o

．2
の
簡
所
に

海
水
の
混

入

が

考

へ

ら

る
o

C1

解
一一化場
ホ
マ
力

イ
河
、' :

:
-

-一一幌
川
I一流
は

:一一一一'-nM :
の
淡
水
で
-
ー

の
一一一---徴一一一M一な
り

。N
o

．2
で
は
深
度
2

m
よ
り
C
一
．の
:
1

，，
--

意
激
に

增

加
し
3
l
O

m
，g/
L
-

3

m
に

て
一照
度
1
0

．72
t一一一 :

-一一一す
、即
ち
C一の
一一=一・一，-

・o
，

し
て
～:
の
地
購
ま
で
の
海
水
の
一一一一一入
は
疑
一一 :-一を
入
れ
な
い
處
で

あ
る

。
採
卵
場
附
近
に

:

於
い
て
は
從
つ
て
海
産
の
ア
メ
マ
ス

、
カ

レ

イ
な
ど
態
の
外
多
数
術
一確
一さ
れ
る

。河
口
に
て
は
〇

一の
一
並

（滿

湖
時

） l
2
・7
3

（
試
）
-

r
測
定
し
た

。

確
n
-一購
一
本
河
川
の
確
酸
聽
は
一一器al-
含
有
-

並

大
き

く
2
0

～
5
2

m
9
/

L

で
～:
れ
は
野
地
を
流
れ
る
河
が
比
較
的
確
酸
聽
の

多
い

土

境
を
粧
概
す
る
-lS
め
な
ら
ん
か
と
推
せ
ら
れ
る

。m一し
河
n
的
近

に
て
は

，-u
激
に

激
少
し
1
0m

9
/

L

に
低
下
し
解
化
場
初
水
附

一一一一-l---:

:---
M
5
8m

9
/

L
を
示
す
o

一
，，．-
．・・・
の
み
な
ら
・一一一一・・
一
般
に
火
山
地
帶
0

湖
水
に

於
け
る
-l=
酸
聽
の
量
は
大
い
値
を
示
し
て
-b
る

。

鱗
酸
聽

何
れ
も
棚
め
て
・

少

一一一-i-で
あ
る

。最
も
大
な
る
簡
所
に

て
も

N
o

． l
3

．0～
3

・5
一一一:J
/

M
3

に

過
ぎ
字
u
ハ

解
化
場
前

一水
附
近
は

相
常
合
有
一a
i一大
で
8

．8m

9
/

L
を
得
た
o

ブ
ラ

ン

ク
ト

ン
:
:
:

n一び
一 ::-
-一一一一一

の
確
魚
に
．-一一一一適
の
條
件
を
俯
へ
て
居
る

。

一一一一，酸
聽

磁
酸
聽
は
ホ
マ
カ

イ

川
に
て

2
l
・7
6m

9
/

L

尾
幌
川

7

．
0
8

解
化
場
2
4

．32

一一一一，--
．2

．0
m
l
2
一一．6-l

m
l

2
4

．3-
2m

l

2
8

． l6
-

3m
l

l
l

7
7

．
（
-

，一一g
/

I

．と
な
っ
て

一e
る

。
以
上
の
如
く
海
水
の
混
入

せ
る
簡
所
に
て
は
械
:一n一て
多
:

-

:-
の
硫
酸
一
照
が
存
在
す

る

。
流
酸
鹽

の
:
-

i一よ
り
L
て
も

N
一一
．2

の
3

一一一一一S一
に

は
常
然
一一一～一水
の
混
入
が

考

へ
ら
れ
る
o

ァ
ル
カ

リ

度

地
點

N一）
．2
の
表
面
は
5
・4
で
低
く
2

m
で

一）・0

3

m
に

し
て
1
l

．4
を
果

す
o

下
流
に
な
る
に

從
一一 :--

P
h

の
上
一昇

と
共
に
ァ
ル

カ
リ

度
も
增
し
河
口
に
て
1
8

．4
を
示
す
o

結

論

解
化
場
に
於
け
る
水
質
よ
り
解
化
事
業
を
考
へ
る
と
き
は
．--
'

適

- 9 6 -



（一）
緒

言

a一期
，
其
の
他
動
物
の
、-lE
游

、
移
動

、
系
統
的
開
係
等
を
確
賀

に

決
定
す
る
上
に
必
要
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
標
識
方
法
の
研

究
で
あ
る

。
即
ち
目
的
と
す
る
前

裁
、
或
は
動
物
体
に

標
識
を
附

清
し
て
之
を
放
ち

、
英
の
・

再
捕
せ
ら
れ
た
個
体
の
時
と
場
所
と
を

知
る
事
に
依
つ
て
洞
游

、
移
動
の
經
路
'

速
力
其
の
他
生
態
的
事

實
を
知
り
得
る
も
の
で
あ
る

。

魚
類
に

於
け
る
標
識
の
研
究
は
早
く
よ
り
始
め
ら
れ

、
研
究
の

i-=
象
と
な
つ
た
魚
種
方
法
も
多
種
多
様
に
一o一り
生
態
研
究
に
貢
獻

す
る
所
が
多
か
つ
た

。

標
識
方
法
に
は
切
斷
法

（Muti

一ation
m
etho
d
i

）
と

、特
標

法

（T
a
9
9in

9m
etho
d
i

）
の
二
方
法
が
あ
り
・

、
前
者
は
態
-B
類
の
成
熱

年
齢
の
研
究
、
或
は
同
．歸
性
の
研
究
等
に
對
し
て

應
用
せ
ら
れ

、

稚
魚
体
の

一
部
を
切
斷
除
去
し
'
後
年
'

i一一川時
に

は
其
の
傷
痕
を

標
識
と
し
て

用
r
-

）
る
も
の
で
あ
る

。
後
者
は

主
と
し
て
成
:

体
・一一'に

用
一一一一）
ら
れ
適
営
な
形
の
特
標
を
作
り
動
物
体
に

附
着
し
放
流
す
る

も
の
で
あ
る
o

切
斷
法
を
應
用
す
る
部
位
は
解
f一m-
'
始
等
で
あ
る
が

、
1lB
意
は

数
ヶ

月
後
に

は
再
生
囘
一便
し
て

判
定
の
困
難
な
る
這
に

至
る
事
は

各
地
の
資
驗
に
依
つ
て
明
自
で
あ
る

。
又
備
始
，を
除
外
し
た
他
の

各
-llf
も
同
様
再
生
は
す
る
が

、
之
は
多
少
な
り
と
も
始
條
を
-ll-
存

せ
し
め
る
結
果
で

、
-if
條
を
有
さ
ぬ
脂
始
の
再
生
せ
一u
事
に
依
つ

て

も
察
知
し
得
る

。

又
特
標
法
に

就
い
て
も
極
々
な
る
方
法

、
標
識
部
位
が
あ
っ
て

行
は
れ
て
居
る
が
英
の

:

…

-

捕
率
は
極
め
て
少
い

。之
は
標
識
方
法

- 9 9  -

確

鱒
類
標
識
方
法
の
二
、三
に

就
て

北
海

望
算
解
化
場

製

并

基

博

地 點 No・ 3 ( 1(, j j10日,1937. 午後2時45分)
探 度

( m ) l?。?;水a( o C ) 標準密度 理分 pH 〇 l

(cc/L)

〇t

(% )
Cl
(mg/L)

p

(mg/M 3)

S i 0,
(mglL)

0

1

2

3

3.5

163 11.6

1l.8

12.0

12.1

12.6,

3.52

10.88

11.40

5.6ll;

15.''6

15.1ll5

6.9

l;.9

7.0

7.1

7.1

7.29
'i.20

5.08

3.02

2.95

94

94

68

43

42

170.3

170.5

3.12%o

844″

8.82〟

2.5

2.71

_.2

1.8

1.91

4.33__
3.6I

-

地 點 No・ 4 川申  3 l m ・  (10月10日 1937. 年 後 3 時 )

深 度

( m )

鎮 E

( o C )

水i・
( o C )

選明度 l 標 準
( m ) l 密 度 斑分lp I ll (cc第L) l(;;) C1(mg/L) p(mg1M3) SiC)j(mg/L)

0

l

2

3

4

16.3 11.6

11.8

12.0

12.1
12.5

1.g

1.19

9.14

l 2.39

12.94

2.63

12・99

17.25

17.97

7.2

7.2

7.6

7.9

7.9

7.77
7.33

5.70

5.83

5.84

100

97

80

83

85

5.27

1l .a%。
7.18″

9.54″

9.94″

1.7

1.7

1.45

2.1

2.41;
地 點 No・5  (10月10日, 1937・ 午後3時 1 5分 )

深 度 l 最 i'
( m ) 1 ( o C )

水 i●
( oC )

最明度標準

( m ) l 密 度
● 分 p l l 1 〇二

,(cc/L)

00

(%
a
(mg/L)

p

(mg/MS)

S i 0l

mg/L)

0

1

2

3

4

15・0 10.3

10.0

103

11.5

11.8

2.6 1- l -
1 '- l - l --- 2 3 1 : 4.09
- 14.19 1 19.60
- 15.9921.92

7.2
7.')

7.2
8.0

8.2

7.54

7.49

6.84

4.88

5.17

95

94

8‘
7.(

7.t

577.4

494.6 ″

:2.25%o

10.84″
12.13″

l ;.;
1.45

1.g1

1.86

433

2().0

場 所
探度

日 時
l (m1

標 準 l
密 度 l 国 分 p1[

Cl

(%・)
p

(mg/Ml )

S i 0_
(mg/L1

ア̃カ
j 度
S 0'
(mg/L)

採 卵 場

尾幌川口

10/x193,.
午後 4 時
午後4時20分

0

0

2.75

16.79

4.61i

23.01

6.9

8.2

2.1i6
12.‘3
1.77
1.60 ;:; 6.5184 11.1i22.323

水 i●
( oC )場 所 PH Cl

( m lg/L)
p
(mg/MS)

S i ( 'l
(mg/ l . )

ア ル カ り 度
S ( )‘
(mg/L)

解 化 場
ホ ''eカ イ 川
! i 幌 川 12.li

6.8
7.1
7.0
t;3 l 3;L
5.0 ' 1.23

60.0
51.5
58.0

6.8
5.9
6.0

24.32
:21.76
70.8

- 98 -



が
不
適
営
で
あ
る
爲
放
流
後
に

至
つ
て
脱
落
す
る
か
'
或
は
標
識

附
着
が
間
接
の
原
因
と
な
っ
て
斃
死
す
る
か

、
或
は
標
識
に
一小
:

在

意
の
爲
か
で
あ
る
o

能
館
期
の
標
識
方
法
研
究
は

全
國
態
館
生
態
調

一一一:一研
究
會
の

一

項
目
で
あ
り

、
二
、
三
の
事
賀
を
知
り
得
た
の
で
此
産
に

報
告
し

一一一一一一一M・
各
位
の
御
高
教
と
御
指
導
-ll:
仰
ぎ
た
い
と
思
ふ

。

本
文
に

入
る
に
先
立
ち

、
港
始
御

懇
総
な
る
御
指
導
を
忝
う
し

た
前
半
田
場
長
並
に

岡
田
技
手
に
:

-
:

世

深
な
る
謝
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
る
，（一一）
H

ー
テ
ル
に
依
る
稚
魚
の
假
死

切
断
に

依
る
標
識
方
法
は
小
形
な
・一一一・一一一一を取
扱
-

、
r
）
、
能:
條
を
殘

存
せ
し
め
な
い
一一一一一j-を
條
作
と
す
る
開
係
上

、一
．
-

，・．-一
な
る
技
術

と
充

分
な
る
経
驗
--

，一必
要
と
す
る

。
然
し
之
を
一
端
假
一 :

-一一の
状
態
に
落

入
ら
し
，一一、切
斷
法
を
應
用
す
る
・一a一が
可
能
な
ら
ば
取
扱
一一一一）
上
簡

開

一・に
、=一
充
分
な
る
注
意
の
下
に
目
的
を
達
し
得
る
も
の
で
あ
る

。

（-
'
f
，

）

藥
品
及
び
方
法

一・一
-
テ

ル

は
随
醉
迄
に

長
時
間
を
要
す

る
が
心
践
と
-

f
n
L

管
神
經
を
犯
さ
な
ぃ
長
所
が
あ
-

）、
又
性
質
上
水

に

は
八
・

一
一
%
の
割
合
で
溶
解
す
る

。
之
を
試
藥
と
し
、濃
度
は

三
・
0
%

を
越
え

る
と
直
ち
に

致
一 :

-
i

-一一並
と
な
る
爲
、次
の
四
極
の
溶

液
を
作
り

、
得

一一一一
組
の
-9
子
製
容
器
中
に

館
・
館
稚
魚
五
尾
を

收
容
し
、
三

、
五

、
七

、
一
〇

、
一
五
'
一
八

、
二
〇
分
を
各
魔

醉
時
問
と
し
て
其
の
經
過
を
翻
察
し
た

。
一 :

値

一体
長
は
最
大
四
'

五

組
'最
小
三
・
八
糎
、平
均
四
・
〇
一湖
で
浮
游
後

一
月
以
上
を
經
過
し

た
も
の
で
あ
る

。
實
驗
中
の
水
温
は
一一一M
氏
;・L・〇
-
一
〇
・
五
度
で

あ
つ
た
。

水

一
〇
〇
cc
中
に
ェ
ー

テ

ル

二
cc
を
溶
解
し
た
も
の
を

、二
・
〇

%
溶
液
と
し

、
以
下
同
様
な
る
方
法
で

、
一
・
五
%
、
一・
〇
%%;
、

〇
・
五
%
の
四
一観
を
作
つ
た

。

（o
）
結

果

以
下
エ

ー

テ
ル

各
極
溶
液
の
結
果
を
略
述
す

る

。
（1
）
二
・
〇
%
一一一…液
・
随
辞
迄
の
經
過
を
總
合
概
記

す

る

に

溶

液
中
に
收
容
の
1ll-
後
は
容
器
中
よ
1-

）跳
出
せ
ん
と
す
る
が

、
三
〇

秒
後
に

一能
る
と
横
臥

一一一一・止
し
一一一一一一行
す

ら
せ
・
ず

、
一
分
-
二
分
後
は

張
き
刺
激
に

對
し
て
は

（i「［．-一一一一一一一一
体
に
觸
れ
る

）反
一
轉
一連
動
を
す

る

も
の
も
ぁ
る
が

、
間
も
な
く
齢
一一一一一一の
開
閉
即
ち
呼
吸
作
用
は
外
部

よ
り
組
察
す
る
事
が
出
來
ず
假
死
の
状
態
と
な
る

。
之
等
を
別
の

容
器
中
に

あ
る
清
水
中
に

移
し

、一
要
一一一一一一一の
經
過
の
細

察
を

一
括

す
れ
ば
左
表
の
如
く
で
あ
る

。

- l〇〇 一

一

南
'解

時
間

l
◆

:
l
．

一

三

分

l
三
i
〇

a後
，a
a
-

田
動

，J
更
に
-

三

-

と
な
る
o

三
十
八

分
戦
臥
一一一一行
す
る

至
ら
ず
他
は
四
十

二
分
正
常
と

な
る

分
一

破
復
に

至
ら
ず
一
全

波
す

。

（2
）一
・
五
%
溶
液

溶
液
中
:一一一容
直
後
は
不
安
氣

に

容
器

中

よ
り
眺
出
せ
ん
と
す
る
事
は

、前
記

二
・
〇
%
溶
液
と
異
る
所
が
な

い
。
船

一一、Lは
後
部
を
大
き
く
擴
げ
反
撥
的
な
運
動
を
な
し
、〇
・
五

分
で
横
臥
一一一一一一行
し

、
一
-
二
分
で
鵬
要
a

は
徴
動
の
程
度
と
な
る

。

三
-
四
分
強
い
刺
載
に

對
し
て
は
反
轉
す
る
が

、
五
-
七
分
後
に

は
感
ぜ
ず
=船

一na

も
亦
全
く
動
か
・

ず
假
一死
の
状
態
と
な
る
c

之
等
を

他
の
清
水
中
に

移
し
恢

一使
迄
の
經
過
を
表
示
す
れ
ば
次
表
の
如
く

で
あ
る

。

一

一-一解
時
間

一

三

分

一
一一一 ，l
，-
、一一

1

．l;:

分

一

一
〇

分

（3
）一
・
〇
%
精

一…液
溶
液
中
に

一推
・一n
…

'
を
收
容
の
直
後
は
容

器

の

壁
に
直
角
に
向
〇

不
安
氣
に

游
泳
す
る
が

、
前
記

一一一…液
と
は
異
り

田
出
す
る
事
は
な
い
o

尾
部
の
運
動
は
概
し
て
-
-

，くM
l
l l
a

，

a

、…一
の
後
部

を
械
大
し
反
競
的
な
呼
吸
作
用
を
な
す

。

一・
一・一 :ル
分
よ
り
次
第
に

横
以
し
環
線
状
の
運
動
を
な
し

、
二
-
三
分
時
折
反
轉
し

、四
1

五
分
に

到
つ
て
も
一一同
徐
行
す
る

。
六
1
七
分
に
一f一れ
ば
器
底
に

，一横

臥
静
止
す
る
が

、
弱
き
刺
戦
に

對
し
て
は
一，
容
器
を
輕
く
打
つ

）反

轉
し
'
歸
一一一一一一の
運
動
一一一一一一
態
は
徴

動
の
程
度
と
な
る

。
八
分
を
經
過

す

れ
ば
全
く
鯉
蓋
を
動
か
す
事
な
く

、
又
班
き
刺
載
に

對
し
て
も

感
ぜ
・

ず
假
死
の
一一一一一一態
と
な
る

。

以
上
の
過
程
に
あ
る
a
-一，一一一を
所
定
の
時
間
に
取
場
げ

清
水
中
に

移
し
慨
復
迄
の
經
過
を
観

一一一一し
た
結
果
を
概
一記
す
れ
ば
次
表
の
如

く
で
あ
る

。

- l 〇 t-

f
を
大
き

（按
げ

呼
吸

L
一
分
で

横

一-一一一一一

で
平

常
と
な
り
器
底
に
一静

止
三
-
四
分
游

す
る
c

と
な
り

七

分

前

と
大

な
く
四

1

止
し
七
-
-

〇
分
で
全
く

平

常
と

な
り

-ll-
す

る
o

〇

分

分大一

平 き 分
常 く を
と開解
な閉 41
l リ Lば

三船- 1 '器
五下
分部
横徴
臥動
の し

1登、
除=
f J 1
し三

〇

を
紐
-l!-
す

l
r
L

ば
游
泳
す
る



1
一

a
御

理
の

下
識

f
動
-
し
四
'分
に
'到a開
-開

到
f

一
一
，
．一:

．一
震

--・

震
と
な
る

。
五
-
t:
分
開
開
の
程
度
量
く
八

1
一
〇

一'

'
f

分
横
a
徐
行
し
'
十

八

分
正
常
と
な
り
器
底
に
静
止

し
二
五
分
後
書
通
の

一状
態
と
な
っ
て
連
動
す
る

。

一
八

分

の

下

し

時

l 三 lii

十

二
分
に

至
つ
て
次
第
に

一一一進
行
し
三
〇

で

正大
常き
と く

な一

る四
o l

開
閉
し

〇
分
-f

一-
n
”時
間

一

:

恢

復

一，J一
の

組

過

-
一-
未
だ

1旺
-

響
にn
切

fす
る

割
、一-・
五
分
-

で

三

分

平

常
と
な
り
游
泳
す
る

。

五-
・

-分一-，同

◆一・1五
--l一

-
一分
で
平
常
と
な
り
游

事
る

。

: ,

ト l

- l一分、

1ii l
臥 l
除 ,

し

、一

四
-
一
二

二

〇

分

行
し

、四
〇
-
六尾

し

、二
〇
1
四
〇

〇
分
に

て
正
常
と
な
る
が
一一

死
す

。

1

（4
）〇
・
-l-
%
溶
液

確
角
を
一一一一…液
中
に

收
容
の
直

後
は

容

器

の
一一一一 i一-i-一
に

直
角
に

向
つ
て
不
安
氣
な
游
:

株

を
な
す

事
は

、前
記

一
・
〇

%
溶
液
と
同
様
で
あ
る

。
開
一一一n
の
通
動
も
又
同
じ
く
反
撥
的
な
開

開
を
な
す

。
一
-
二
分
を
總
過
す
る
に

從
つ
て
横
臥
し
容
器
中
を

一
端
線
-ll-
の
，，
-
:一動
を
な
し
進
行
す
る

。
二
1
'-ll-
分
に

到
つ
て
も
同
様

な
一述
動
状
態
で
あ
る

が
進
行
は
徐
行
の
程
度
で
あ
る
o

'ハ
分
後
に

到
れ
ば
横
臥
の

一一一一一一一一止す
る
が
弱

い
刺
較
に

動
し
て
も
敏
一一一一一一1で
反

轉
す
る

。
田
r株
M

の
運
動
は
次
第
に
一一一 :り・
じ
-
九
分
に

一一一一一fっ
て

も
同

様
で
あ
る
が
徴
弱
と
な
る

。
一
〇
-
一一一 :一分
後
に
は
一
觀
い
刺
械
に

は
感
-ll:
る
も
の
も
あ
る
が

、
一一・n
l
一
八
分
後
呼
吸
作
用
は
外
部

よ
り
認
む
る
事
が
不
可
能
で
假
一死
の
一一一m一
態
に

な
る

。

・

以
上
の
経
過
に

あ
る
稚
布
'

を
所
定
の
時
間
に

取
揚
げ
他
の
容
器

中
に
あ
る
清
水
中
に
移
し

装
使

迄
の
經
過
を
翻
察
し
た
結
果
は
次

表
で
あ
る

。

，'J

，'一一，-
一

り

、
五
分
で
器

-
1
一

-一 1
分

，科
f臥
徐

五

分

に
解
止
し

、
七

八

分

二

〇

分

（一一一
）
考

察

以
上
各
一前
一一一一…一前一一の
賀
験
結
果
に
依
り

考
察
を
試
み

れ
ば

、
濃
度

の
一
般
淡
に

開
係
せ
一-l:

一
八
分
を
経

過
す

れ
ば
い
づ
れ
も
-・-險
の

，
-一一一

態
と
な
る
o

〇
・
五
%
一一一…液
に

於
い
て

は
、一一一一一M…:-一一一に
要
す
る
時
開
は
長
く
概

復
は
:

平

き
に

過
ぎ

、
七
分
以

上
を
總
過
し
な
け
れ
ば
切
斷
の
操
作

に
は
不
適
営
で
あ
る

。
又
濃
度
を
9
i一め
た

一・
五
%
、
二
・
〇
%
の

各
溶
液
は
短
時
間
の
・一MIMi

で
切
斷
の
操
作
を
行
は
-la
ば
な
ら
・

ず

、

僅
か
の
時
間
を
経
過
す
れ
ば
死
に
到
り
大
量
を
な
す
に

は
不
適
営

で
あ
る

。
一・
〇
%
格
液
は
n
静
時
間
三
分
後
切
斷
操
作
を
開
始

す
る
に

何
等
の
不
使
を
感
ぜ
・

ず

充
分
な
:一一一一意の
下
に

切
斷
す
る
事

- l〇二一

が
出
來

、一更
に

操
作
を
組
組
し
て
十
八
分
に

一一・一一つ
て
危
險
の
状
態

と
な
る
故
操
作
に
際
し
て

は

一一一…液
中
に
十

数
分
に

し
て
切
斷
し
得

る
数

一一川一'
の
稚
角
、を
一一一一一解せ
し
む
る
事
を
要
す
る
o

以
上
各
一組
一m一…
液

、
各
所
定
の
時
間
を
・一一一酢せ
し
め
依
使

せ
る
稚

魚
を
賀
驗
室
内
の
水
相
中
に

f-l-
育
し
た
が

一発
死
す
る
事
な
く
二
・

1

三
時
間
の
後
に

は
投
興
す

一，0一
．一叫
料
を
通
つ
て

一一解
解
し

、・一M能
i

前
と

比
較
し
て

一述
動

、
食

一一一一一一一一一一一一一一に
就
い
て

の
差
異
は
見
ら
れ
な
か
っ

た

。更
に
一倣
一稚
一一n一を
供
試
布

一と
し
て

、一一一一一一は
一・
〇
%
一一一…
液
で

一la
鮮

し
'
一
排
は
一M
…

，-M
せ
し
め
る
-一一一
な
し
に

田
，一、a'a

:
:

始
、
的
始

、 :
1一一一

始
等
を
切
断
除
要
、し
た
結
果
直
後
に

:

n一ての
一一一一一一一先
率
は
次
表
で
あ

る

。之
等
の
一一一:，一…一を切
斷
標
識
の
試
驗
無
'
と
し
て

混
合
-

西
料
に
依
つ

て

的
育
し
後
1

〇
六
日
目
に

於
、
い

て
池
水
の
枯

一的に
一建
〇

全
減
し

た
が

、
そ
れ
一一一一一の
E
育
に

は
何
等
の
影
響
あ
り
と
は
考
へ
ら
れ
な

か
つ
た
。
然
し
乍
ら
-f-
發
性
の
藥
品
は
:i :一ハの
温
度
に

依
つ
て
効
力

に
は
著
し
い
開
係
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が

，
水
温
と
・M一議
i

時
田

混
度
の
開
係
に

つ
い
て

一一一一一一同
將
來
更
に

一買
驗
の

理
定
で
あ
る

。

（
三
）

切
斷
に
依
る
標
観
方
法

前
本
誌
に
御

發
表
の
越
国
技
師
の
a一一一一驗
に

於
て
は
い
づ
れ
も
一
始

條
の
半
ば
よ
り
切
斷
除
去
し
て
居
る
様
で
あ
る

。
元
來
始
・

は
一一一一類

の
一述
動

、
即
、t
）前
進
方
向
を
確

一買
な
ら
し
め
た
り

、
或
は
体
の
安

定
に
重
要
な
る
役
割
を
--l-
じ
て
居
る

）
從
つ
て
之
等
を
切
断
除
去

す
れ
ば
北
、の
通
動
上
に

及
-f
す

影
響
の
如

何
を
考
磁
し
て

恐
ら
く

始
:

條
の
半
ば
よ
り
切
断
し
た
り

、
或
は
影
響
な
し
と
j思
は
る
・・一一
階

:nf

:

の
切
斷
を
し
て
居
る
の
で
は
な
か
ら
う
か

。
今
回
的
條
を
基
底

よ
り
切
断
除
-

-一一、せ
る
も
の
が
果
し
て

運
動
成
長
に

及
ぼ
す
影
響
の

有
無
を
第

一
義
と
し

、
更
に
一…
一W
生
の
川一一一M-一に
付
き
観
察
し
た

。

イ

切

斷

ケ

所

前
記
の
目
的
を
以
つ
て
切
斷
す

ぺ
き
簡
所
を
背
解

、
尾
始
の
上

一薬
の
二
ヶ
所
を
選
定
し
い
づ
れ
も
基
底
よ
り
切
斷
し
た

。
之
等
の

再
生
状
況
は
直
一
ち
に

他
の
各
始
に

も
應
用
し
得
る
も
の
で
あ
る

。

之
等
の
標
識
一一一M
は
何

・-も
長
期
の
池
中
養
殖
に

一一一一え
得
る
事
が

出
一a l

，一一一一一一m率
の
良
好
な
る
館
稚
魚
を
佻
試
一一一一と
し
て
川

一 :- :）
、
解
化

室
内
の
水
補
中
に

一前一
、魚
粉

、
・一一，-=
臓
の
動
物
性
解
料
と
麥
粉

、

- Io3-



機
等
の
描
物
性
解
料
の
混
合
解
料
を
投
興
し
五

:

月
十
日

飼
育
を
開

始
し
た

。
切
斷
除
去
に

當
つ
て
は
前
項
の
ェ
ー

テ
ル

一
%
溶
液
で

麻
醉
せ
し
め
後
除
去
の
操
作
を
爲
し
た

。

'

第

一
国
上
は
背
始

の
基
底
よ
り
切
斷
し

e
た
も
の
で
あ
る
が

、

切
斷
の
ヶ

所
の
筋
肉

は
解
出
し
上
部
よ
り

◆

描
的

:

-
=

が
見
得
る

。

同
下
は
尾
賄
の
上

=

，Mの
切
断
で
あ
る
が

基
・一一一一一一よ
り
一WM
肉
を
か

け
て

切
断
し
た
も
の

で
出
血
を
見
た
も
の

も
あ
つ
た
o

切
斷
終
了
の
後
水

相
中
に

放
養
せ
る
も

の
は
何
れ
も
器
・一一一一f
中

に

沈
下
し
静
止
の
般

態
に

あ
る
が

一
時
間

後
よ
り
次
第
に

運
動
活
一波
と
な
り

、
之
を
標
識
未
着
の
も
の
と
混

養
す
る
時
は
布

一排
を
離
れ
單
獨
に

游
一冰
す
る
事
な
く
運
動
は
外
見

上
異
る
所
が
な
い

。

ロ

二
十
日
目
に
於
け
る
結
果

一育

始

背
始-
に

於
け
る
再
生
は
青
賄
除
去
の
跡
は
僅
か
に
隆

起
し
多
少

無
色
を
帶
び

、
度
蘭
は
来
だ
總
着
す
る
事
な
く
擔
船
骨

の
存
在
を
知
る

。
体
は
使
か
に

肥
大

す
る
が
一期
一著
な
差
は
な
い
o

尾

始

切
斷
除
去
の
時
條
は
先
端
幾
分
丸
味

を

帶
び

、
再

生
の
徴
が
見
ら
れ
殘
存
せ
る
も
の
に

比
較
し
て
色

置
少
し
く
異

り
淡
．
-
:

-一一色
で
あ
る

。
基
底
は
来
だ
M
:

生
な
く
:

-

一M
肉
の
一一一一出
が
見
ら

れ
る
が
水
生
関
は
一用
者
共
に
發
生
し
な
い

。

:

=一ハの
一…-
生
般
u況
は
第

二

一一の如
く
で
あ
る

。

◆

、
五
十
日
目
に
於
け
る
再
．
-a
一一一一況

背

時

切
斷
除
去
、の
跡
は
性
か
に

前
肉
降
起
し

、
度
時
は
既

に

想
着
し
体
背
部
と
同
色
を
集
'

し

、
切
断
操
作
に
営
り
始
，條
の
殘

、

存
せ
る
も
の
は
使
か
に
M
:

生
伸
長
し
て

居
る

。

尾

始

:一一一一～
船
始
一
:

-一一一一は
前
期
に

比
し
て
明
か
に

伸
長
し
、
濃
黑

灰
色
を
一 ::一一一し
下
葉
と
同
色
を
呈
す
る
が

、
下
葉
の
下
部
の
種
紅
色

を
総
…

び
る
に

反
し
一一-
生
始

:

に
は
該
色
な
く

、
又
始
條
は
多
少
屈
曲

し
て
伸
長
し
て
居
る

。
基
底
は
再
生
の
徴
な
く
尾
始
の
状
態
は
頗

-- lo4-

る
不
正
形
で

一
見
未
標
識
魚
と
區
別
し
得
る

。
即
ち
第
三
圖
で
あ

る
o

二

八
十
日
目
に
於
け
る
結
果

背

:

略

再
生
は
前
期
と
外
見
上
變
化
な
く

、
体
長
は
最
大
八

〇
一種
に

伸
長
し
成
長
度
は
端
ん
ど

:

變
化
が
な
い

。

尾

始

前
期
に
比
し
て
上
葉
は

一始 :

ん
ど
正
形
に
復
す
が
基
底

は
再
生
し
な
い

。
更
に

組
機
し
て

一
〇
六
日
目
本
適
未
曾
有
の
旱

-e
は
池
水
を
掲
水
せ
し
め
試
驗
魚
は
遺
態
な
が
ら
全
減
し

、
本
試

驗
は
打
切
り
の
止
む
な
き
に

到
つ
た

。

減
耗
は
全
角
数
の
五
%
即
ち
'f-
:

尾
に

し
て
斃
死
の一一一一態は
標
識

附
着
後
三
--E
一間
後
よ
り
起
り
'
何
れ
も
体
長
の
伸
張
せ
・
f
不
一M
-

一一一一一

角
で
あ
る
事
よ
り
直
接
の
原
因
が

標
識
附
着
に
依
つ
た
も
の
で
あ

る
と
は
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た

。
英
の
成
長
度
は
次
表
の
如
く
で
あ

る

。

い
〇之

等
の

標
識
は
今

後
急
速
に

再
生
し
舊

態
に

-l-
す

一六
る
と
一一一一-、
m〇
事
は
考
〈

目

ら
れ
・
ず

、

に於

恐
ら
く
脂

M

始
と
同
様

再

再
生
す
る

生

事
な
く
所

期
の
目
的

を
達
す
る

も
の
で
は

な
か

'

ら
う

か

。
又
一連

- l 〇1l;-

一
最
大
体
長
-a
一
最
小
体
長
-a
一
平

均
体
長
一秘

標

識

財

着

前

標
識
後

一〇
一ハ
日

五
・
五

一
〇
・
二

四
'〇

六
・
〇

四
・
五

六
・
七

即
ち
平

均
体
長
に

於
い
て
二
・
二
糎
の
增
加
で

、池
中
養
描

魚
に

比
較
し
て
幾
分
小
形
で
あ
る
が

、
英
の
成
長
度
は
惡
結
果
で
は
な

動
に

開
し
て

も
之
を
内
的
に

知
る
事
は
不
可
能
で
あ
り

、一 :一・〈一択
い

水
糟
内
の
實
驗
で
之
を
知
る
--a
は
因
難
で
あ
る
が
相
1-l-
然
と
し
て



索
一m一一し
-im
遊
す
る
事
よ
り
恐
ら
く
多
少
の
影
響
は
あ
つ
て

も
之
等

の
缺
除
に

よ
っ
て
針
路
に

變
更
が
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
し

、

又
標
識
附
:

-一一-
後
一画
二
三
過
間
池
中
に

同
育
し
体
力
の
国
一一一一一を計
れ

ば
恐
ら
く
運
動
に

は
影
一響
が
少
い
事
と
思
は
れ
る

。

一 :
:（
:

注

意
を
要
す
る
事
は
切
斷
に

営
つ
て

は
何
れ
の
能
一
を
選
ぶ

も

必
・
ず

多
少
前
肉
を
か
け
て
切
動
し
船
條
を
一一a一
存
せ
し
め
・
f
、
放
流

迄
は
池
中
に

養
〇

体
力
の
'

国

復
を
待
つ
て
放
流
す

ぺ
き
で
あ
る

。

第
四
目
は
発
一一一一一直
後
の
標
識
伯

、で
上
は
背
始

、1-li
tf
、
尾
的
上

一葉
の
缺
除

、
下
は
尾
始
上
一業
の
缺
除
で
あ
る

。

:
…一抽を
知
ら
れ
な
か
っ
た
事
等
で
あ
る

。
本
場
に
於
い
て
は
之
等

の
原
因
の
探
究
と
標
識
優
良
部
位
に

就
て
一…一 ::
検
を
な
す
爲

f;
二
茂

:

m
l
h

'
に

標
識
を
附
し
て
英
の
經
過
を
組
察
し
た

。
一聽
二
一一一M一一一一1
は
来
だ

肪
肉
、
度
一一一同
一 :一ハに
柔
軟
な
る
爲
失
一一W一に
港
つ
た
が

:

u一ハの
經
過
に

就

い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る

。

標
識
は
紙
機
用
の
細
い
眞
:一期
の
針
金
を

一
旦
火
中
に
技
じ
擁
一．-?

を
な
し
柔
歡
に
し
て
用
n一一'
標
識
札
は
之
を
附
着
し
な
か
っ
た

。

（
四
）

符

標

法

al-
館
組
布
'
の
標
識
放
流
に

依
る
一''li i
一川hl-
率
は
極
め
て

少
く

、
之
等

の
原
因
に

つ
い
て
は
前
述
の
如
く

特
標
方
法
が
不
適
営
で
あ
る
一 :一一--3

放
流
後
に

於
け
る
標
識
の
能
落
が

重
要
な
原
因
と
な
っ
て
居
る
-

・一一一・一、る
十

:

月
初
め
十
勝
水
一
座

一一一一一で
十
勝
近
海
の
建
細
に
:一一一つて
一川hl-
推

さ
れ
た
一一一一組
色
'
の
尾
一消
に

標
識
を
附
し
て

放
流
し
た
結
果
に

依
る

と

、
ホ一
と
し
て
十
勝
川
に

一…-
一加
さ

れ
た
と
一一一はれ
る
が
尚
十
勝
川

下
流
法
來
の
抽
獲
場
で
・…一一細
中
標
識
札
の
み

が
二
三
懸
つ
た
事
を

加
獲
場
の
…-…
任
よ
り
直
接
一
聞
い
て
居
る
，一

一:一ハの
他
標
識
附
・ ::-一一が間

接
の
原
因
と
な
っ
て
一
発
一 :

-
i

-一に
到
る
と
か

'
又
標
識
に
不

一一一意
の
爲

-a
着
場
所
は
次
の
四
極
で
あ
る

（1
）囲
藍

解
藍

一日に穴
る
如
く
附
着

向

尾
相
部

尾
柄
部
よ
り

尾
的
の
開
開

向

尾
相
部

尾
柄
部
の
細

を
あ
け
て
開
開
に
不
自
山
な
五 ら

附 に 尾
始
近
く
に

穴
を
あ
け
て
的

多
少
の
不
自
1-
を
感
一

「-
:

:
・

（4
）明
部

小
形
釣
針
を
頭
部
に

附
着

- l o 6-

以
上
各
種
の
試
験
一 :

-

-i:
来
標
識
的
着
s一と
混
養
し

池
中
に
混
・
合

:

-

．-M一料
を
投
興
の
上
:

-

::一一一の
般
況
を
翻
察
し
た

。

放
養
す
る
や
直
ち
に
他
の
◆一a群
と
混
じ
一m一泳
の
一一一ル
態
は
他
と
異

る
所
が
な
〈
、
又
單
獨
の
行
動
で
魚
辞
を
離

1ll-
す
る
も
の
が
な
く

必
ず
在

維
を
追
つ
て
游

:

冰
し
て
居
つ
た

。

一例
・一n-一開
始
後
一a
日
に

し
て

一
尾
魚
群
を
離
れ
水
表
面
に

浮
:

冰
し

姐

線
一一一一の運
動
を
な
し
て
居
る
も
の
發
見
一一M l

a一げて
見
る
に
一明
部

の

釣
針
が
大
腦
中
に
一一一一J・・・・
り
体
色
M・ :
一
務
一一し
て
居
つ
た
が
十
日

f-
に

到
つ
て

発
死
し
た

。

更
に

四
日
目
池
底
に

斃
一 :

-
i一一せ
る
も
の
を
發
見
し
，
檢
す
る
に
尾

」一們

部
を
-i-
附
し
た
も
の
で
既
に

筋
肉
は
破
壞
さ
れ
性
か
に
一一目
椛
:
-g

が
露
出
し

、
腹
部
に

降
海
性
ヤ

ツ
メ

の
吸
能
Mi

「せ
る
一
修
一胞一が
あ
っ

た

。
一一・
二
十
日
目
に
於
け
る
結
果

第

一
期
に

於
け
る
結
果
を
次
表
に
略
一記
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ

一

．
一一
，'（l

）健在
で
普
通
と
異
る
所
が
な
い

。

8
附
着
部
の
損
傷
大
で
あ
る
が
性
在
で
あ
る

。

e
筋
肉
は
損
傷
し
背
椎
一一一一一 :は
露
出
す

。

i:

筋
肉
皮
膚
共
に

柔
較
な
る
爲
標
識
の
-ll-
游

八
尾
に

及
ぶ

。

二
十
日
開
に

於
け
一一0一
．-一

同

育
結
果
で
は（4
）を除
く
以
外
は
-t-
在
で

あ
る

。
標
識
は
晩
に
光
澤
を
失
〇

黑
色
に
装
色
し
て
居
る

。

ロ

五
十
日
目
に
於
け
3
結
果

第
二
期
に

於
い
て（1
）（2）Eの
標
識
は
脱
落
し
一一一 :の
み
は
二
尾

附
着
し
傷
痕
は
次
第
に
同
復
し
つ
-』
あ
る
o

ハ

八
十
日
目
に
於
け
る
結
果

傷

一一一一一の
一一一-
態
は
一 :

用
:

ん
ど
回
復
し
標
識
は
一一一M
肉
中
に
加

:

-

一一一一一一さ
れ
る

が
i

部
は
一
傳
一
か

に

外
面
よ
り
見

得
る

。
然
し
之

も
時
を
經
過
す

る
に

從
つ
て
次

第
に

施
内
中
に

入
る
様
に
m一一一は

れ
る

。:::
-

-一の
fa

波
の
治
感
状
態

は
第
'n一
同
で
あ

る

。
特
標
法
は

前
記
度
商
の
脆

al-;
と
前
肉
の
来

收
に
依
つ
て
所

期
の
目
的
を
速

成
す
る
事
が
不

可
能
で
あ
っ
た

が
英
の
'

，-

^
一
ル一一-z
） - .・〇 l-



合
は
疆
め
ら
れ

、
iE
游
途
次
の
適
動
中
影
響
の
有
無
に

對
し
て
は

疑
念
を
有
せ
ざ
る
を
得
な
い

。
然
し
限
定
さ

れ
た
水
画

、即
ち
養

魚
池
中
に

於
け
る
游
行
状
態
で

之
に

決
論
を
下
す
事
は
勿
論
因
難

で
は
あ
る
が

、
観
察
中
は
放
流
直
後
よ
り
直
ち
に

他
の
魚
群
と
混

然
と
し
て

運
動
状
態
も
成
長
状
態
に

も
殆
ん
ど
障
審
は
認
め
ら
れ

な
か
つ
た

。
英
の
成
長
度
は
左
表
の
通
り
で
あ
る

。

標
一a
階
着
直
前
の

体
長
最
大

一

五
・
〇

一9、最
小

一
二
・
五
程

'

一0・
均

一
四
・
〇
-a
な
り
o

原
因
は（l
）に於
い
て
は
針
金
の
繰
じ
が
張
度
の
爲
に
面
育
經
過
中

成
長
に

つ
れ
て
切
斷
せ
る
も
の
で
あ
る
事
が
考
へ
ら
れ
る

。
之
は

取
揚
げ
時
に

田
藍
の
破
損
し
て

居
る
も
の
・一-
な
ぃ
事
と

、
理
要

一に

穴
を
有
す
る
も
の
が
あ
つ
た
事
に

よ
つ
て

推
察
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
o（2

）の結
果
は
尾
時
に
過
度
に

接
し
た
爲
二
十
日
目
の
取
揚
げ
時

期
に

於
い
て
既
に

傷
痕
が
擴
大
し
て
居
つ
た
の
が

更
に

時
日
を
經

る
に

從
つ
て
-iiM
に
尾
始
を
破
損
し
一院
一一一一一一せ
る
も
の
で
あ
る

。

（4
）に一一一'い
て
は
釣
針
の
小
形
な
る
結
果

「ァ
一ゲ
」
が
小
さ
き
に

失
し
'

又
度
膚
の
柔
軟
に
依
つ
て
脱
落
が
最
も
一'-
，く
附
清
後
數
日

を
出
一つ
る
事
な
く
-9
落
せ
る
も
の
で
あ
る
o

〇
は
第
五
圖
の
如
く

、傷
一一一一一は
完
全
に
治
癒
さ
れ
標
識
一一一一一一一体

が
成
長
す
る
に

從
つ
て
筋
肉
中
に

入
る
事
よ
り
成
布
、の
標
識
に
は

大
な
る
支eM

:

も
な
く

、
又
脱
一一一一一一

:

1一o
原
因
も
銀
じ
の
一
班
度
と
標
識
の

密
m
と
に

あ
る
が

、
現
在
施
行
せ
ら
れ
て
居
る
標
識
方
法
中
で
最

も
簡
便
に

、最
も
完
全
な
部
位
で
あ
り
方
法
で
あ
る
事
が
立
證
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か

。

'

・一一一一．-一M一体
の
尾
柄
部
の
神
附
に

よ
る
標
識
放
流
後
一
E

器
さ
れ
た
も

の
．・一一端
ん
ど
全
部
は
何
れ
も
標
識
附
近
の
筋
肉
が
破
一理
さ
れ

、
背

椎
骨
の
第
出
が
見
ら
れ

、
時
日
の
経
過
に
依
つ
て
其
の
損
傷
の
度

集

報
〇
昭
和
十
三
年
度

:

壁
親
魚
捕
撞
採
卵
成
積

（十
一
月

-
，日
現
在

．）

雄

一一'0
一一一

一一0一一
一三
一一0
、

開
始
月
日

摘

要

-!o8-- I 〇9-
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〇
支
境
湖
姫
節
の
採
卵
状
况

本
年
支

一物湖
に

於
け
る
姫
館
親
魚
の
囘
歸
数
は

、
前
年
同
様
著

し
く
減
少
し

、
十
月
十

;・-日
よ
り
十

一
月
七
日
に

至
る
間
の
抽
獲

数
雌

一
五
〇
尾
、
雄
五
四
八
尾

、計
六
;・L八
尾
-

採
卵
数
三
八

、八

〇
〇
粒
の
極
め
て
不
成
績
を
示
せ
り

。

本
年
は
夏
期
の
釣
獲
皆
無
に

依
り

、
採
卵
親
魚
の
不
足
を
理
想

し

、
從
來
の
抽
確
場
所
以
外
に

、
モ
ラ

ツ
プ

等
の
天
然
・一一一一琉
'

床
と

認
め
ら
る
-』
個
所
へ
も
一一川一一M一装
置
を
設
け

、
極
力
親
魚
の
捕
整
增

加
に

努
め
た
る
も

、
例
年
通
り
M一一一化
場
前
及
び
ピ
プ
イ
川
口
附
近

に

於
て
の
み
前
記
の
前
推
を
見
た
る
に

過
ぎ
ず

。

採
卵
用
雌
親
角
は
角
'
体
肥
大
し

、平
均
全
長
三
五
・
七
一細
、平
均

体
重
四
八
〇
瓦

、一a・・
卵
數
最
多

一
、一
1

〇
粒

、
最
少
二
五
九
粒

、

平
均
四
四
〇
粒
を
測
定
せ
る
に

反
し

、
探
卵
不
能
の
も
の
は
執
れ

も
魚
体
細
長
く
延
長
し

、
卵
子
は
徑

一
粍
位
の
未
熟
卵
に

し
て
著

し
き
卵
集
の
養
縮
一r一-:
示
せ
り

。
然
し
て
之
等
の
現
象
は
何
に
起
因

す
る
-b
の
か
来
だ
不
明
な
る
も

、
～:
の
原
因
探
究
は
同
湖
姫
一
館
審

殖
上
重
大
な
る
一M計一
項
に

し
て
目
下
調
査
中
な
り
o

〇
理
一

捉
島

-
漁

况

近
．一一一，-一一一 :提
島
に

於
け
る
館
漁
況
は
組
一め
て

不
振
を
被
け
た
る
も

本
年
は
前
年
に
引
試
き
相
當
の
好
況
を
示
せ
り

。
然
れ
ど
も
一一a一一一

の
來
游
が
楽
取
方
面
の
局
部
に

限
ら
れ
た
る
た
:

0

、
記
一
録
的
数
字

を
示
さ
ざ
り
し
も

、最
近
に

於
て
昭
和
四
年
に
次
ぐ
漁

推

を

見

た
り
o

11

八

J-l

計

一

、

=
-

-

、

一空

一一一一一一一．

一
一一0・一Km大

一
、0--一一一

三

、0-一一mi

-

、一量

一-'、

一
--
a

美

、一一一一一o

一一一一
、m
o
一

m
、

一

- l t 4-

計

一

ニ

、一一一六一

一

国

一
、0-・一一

交

、0-一一一

前

年

度

一一一、'-一一一 i

l一

一K-
一
、一一一0
一

〇
北
海
道

:aaa

保
護
組
合
設
立
せ
ら
る

昭
和
十
三
年
十

一
月
十
五
日

北
海
道
能
'一
館
一保
護
組
合
の
創
立
總

會
が
北
海
道
一一一一 i一
聽
-
-一化
場
會
議
室
に
て

開
他
さ
れ
組
合
設
立
せ
ら

る
-』一c
と
に

な
れ
り

。

即
日
役
員
選
舉
の
結
果
左
の
諸
氏
就
任
せ
り

。

組

合

長

一構

」
--
一

能

一制
組
合
長

齋
藤

主
計

同

大
西

眞
平

評

議

員

井
筒
宇
三
郎

太
一田
半
三
郎

向
井
勇
次
郎

山
村

三
郎

八
木
澤
繁
次

安
藤

石
典

齋
藤
兵
太
郎

會

報

l IS-

〇
會
資
領
收
報
告

（二
組
會
-1
十

一
J

］三十
n
:

迄

）

△
十

三
年
度
分

添
田
潤
助

河
村
武
雄

内
海

i一一一一
岸
田
敏
明

江
口

弘

△
十
二
年
度
分

添
国

一倒
助

◇
會
計
一m一一・務
上
支
障
が
あ
り
ま
す
か
ら
會
a
-一未
納
の
方
は
至
急

お
一祝
込
下
さ
い

。



編

輯

後

記

本
年
は
松
も
千
一一一
誌
一化
基
の

-lla
立
五
十

用
一
年
に

一M

る
が

、時
術
柄

．L:lll-
側
で
は
特
別
の
j-配
賀
行
事
を
差

性

、る
こ
と
に

な
っ
た
の

で

、協
會
側
で
一離

算
基
報

三
十

八

號
を
そ
の

一一一一---念
號
に

充
て
4

明
か
祝
意
を
表

し
ゃ

う

、と
一一一ふこ
と
に

決
定
し
た
の
が
十

月
も
構

く

押
し
-
，a
つ
た
---
で
-b
っ
た
o

决
定
と
同
時
に
直
ち

に

準
俯
を
開
始
し
た
の
で
あ
る

が

、年
の

一一一-fも
追
つ

て
居
り
之
か
ら
は
印
刷
所
は
、-il-
む

一
方
で
あ
る

か
ら

一一一一 :然
に

構

、て
一0
て
は
ウ
ッ

カ
リ

す

る

と
年
内
に

間

に

合
は

，n
-
も

知
れ
な
ぃ

、方
一
記
念
班

‘，）成
布
が

來
一中

に
で
も
延
び
一る

一一一一 :な
こ

と
が
あ
っ
て
は
大

i9
態

だ
と
一一一ふ
の
で

、原
一9
は
十

一
---
中
に

描
へ
上
げ

十

二
月
の

十
一一最
ま
で
に

は
我
行
の

連
び
に

し
ゃ

・と

一一
=
差
定
で
大

一一一・a-
を
か
け
た
o

お
藤
で
始
ん
ど
理
定
通
り
の

原
構
を
一
要
定
通
り
の

期
一H
h
-
・一一に
描

、上
げ
る
こ
と
が
出
來
た
が

、之
は

9

に

--f
摘
者
各
位
の

本

一…一一・業
に

對
す
る

性
深
な
る

御
同

一一一と御
投
動
と
に
:

S

、る
も
の

で
開
保
者

一
同
深
く
敬

意
を
表
し
てmM

る

次
第
で
あ
る

。
殊
に

一，回一第
地
-l-

動

'
内
海
重
左
術
円
一用
氏
の

余
に

寄
せ
ら
れ
た
る

御

厚
情
は

、E
-

0

竟
千
浅
の

解
化
場
を
心
か
ら
愛
す
る

至

情
に

出
で
・
た
も
の

で
あ
ら
う
が

、余
と
し
て
は

一地
に

一
懸
一那
の

言
葉
も
な
ぃ
程
で
あ
る

。又
同
條
の
一程
:一一一基

博

、片
山
発

一
、原
茂

、谷
口
、-f
三

、升
n1
一M
の

諸

君
は
央
々
-a
輯
上
の

各
部
門
を
一一一一一一一a
さ
れ
て
多
大
の

播
一助
を
興
へ
ら
れ
た

。
本
建
の

一理
定
通
!-
に

一一一一a一し

た
の

は

一
面
に

は
話
君
の

性
大
な
る
協
力
に
使
る

。

1ll-
從
來
本
一一一a
の

印
刷
は
創
列
一
號
以
來
山
本
商
店
に

委
託
し
て
，e
た
が

、入
，回
は
記
念
競
で
も
あ
る
し
又

構
度
に

要
有

を
急
い

で
も
，0

る
の

で

、特
に
山
藤
印

刷
所
に

委
託
す
る

-
と
に

し
た

。
此
の

點
決
く
一源
解

さ
れ
た

山
本
商
:
-
:

に

態
期
。す
る

。
山

藤
の

自
:

-一l
-

-

一一は
第
で
あ
る
o

，付
--l-
告
の

あ
る

も
の

は
紙
面
の

都
合
に

使
り
大
・

-
さ
を
組
小
せ
一re
る
を
律
な
か
っ
た
が

、此

の

點
．一一が
イ

者
に

於
か
れ
て
は
特
に

御
誠
水
を
願
ひ

た
ぃ
旨
谷
ロ
氏
の
は
一一一一一 ::
に

よ
り
附
記
し
て
お

く

。

（十
二
M一六
日
夜
同
間

記

）

昭
和
十
三
年
十

二
n :-
七
日
印

刷

昭
和
十

二

， r十
二
j-1
十

口
致
行

日
間
で
:
-一上
げ
て
見
せ
る

と
・ :

業

語
し
て
ゐ
た
が

、期

日
の

一一 iに
於
て
も
:

-

一a

一一一一の一一一に
於
て
も
始
，ど
期
一a
-一一を

裏
切
ら
な
か
っ
た
の
は

'
同
．

llft;
の
一一一一一--に
も
余
の

一一一aに

札
幌
1ll
i-

l
j

二
條
画
六

「=
三

一一一一一一一一

印

刷

人

-

藤

一一一
八

t
幸
で

あ
っ
た
o

右
の

如
く
各
方
面
の

多
大
の

同
情
と
援
一明
が
あ
っ

た
に

も
拘
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